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はじめに

外来語絃外国語から'の倍用語であり、日本語の中に溶け込み、言語の

一部として使用されているものである。情報化、国際化時代とともにI

外来語は私たちの生活に大量に取り入れられている。外来語には、主に

中国から入った漢語と西洋から入ったヨーロッパ語があるのであるが、

私たちが現在外来語と呼んでいるものはヨーロッパからの倍用語であり、

その中でも英語が圧倒的に多い。

英語が取り入れられる動機として、一つには語感の新鮮さがあるo　レ

ストランではrご飯」と言わずに「ライス」と言うのがそうである。 rご

飯」と言うと、茶わん一杯のご飯が連想されるQ二つには、従来日本に

なかった新しいものを取り入れる時に用いる語で、 rカーテン」 `curtain

や「ハイウェイ」 `highway'などであり、この種の語嚢が一番多いOま

た、 rタレントjは英語では「才能のある人」を指すが、外来語では「テ

レビやラジオで活躍する職業的出演者jを指している。このように日英

語で意味の違う語も多いO　__

原語と外来語の意味の違いを調べるのも興味ある点ではあるが、本臥

は音韻論の立場から外来語の発音について述べていく。私たちの周りに

ある外来語は英語が主流であるので、本論文では英語からの借用語を主

に扱い、他の言語からの借用語は、特に必要な場合以外は引用しない0

本論文のタイトルは『日英外来語の発音』である。私たちが言う外来

語は日本語に取り入れられた外国の言葉であるが、英語圏に取り入れら

れた日本語も彼らにとっては外来語である。本稿は一方通行の借用語研

究ではなく、日英両言語の問での言語交流によって現れる言語現象を捉

えようとするものである。いわば、外来語と外行語の発音研究論文であ

るO



本論文は第1章と第2章では、外来語辞典に載っている英語からの借

用語の発音について述べる。第3章では、逆に、英和辞典に載っている

日本語の発音表記について述べる。第3章では、更に20年以上も前に

発行の辞典と最近発行の辞典の発音表記の違いについても言及する。第

3章で扱う英和辞典は日本で発行されている辞典なので、第4章では、

英語圏や発行の辞典に取り入れられている日本語からの借用語の発音に

ついて調べ、両辞典の記述の違いについて述べる。

第1章と第2章は英語から日本語へ入った借用語の音体系を調べるも

のであり、第3章と第4章は日本語から英語へ入った借用語、つまり外

行語の音体系を調べるものである。日英両言語間での借用語に見られる

特徴を記述するのが本稿の目的である。本論文では、特に、二つの言語

が入り混じって新しい借用語を形成する際に現れる言語現象が、両言請

をーどの程度反映するものであるのか、更には、そこにはどのような言語

の普遍性、あるいは一般性が見られるのかに着目したい。外来語の発普

が二つの言語の特徴を兼ね備えた中間言語的要素を持っているならば、

そこには自ずから両言語の特徴とともに、言語に一般的に見られる現負

が現れるはずである。
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第1章　外来南の促音

1.1はじめに

本章と第2章は、英語が日本語に外来語として取り入れられる際に、

どのような原則が働いているかを述べるものである。英語の特質が外来

語にどのように反映されているのか、日本語の特質がそのまま外来語に

表れているのか、あるいは両言語の接触によって新たな言語規則が現れ

ているのかをみてゆく。

本章は、外来語への子音挿入、つまり促音化が起りやすい環境とはど

のようなものか、挿入し易い子音と、挿入し難い子音と_はどのようなも

のかを述べている。促音化で興味ある問題の一つに、日本語の音体系に

適応するために、音素を挿入するが、その際子音挿入と母音挿入はどち

らが先かがある。例えばnetは外来語としてnettoと発音されるが、 net

→ nett → nett0-と子音挿入が先か、 net - neto - nettoと母音挿入

が先かであるo二つに、英語の母音と子音が日本語の母音と子音に置き

かえられる際に、英語のスペリング重視なのか、英語の発音主体なのか

がある。例えばnetは「ネット」と発音されるのであるが、それはスペ

リングによる発音なのか、 /net/という音声によるものなのかである。

1.2促音とは

促音は『広辞苑　第4版』(1991)によると、 「語中にあって次の音節の

初めの子音と同じ調音の構えで中止的破裂または摩擦をなし、 1音節を

なすもの。 「もっぱら」 「さっき」のように「っ」で表わす」である。 「語

中にある」というのは、日本語は擬音の「ん」以外は語末に母音が来る

からである。 「次の音節の初めの子音と同じ調音の構えで」というのは、

例えば「さっき」であれば、ヘボン式ローマ字ではsak・kiのよう・にこ

っの音節に分けられ、前部の音節の最後のkと後部の音節の初めのk
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が同じ子音であるということである。仮名では「っ」と書くが、次の千

音と同じ調音をなすので、実際の発音は多様である。~促音の後ろの【.]

は音節_境界を表わす。

更に、 『広辞苑』に「中止的破裂または摩擦をなし」とあるのは、促音

の「っ」はip*pon 「いっぽん」、 kat・te 「かって」、 sek'kai 「せっかい」

のように破裂音である場合には、その呼気の流れが一時的に閉鎖されるo

これを「中止的破裂」と言っている。 「つ」は、更にkis・sa「きっさ」、

his*su 「ひっす」と摩擦音に発音される。 「つ」には他にic・chi 「いっ

ち」 [it-tpi]、 mit・tsu 「みっつ」 [mit'tsuu]の発音がある[ts]は歯茎

破擦音であり、 【t抑ま歯茎硬口蓋破擦音である。破擦音の調音の際も呼

気の流れが一時的に閉鎖される。破擦音は破裂音ではないので、 『広辞

苑』の定義の「中止的破裂」が正確な表現かどうかであるが、 「中止的破

裂」とは破裂しない閉鎖の状態と解釈することにするo

『広辞苑』の定義の終わりに、 「1音節をなすもの」とあるが、本書で

は一つのモーラ(描)とする。従って、 「さっき」の「さっ」は2モーラ

1音節である。

ここで日本語の歯茎硬口蓋音(alveo-palatal)について、英語との違い

について触れておく。日本語の「ち」は[tpi]であり、 「し」は[Pi]な

のであるが、英語の発音記号になじんでいる者は、 [tJiHJi】と書いてし

まう。一方、我々は、英語のchurch[t13:rtJ],bush [buJ】を発音する際

に, [tp3:rtp], [buP] ~と日本革の[tp], [p]に発音してしまうことがある。

lf]と[β]は調音の位置が近いので、同一の発音と見なしてしまうので

ある[tj], [丁目ま歯茎のすぐ後ろで調音される硬口蓋歯茎音(palato・

alveolar)であり、 【tp], [pi]は硬口蓋のすぐ前で調音される歯茎硬口蓋音

である。両音の違いはこのような調音の位置に加えて、唇の形があるo

ltJ日J]は円唇性が伴っているが、 [tp], [pi]は平唇性であるo唇を丸め

ると英語らしく聞こえる。更に[tJHJ=ま舌尖また車ま舌端が硬口蓋歯茎

に接近するのに対し、 [tp], [pi]は舌端が口蓋に向かって持ち上げられるo

英語では舌の先を動かすが、日本語では舌の前舌面を動かしているo例
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え勘叫の発音にしても、英語話者は舌の先を歯茎に触れるが、日本

語話者は舌の前部を歯と歯茎に当てているo

子音が連結しているのは、日本語も英語と同じであるoまず日本語の

促音形成について述べよう。外来語の促音は子音の挿入による子音重複

(gemination)であるが、日本語の促音の派生は外来語とは違い、母音の

削除によるものである。次の単子音と重子音、つまり促音との対語を見

てみよう。

(1)単子音と重子音

いたい(遺体) -　いったい(一体)

かしや(貨車) -　かっLや(滑車)

こき(古稀) -　こっき(国旗)

こちょう(誇張) -　こっちょう(骨頂)

せかい(世界) -　せっかい(石灰)

せしゆう(世襲) -　せっしゆう(接収)

にはん(二本)一　にっぽん(日本)

日本語の促音は、二つの形態素が結合した際に、前の形態素の高母普

(i, u)が削除されたものであるo促音の派生過程は日本式ローマ字で

書くと次のようになる[+]は形態素境界であるo

(2)促音の派生

iti+tai → ittai 「一体」、 katu+sya - katsya - kassya 「滑車」、

k。ku+ki → k。kki 「国旗」、 kotu+tyoo - kottyoo 「骨張」、

niti+pon - nitpon - nippon 「日本」

(2)の前部要素の最後の子音は、後部要素の最初の子音に同化して同

音になるので、 「滑車」、 「骨張」は[ka卯a], [kottpoo]と発音されるO

英語のcup,net,kickをkappu 「カップ」、 netto 「ネット」、 kikku 「キ
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ック」と子音を挿入して促音に発音するのは、英語のCVC音節を保描

して英語らしく聞かせるためであろう。

日本語の音節は基本的にはCVであり、英語の音節はCVCであるo

英語は二つのCVC音節が連なる場合には子音連結(consonant cluster)

が起る。次の(3a)は日本語の促音のように同じ子音の重複であり、 (3b)

は二つの異なる子音の連結である。

(3)子音連結

a. brag gangster, gulf fish, re丘珪0g, shamele旦旦如;udent, white tie

b. annou旦旦ement, do虚or, e茎血ange, mister, pi盟ic, subtract

(3a)は二つの語からなる句であるが、ゆっくり話す場合には、前の語の

語末と後ろの語の語頭の子音が重なり、重複音に聞こえる。ところが普

通のスピードあるいは早口で話すと、通常単子音に発音されるo一方、

(3b)の語はゆっくり話そうが、早口で話そうが単子音には聞こえないo

表層のレベルでもCVC音節を保っているのであるo

英語のCVCの1音節語は、日本人には促音に聞こえるo例えばnet

は【nett】のように促音があるように感じられる　netは外来語として

[netto]「ネット」と発音されるが、 /net/に母音を挿入して[net01と

cv-cV音節で発音したのでは英語らしく聞こえないo /net/に子音を挿

入して/nett/とし、日本語の音体系に合うように語末に母音を挿入して

[netto]、つまりCVC-CVの英語の音節を形成したのであるo結果的には

cvc音節にCV音節を加えたことになる。

Hughes and Trudgill(1979)は、イギリスのRPではbatch [bae甜】,

six [si2ks]のように閉鎖音の前に声門閉鎖音を挿入すると述べているo

英語の声門閉鎖音の発音が、外来語を促音に発音する一因であるように

思われようが、 /CV2C/が外来語への入力となっているとは考えられないo

促音には閉鎖音以外に「プッシュ」 `push'、 「スタッフ」 `staffのような

摩擦音もあり、 RPには摩擦音の前に声門閉鎖音を挿入する[pu?1],
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[stae関　という発音がないからであるO

英語のCVC音節が外来語ではcvc.cvになるのは、英語らしい発音

にするためだと述べた。しかし、これは英語の音節形態に合わせただけ

であって、英語話者にとってはcvccvとcvcvは同じに聞こえる。

happyの発音が[haeppi]でも[haspi]でも英語話者には大差なく聞こ

えるのと同様に、外来語の「ジャッジ」と「ジヤジ」、 「チェック」と「チ

エク」も同じ語として認識される。そうなると、英語のCVC音節を

cvc-cv音節に変えるのは、英語の発音に近づけるというよりは、英語

の音韻体系、つまり音節体系に合わせるためと言えよう。従って、 CVC

音節をcvocv音節に発音する過程は、子音挿入が優先か、母音挿入

が優先かという問題は決定的ではない。しかし、本署では、規則の順序

として、子音挿入を優先させることにする。それは、例えばnetに近い

発音は、母音挿入のnetoよりは子音挿入のnettだからである0

促音化規則は、一般的には阻害音を重複す_るものであり、次のように

書けるo Qは促音を表し、苛は短母音を表わす[sonorant】は共鳴性で

あり、 【-sonorant】は阻害性のある音を表わす。

(4)子音挿入
l.Jl

¢　→　Q / V[-sonorant]

(4)の規則は、短母音+阻害音の音節では子音を挿入するというもの

である。これは子音を自律分節的に次の音節に広めるというものであり、

次のように書ける。のま音節を表す。

(5)　　o

//†＼
C VC　-　　C

f f t l

n n
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(5)の頭子音を持つ音節には更に母音が挿入されるo

((i)　　　a

/K
C V

I I

(丁

<

a

A
Ⅴ　-　C V C C V

L　1日J A
0

日本語の促音は無声子音である。従って、 bed,bagをbetto 「ベット」、

bakku 「バッ-ク」-と発音する人もいる。一一しかし、最近ではbeddo 「ベッ

ド」、 baggu「バッグ」が多くなり、ほとんどの辞書では「ベッド」、 「バ

ッグ」の有声音しか載せていない。この有声子音重複は外来語に特有の

発音であって、日本語にはその影響は及んでいない。

日本語の動詞として「飛ぶ」が現在形であり、 「飛んだ」が過去形で

ある。その派生は次のようになる。

(7)動詞の活用変化

a. tob-ru - tobu 「飛ぶ」

b. tob-ta → tob-da - tod-da - ton-da 「飛んだ」

(7b)の「飛んだ」は⊥日本語に有声促音があるならば「飛っだ」と発音

されるべきである。日本語に有声促音がないために、 todが擬音のton

に変化している。これは日本語の音節体系に従ったものである。一方、

b。dは外来語の音節体系に従いbeddoと発音されbendoにはならな

い。

促音を形成する子音挿入規則は、英語のCVC音節に適用されるもの

であり、常に尾子音は阻害音でその前の母音は短母音である。従って、

次の(8)の英語には子音の挿入はなされない。

8



(8)非子音挿入

a.子音重複

camp 「キャンプ」、 change 「チェンジ」、 ink 「インク」、 jump 「ジ

ャンプ」、 pink 「ピンク」、 sense 「センス」、 tent 「テント」

b.長母音、二重母音

beach rビーチ」、 bike 「バイク」、 boat 「ボート」、 chalk 「チョ

ーク」、 maid 「メイド」、 night 「ナイト」、 out 「アウト」、 pork

「ボーク」、 sausage 「ソーセージ」、 speak 「スピーク」

c. V-CV

m。・。cha【mou*k。1 「モカ」、 pho'to匝u・tou] 「フォト」

(8c)の「モカ」と「フォト」は、母音が二重母音であることと、破裂

音が頭子音であることから子音挿入がなされないOしかし、二重母音を

短母音にした外来語の発音からは、 「モッカ」、 「フォツト」という発音が

ぁっても不思議ではない(8)の語に子音が挿入されないのは、日本語で

は擬音、長母音、二重母音の後では促音は起らないという原則に従った

ものである。 「ビューツと矢が飛んできた」とか「ボーッと立っていた」

のような擬声語や擬態語には長母音の後でも促音があるが、特殊な現負

である。

外来語の導入によって、日本語に新しく促音規則が適用されるように

なったが、それは従来の日本語の音節体系に従ったものであって、決し

て新しいものではない　cvocvは日本語にもhis・si 「必死」、 rok'ko

r6個」、 sip#pu 「湿布」のように存在している。英語のCVCを外来

語としてcvc・cvに変えることに新しさがあるのであるo

(4)に挙げた促音化規則は、阻害音の後ろに同じ阻害音を付加するとい

ぅものである。同一の子音が連続するのは、 (5)の自律分節の図にも表れ

ている。阻害音は、呼気が口腔内において何らかの阻害を受ける音声で

ぁり、破裂音、破擦音、摩擦音の三つがある。破裂音と破擦音は、呼気

の流れが口腔内で一時的に閉鎖されるものであり、閉鎖のない摩擦音と

9



は【閉鎖性日継続性1の弁別的特徴で区別される0本著では、閉鎖音を

【 continuant】 (非継続性)、摩擦音を【+continuant】 (継続性)で衷わ

す。

1.3　閉鎖音の促音

英語の語末子音が破裂音と破擦音である場合には、次の規則により子

音が挿入される。 【+]は形態素境界を表わすo

(9)閉鎖音挿入規則(1)
ヽノ

㊥　-　Q　/ V [-continuant】

規則(9)は破裂音と破擦音に適用されるのであるが、破裂音の促音化の

例を第1にあげよう。ローマ字は日本式を用いているo ( )内のロー

マ字は母音を挿入した発音であるが、母音挿入については後で詳しく述

べる。本章の外来語は、主として『コンサイス　カタカナ語辞典　第2

版』 (2002) (以下『カタカナ語辞典』)からのものであるo

(10)語末が無声破裂音の場合

a.語末が/p/

cap: kyap - kyapp(- kyappu) 「キャップ」

leadership rリーダーシップ」、 ketchup 「ケチャップ」、 map

rマップ」、 mop rモップ」、 scrap 「スクラップ」、 tip 「チップ」

b.語末が/t/

r。cket: r。ket - rokett(- roketto) 「ロケット」

bucketrバケット」 ,jacket「ジャケット上market「マーケット」 ,

pilot rパイロット」 racket 「ラケット」 ,spirit 「スピリット」 ,

trumpet 「トランペット」 violet 「バイオレット」

C.語末が/k/

picnic : piknik - piknikk (- pikunikku) 「ピクニック」
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attack fアタックJ ,back 「バックJ , black rブラックJ , hammock

「-ンモツタJ ,hy醜eric　ヒステリック」 technic Iテクニックj

/tiで終わる語にはbucket rバケツ」、 jacket rジャケツ」、 spirit 「ス

ピリツ」のように、促音化せずに「ツ」に発音されるものもあるが、古

い発音であり、 「バケツ」とrバケット」のように意味の違うものもある。

有声子音の重複は、英語ではhot dog, Arab buyer, big garageのよう

な二つの語の子音連続に聞かれるが、前にも述べたが、日本語には元来

存在しなかった。従って、古くはpyramid, godはrビラミット」、 rゴ

ット」と発音されていたと思われるO非常に古い辞典である『大言海』

(1932)でも有声音で記載されているが、当時、多くの人は実際には無

声音に発音していたであろうO

英語の語尾が有声破裂音の外来語を見てみよう。

(ll)語末が有声破裂音の場合

a,語末がih/

cab : kyab (- kyabu, *kyabbu) rキャブJ

Arab「アラブj clubTクラブ」,jabfジャブ」 knobrノブj mob

「モッブ」 ,prefab rプレ-プ」 ,pub 「パブ」 ,rib rリブ」、 snob

「スノップj

b.語末が/〟

pyramid: piramid - piramidd(- miramiddo) iピラミッドj

bearベッド」,godFゴッドJ headf-ツド〕 kidrキッドJ,liquid

rリキッド」 ,red rレッド」 ,spread TスプレッドJ ,vivid 「ビビ

ッド」 ,wood rウッドj

c.語末が/ど/

drug: drag - dragg(- doraggu) TドラッグJ

bulldog 「ブルドッグJ , egg rエッグ」 , flag rフラッグ」 , handbag

rハンドバッグ」 smog 「スモッグ」 ,teabag 「ティーバッグ」

ll



(lla)に見られるように、 /b!の促音の例は少ないoこれから新しく導入さ

れる外来語にも、 /b!の促音はないであろう。一方、語末が!d/と/g/の

場合は、通常促音になる。最近の辞書には、 bed 「ベット」、 bag 「バッ

ク」といった無声子音の促音は載っていない。

語末が破擦音の場合も、破裂音と同様に子音重複が起る。

(12)語末が破擦音の場合

a.語末が/tJ/

catch : kyach - kyacch (- kyacchi) 「キャッチ」

crutch 「クラッチ」 match 「マッチ」 rich 「リッチ」 sandwich

「サンドイッチJ ,scratch 「スクラッチ」 touch「タッチ」 watch

「ウオッチ」

b.語末が/d3/

judge: jaj - jajj(- jajji) 「ジャッジ」

bridge 「ブリッジ」 ,cartridge 「カートリッジ」 ,college 「カレッ

ジ」 ,lodge 「ロッジ」 ,village 「ビレッジ」

語末の/tl/と/d3/は、次に母音がないのでヘボン式のchとj~で表

記することにするO母音の挿入した外来語は、日本式にkyatti,zyaziと

表記できるが、英語が破擦音であるのを表わすには、ヘボン式のchとj

のほうが便利である。

語末の閉鎖音の促音をみてきたが、 /ps/,!tsらks/が語末である英語に

も促音化が起る。次の閉鎖音挿入規則(2)にSを加えた規則と適用され

る外来語は次のものである(9)の規則では語末の境界が形態素であっ

たが、次の規則では語境界間である。このことについては後で述べるo

(13)閉鎖音挿入規則(2)
ヽ′一

㊥　-　Q　/ V [-continuant】
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(14)語末が!Cs/

box: boks - bokks(- bokkusu) 「ボックス」

cats 「キャッツ」 ,electronics 「エレクトロニックス」 ,let's 「レッ

ツ」 ,paradox「パラドックス」 ,potatochips「ポテト・チップス」 ,

slacks 「スラックス」

(13)の規則は語末の子音に適用されるものであり、次の語のように

/ks/の後ろに他の形態素がある場合には子音の挿入はない。

(15) /ks/+形態素

box+ing : boks+ing(- bokusingu) 「ボクシング」

＼☆bokks+ing(- bokkusingu) 「ポックシング」

box+er 「ボクサー」 ,ex+change 「エクスチェンジ」 ex+cite 「エキ

サイト」 mix+er 「ミキサー」 ,mix+mg 「ミキシング」 mix+ture

「ミクスチュア」 ,sex+y 「セクシー」

(13)の規則は、語末の子音に適用されるものであり、二つの語が結合

する複合語も次のように適用される。

(16) /Cs!#語

box#Office : boks#ofis - bokks#ofis (→ bokkusu ofisu)

「ボックス・オフィス」

boxcamera「ボックス・カメラ」 cat'seye「キャッツ・アイ」 mixed

yarn「ミックス・ヤーン」,taxpayer「タックスペイヤーJ,waxcloth

「ワックス・クロス」

mixed yarnの-edは、外来語として日本語に導入された際に削除され

ている。 Maxwellは1語にもかかわらず「マックスウェル」と促音に発
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音されるので、 Maxとwellの複合語と見なしているのであろう。

/ks!が重子音になるのは、語末か後続する形態素が自由形態素、つま

り語でなければならない。

閉鎖音に拘束形態素が付加しても、次のように重子音になる。

(17)閉鎖音+拘束形態素

a. -ingの付加

bat+ting : bat+ing - batting(- battingu) 「バッティング」

cooking 「クッキング」 docking 「ドッキング」 ,developing 「デ

ベロツビングらheading「ヘッディング」 (「ヘディング」もあり),

knitting 「ニッテイング」 ,pitching 「ピッチング」 , shocking 「シ

ョッキング」 ,shopping 「ショッピング」

b. -erの付加

clipper: krip+aa -　krippaa(-　kurippaa) 「クリッパー」

babysitter 「ベビー・シッタ-」 batter 「バッター」 ,catcher

「キャッチャー上cutter 「カッター」 ,developer 「デベロッパー上

flapper 「フラッパー」 ,shutter 「シャッター」 ,slugger 「スラッ

ガー」 ,stopper 「ストッパー」 ,upper 「アッパー」 zipper

「ジッパー」

C.その他の接尾辞の付加

attachment 「アタッチメント」 ,capless 「キャップレス」 fitness

「フィットネス」 ,development 「デベロップメント」

d. jogger 「ジョガー」 ,jogging 「ジョギング」

(17a)のheadingには促音の「ヘッディング」と非促音の「ヘディング」

の両方があるが、最近の辞書では有声子音の促音は消えつつある(17d)

のJoggingとjoggerを有声重子音で発音するのは、今ではまれである。

(17a)の例外にmarket+ing 「マーケテイング」がある　marketingを-

・つの語として見ているのであろう。その場合、閉鎖音!t/は尾子音では
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なく、 mar・ke*tingのように音節頭子音とみなされるo

閉鎖音の次に自由形態素が続く複合語では、閉鎖音は重子音になるo

自由形態素は語でもあるので、語境界を付して次のように表わされるo

(18)閉鎖音#自由形態素

touchdown : tach#daun - tacch#daun (- tacchidaun) 「タッ

チ・ダウン」

blacklist 「ブラック・リスト」 bloodstone 「ブラッド・ストーン」 ,

football 「フット・ボール」 ,judgepaper 「ジャッジ・ペ-パ~」 ,

knockout「ノック・アウト」 ,midnight「ミツド・ナイト」,nickname

rニック・ネーム」 ,patchwork 「パッチ・ワーク」 ,picniclunch 「ピ

クニック・ランチ」 ,platform 「プラット・ホーム」 tagmatch

「タッグ・マッチ」

次の規則は、閉鎖音の次に語末の子音共鳴音が続く場合に促音化が起

るものである。

(19)閉鎖音挿入規則(3)
l-′

㊥　-Q/ V　【-continuant] +consonanta

+sonorant

外来語への入力は、原則的に英語の音声表示であるo規則(19)は莱語

の音素への適用ではなく音声へのものである~o例えば, apple,happenの

外来語としての基底表示は, !記Pl/, /haepn/であって, !sepal/, !haepan/で

はない。規則(19)への適用語を見て見よう。

(20)閉鎖音一子音共鳴音

a.閉鎖音-/1/

apple: ap-1 - app-1(- appuru) 「アップル」
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couple「カップルJ,juggle「ジャッグル」, knuckle「ナックル工tackle

「タックル」

b.閉鎖音・/n/

happen: hap-n → happ-n(→ happun) 「パップン」

cotton 「コットン」 ,kitchen 「キッチン」

C.閉鎖音-/r'/

litre: rit-r → ritt-r(→ rittoru) 「リットル」

(19)の規則が適用されないものに/tl, dl/がある。

(21)battle 「バトル」 ,bottle 「ボトル」 ,huddle 「パドル」 ,little 「リ

トル」 ,middle 「ミドル」 ,paddle 「/10ドル」

/tl/や/dl/で始-まる語はない。 /tl/と/dl/に子音重複が起らないの

は、それを一つのかたまりとして見なすためである。従ってbattle[b∈etl】,

middle[m叫]の外来語としての音節区分はba-tl、 mi・dlとなる。 /tl/と

/dl/は母音が挿入され、 toru 「トル」、 doru 「ドル」と発音される。

(19)は閉鎖音+共鳴子音が語末にある規則であり、語中にある場合には

patron 「パトロン」、 patrol 「パトロール」、 pickles 「ピクルス」のよう

に促音にならない。 「ピクルス」は英語の発音からは/pik-l-z/が外来語

への入力となるべきであるが、通常複数形で用いられるため/pikls/が

入力となっている。

happenは閉鎖音一鼻音の連続音であるため＼閉鎖音重複が起っている

が、同じ語でありながら閉鎖音-VN#の語には規則(19)が適用されない。

閉鎖音が次のVNの頭子音になる。

(22)閉鎖音-vN

baton: ba*ton - baton 「バトン」

atom 「アトム」 ,bottom 「ボトム」 ,chicken 「チキン」 ,
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Japan 「ジャパン」 mutton 「マトン」

c。tt。n 「コットン」が重子音であり、 mutton 「マトン」が単子音であ

るのは、外来語への入力の違いにある。もちろん「コットン」は古い栄

音であり、 「マトン」は新しい発音であるのだが、 「コットン」は/kot-n!

が入力であり、 「マトン」は/ma'ton/である(22)の「チキン」も入力

は/ti・kin!であり、 /tik・in/ではないo !tik・in/であれば「チッキン」

と発音される。促音は尾子音と頭子音の連続音であるので、促音化は

/cvc/の入力にしか起らない。尾子音は日本語では一つのモーラと見な

されている。

(22)の語のように閉鎖音の次に母音がある場合には、閉鎖音と母音の

間に形態素境界がないかぎり促音にはならないo次の例も語中の母音間

の閉鎖音が促音化しないものである。

(23)母音間の閉鎖音

a.閉鎖音-er

butter: ba*taa - bataa 「バター」

better 「ベター」 letter 「レター」 ,pattern 「パターン」 return

「リターン」 ,supper 「サパー」

b.閉鎖音-y

body: bo・dii - bodii 「ボディー」

charity 「チャリティー」 ,city 「シティー」 ,copy 「コピー」 ,kitty

「キディー」 ,puppy 「パピー」

C.閉鎖音・Ⅴ…

apppeal: a*piir -　apnru 「アピール」 (「アッピール」もあり)

appetizer 「アペタイザー」 ,appoint 「アポイント」 attest 「アテ

スト」 ,chapel 「チャペル」 hotel 「ホテル」 ,

(23a)への例外としてpepper 「ペッ′ト」があるOこれは古い発音であ
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る。新しい語のpeppermint 「ペパーミント」には促音化が起っていな

いo古い辞典である『大言海』 (1932)には、 supper 「サッパー」という

のがある.もしsupportが載っていたら「サッボート」と書かれてい

るだろう　(23b)の例外としてhappy 「ハッピー」がある。これも古い

発音であり、 <vccv>のスペリングの促音化である。 Ietterを「レッ

テル」と発音するのは、オランダ語からの借用である。

(23c)のappealに二つの発音があるが、促音の方が古いのは言うまで

もない。 NHK編『日本語発音アクセント辞典』 (1995) (以下『アクセ

ント辞典』)には「アピール」しか載っていない(23c)のchapel 「チャ

ペル」の入力がtya.pelなのは外来語の発音から分る　tyap.1であれば

「チヤツプル」と発音されることになる。英語のスペリング<pel>が「ベ

ル」と発音されている。ところが、 nickel 「ニッケル」、 baccal 「バッカ

ル」のように母音間の閉鎖音が促音化している。 /k/は他の閉鎖音に比

べて促音に発音されることが多い。次にその例を見ていこう。 /k/の促

音化規則は次のようになる。

(24)閉鎖音挿入規則(4)
ヽ一′

㊥　→　Q　/ Vk

/k/が語末であれば当然促音になるのであるが、 (24)の規則は話中の

/良/が促音化するというものである。 (24)の適用される語を見て見よう。

(25) /k/の促音化

a. /k/-V

Dacca 「ダッカ」 ,Decca 「デッカ」 ,hockey 「ホッケー」 ,Mickey

「ミッキー」

b. /k/-er

lacquer 「ラッカー」 soccer 「サッカー」

C. /k/-Vl
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buccal 「バッカル」 nickel 「ニッケル」

d. /k/-Ⅴ…

bacchant rバッカント」 , hickory 「ヒッコリー」 , McKinley 「マ

ッキンリー」 saccharin 「サッカリン」

!k!を促音で発音するか単音で発音するかは、英語のスペリングが多

いに関係している(25)の/kk/はそのスペリングが<cc>,<ck>,<cq>,

<cch>である。英語の!k!が促音化しない語も次に見てみよう。 <>は

スペリングを表わす書記素(grapheme)、あるいは文字素であり、 / /は

英語の音素を表わしている。

(26) /近/の非促音化

a. <c>, <ch>, <q>

document「ドキュメント」 echo「エコー」,equal「イコール」 record

「レコード」

b./ks!

accent 「アクセント」 access 「アクセス」

C./kC/

actionrアクション」 bacteria「バグテリア」 ,cocktail「カクテル」 ,

pickles 「ピクルス」 ,secretary 「セクレタリー」 technician 「テク

ニシャン」

(26a)は/k/のスペリングが<cc>, <ck>, <cq>, <cch>以外のものであ

る。 (26b)は　<cc>が/ks/に発音されるものである。 (26c)は/k!の次

にCV音節の続いているものである○ (26b)と(26c)は/k/の次にCV音

節が続いているという点で、同じ環境のものであるo

固有名詞は、英語の音節が!cv-cv!であっても、例外的に子音重複が

起っている。しかし、次の(27b)のように、後ろの音節の頭子音が有声音

の場合には子音重複は起らない。
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(27)固有名詞

a. Chaplin 「チャップリンJ ,Rockfeller 「ロックフェラー」 ,Thatcher

「サッチャー」

b. Macbeth 「マクベス」 ,MacDonald 「マクドナルド」

母音間の閉鎖音が促音になる例として/k/を挙げ、例外としてhappy

とpepperがあると述べたが、これらは古い形であり、英語の<pp>の

スペリングをそのまま促音に発音したものである。一方、 <tt>のスペリ

ングの語には、促音に発音されるものが次のようにある。これらは必ず

しも古い外来語ではない。

(28) <tt>の促音化

battery 「バッテリー」 ,mitten 「ミッテン」 ,motto 「モットー」 ,

otter 「オッター」 ,ottoman 「オットマン」

外来語への入力は、基本的には英語の音声であるのだが、 /kk/にして

も/tt/にしても、正書法が大いに関与しているのである。

1.4　摩擦音の促音

促音は阻害音にのみ起こる現象であり、破裂音、破擦音、摩擦音がそ

の対象となる。破裂音と破擦音の促音には無声音と有声音の両方が見ら

れたが、摩擦音の促音は無声音のみである。摩擦音には歯茎摩擦音と硬

口蓋摩擦音があるが、まず歯茎摩擦音の促音を見てみよう。

(29)摩擦音挿入規則(1)
ヽノ

㊥　→　Q　/ Vs [H-sonorant]! (C) #

(29)の規則の[sonorant】は、母音もしくは子音の共鳴音である。小文
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字の[子]は,/S/の次に共鳴音が最低一つ、最高二つあることを意味する。

従って、共鳴音が二つ続く場合には、母音の次に/1/か/n/のいずれか

があるo ( )内の語末の阻害子音は任意である。再三述べるが、促音形

成の子音挿入規則は、基本的には英語の音声に対して適用される車ので
ある。

(29)の規則は、 /S!の次には共鳴音がなければならないので、次のよう

に/S/が語末に来る語には適用されない。

(30) /S/が語末

address 「アドレス」 ,bass 「(ブラック)バス」 ,dress 「ドレス上kiss

「キス」 (「キッス」もあり　pass 「パス」 ,process 「プロセス」

kissを「キッス」と発音するのは古い発音のなごりである　kisscurl「キ

ス・カール」 ,kisscandy 「キス・キャンディー」が「キッス」と発音さ

れることはない。 『大言海』では、 addressは「アドレッス」である。

/S/の次に母音が来る場合には子音重複が起る。英語の/sI/, /si/は外

来語には/si!と入力され、 「シ」と硬口蓋音に発音される。

(31) /S/-V

a.compressor 「コンプレッサー」 ,dresser 「ドレッサー」 ,essay 「エ

ッセイ」 ,professor 「プロフェッサー」 ,Russell 「ラッセル」

b. /S/・Ⅴ一共鳴音-(子音)

dressing : I dresing → dressing (- doresshingu)「ドレッシング」

crossing 「クロッシング」 essence 「エッセンス」 message 「メッ

セージ」 passing 「パッシング」 ,passive 「パッシブ」

croissant<C仏語> 「クロワッサン」 , dessin^仏語> 「デッサン」

(29)の規則は語に適用されるので、 dress-erのように拘束形態素が付

加した語にも適用できるo /si/の直後に兵鳴子音が来る語にも、 (29)の
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規則は適用される。

(32) /S/一共鳴子音

hustle has-1 - hass-1(- hassuru) 「ハッスル」

castle「キャッスル」 lesson「レッスン」,listen「リッスン」 whistle

「ホイッスル」

(29)の摩擦音挿入規則が適用されない語は次のようである。

(33)歯茎摩擦音の非促音化

a. assignment 「アサイメント」　assistant 「アシスタント」 ,

association 「アソシエーション」 ,fascism 「ファシズム」 , fascist

「ファシスト」 ,pessimism 「ペシミズム」 ,pessimist 「ペシミス

ト」

b. aspirin 「アスピリン」 cross fire 「クロスファイア」 ,escape 「エ

スケイブ」 ,pastel 「パステル」 ,passport 「パスポート」 ,question

「クエスチョン」 ,suggestion 「サゼスチョン」

c. aside 「アサイド」 glycerin 「グリセリン」 ,jealousy, 「ジェラシ

ー」 officer 「オフィサー」 ,reception 「レセプション」

d. buzzer 「バザー」 jazz 「ジャズ」 ,puzzle 「パズル」

(33a)は/S/の後ろの分節素が(29)の規則に適っておらず、(33b)は/良/の

後ろが阻害音であり、 (33d)は有声摩擦音である(33a)のfascismと

fascistは、英語の発音は[faejiziri], [f串Jlst]であって[S]ではないoし

かし、外来語への基底表示は/faesizm/, /faesist/であるとする。理由は

その基底形が!J!であれば、促音に発音されるはずだからである。

イタリア語であるが、 fascioは「ファッショ」と促音に発音される。

これは原語が促音に発音されるからであろうが、 <VscV>のスペリング

は促音になりやすい。 『カタカナ語辞典』には「フアシネーション」の代

22



替発音として「フアツシネーション」も載っている。我々は何気なく

fascist, fascismを「フアツシスト」、 「フアツシスト」と発音してしま

うo　同じように、古くは<VstV>のquestion,suggestionを「クエツ

ション」、 「サゼッション」とも発音していたが、今では英語の/stJ/に

近い「クエスチョン」、 「サゼスチョン」である。 『外来語語源』 (1990)

には後者の発音も載っている。

(33c)の語が促音に発せられないのは、英語のスペリングが<s>, <c>

だからである。促音に発音されるのは<ss>, <st>のように二つの文字

でなければならない。破裂音は、 hat,dogの尾子音が1文字でも「ハッ

ト」、 「ドッグ」と促音になれるのとは異なるところである。

次に硬口蓋摩擦音の促音を見てみよう。英語の/∫/が外来語への入力と

なっている。第1章でも詳しく述べたが、英語の/∫/が硬口蓋歯茎摩擦音

であるのに対して、日本語は歯茎硬口蓋摩擦音!β/である。硬口蓋摩擦音

の促音規則は次のようになる。

(34)摩擦音挿入規則(2)
ヽ■

4) →　Q / VJ

(34)の規則は、 /∫/の前の母音が短母音であれば、促音化するという非常

に単純なものである。 /S/と/∫/は似たような摩擦音であるが、促音化

という面では/I/の方が適用範囲が広くなる(34)の規則は次の語に適

用される。

(35)硬口蓋摩擦音の促音化

a. /∫/が語末

British 「ブリティッシュ」 cash 「キャッシュ」 crash 「クラッ

シュ」 ,dash 「ダッシュ」 dish 「ディッシュ」 ,finish 「フィニッ

シュ」 ,flash 「フラッシュ」 ,publish 「パブリッシュ」 ,rush 「ラ

ッシュ」 wash 「ウオッシュ」
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b. ′∫′-V

crusher rクラッシャー」 cushion 「クッション」 discussion 「デ

ィスカッション」 fashion 「ファッション」 ,fashionable 「ファッ

ショナブル」 mission 「ミッション」 ,passion 「パッション」 ,

permission 「パーミッション」 , professional 「プロフェッショナ

ル」 ,smashing 「スマッシング」 tissue 「ティッシュ」 washer

「ワッシヤー」

C. /∫/-C

cashless rキャッシュレス」 ,mashedpotato 「マッシュト・ポテ

ト」 mushroom 「マッシュルーム」 ,punishment 「パニッシュメ

ント」 refreshment 「レフレッシュメント」 washteria 「ウオッ

シュテリア」

(35a)は/∫/が語尾であり、 (35b)は/∫/が母音の前にあり、 (35c)は!1/

が子音の前にある。 marshmallowは、外来語では「マシュマロ」と「マ」

が短母音に発音されるが、英語では【marjmelou]であるので促音にはな

らない。 「マ-シュマロー」が英語に近い発音なのだが、モーラ数が多く

なるので短くしたのであろう。

他の促音と同じく,/J!も英語のスペリングが大いに関与している。次

の語は硬口蓋摩擦音に発音されているが、決して促音にはなれないo

(36)硬口蓋摩擦音の非促音化

a.measure 「メジャー」 vision 「ビジョン」

b.mansion 「マンション」 tension 「テンション」

c. edition rエディション」 machine 「マシーン」 musician 「ミュ

ージシャン」 official 「オフィシャル」 ,politician 「ポリティシャ

ン」 position 「ポジション」 technician 「テクニシャン」

(36a)は硬口蓋摩擦音が有声音であり、 (36b)は硬口蓋摩擦音の前が子音

24



であるので、非促音化の説明がつく。一方、 (36c)は(34)の摩擦音挿入規

則に抵触していない。スペリングを見てみよう。促音になる硬口蓋摩擦

音は、英語のスペリングが<sh>と<ss>であって、 (36)の<s>,<c>, <ch>,

<t>のスペリングは促音には発音されていない。しかし、我々は常に英

語のスペリングを頭に描いて外来語を発音しているだろうか(36c)の語

を促音に発音する人に出会うことがあってもおかしくはない。

最後に唇歯摩擦音/f/の促音を見てみよう。促音に発音されるのは<ff>

とギリシャ語⇒ラテン語にその語源を持つ<pph>である。唇歯摩擦音

の挿入規則は次のようになる。

(37)摩擦音挿入規則(3)
も′

㊥　→　Q　/ Vf [+sonorant]言　#

/f!の促音化規則は、これまでの促音に比べて例外が多いのであるが、

一般的な規則としては(37)の子音挿入規則ということになろう(37)の

規則は,/f/の後ろに共鳴音がゼロから二つまである場合には,/f/を挿入

するというものである。~次の語は/f/が語末にあるので、 (37)の規則が

適用されるのであるが、 (38a)のように適用されない語も多い。

(38) /f/が語末

a.buff「パフ」 off「オフ」 ,puff 「パフ」 sheriff「シェリフ」

b.baff「バッフ」 ,staff 「スタッフ」 stuff「スタッフ」

(38)の例をみると、これから将来、語末の位置での促音化が消えていく

ように思われる(37)の/〟挿入規則が適用される語を見てみよう。

(39)唇歯摩擦音の促音化

a. Ill-[sonorant]

baffle 「バッフル上duffel「ダッフル」 , shuffle 「シャッフル」 ,wa印.e
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「ワッフル」

b. !f/-V-【sonorant]

buffer 「バッファー」 ,baffy 「バッフィ-」 ,buffing「バッフィング」 ,

offer 「オファー」 (「オッファー」もあり) ,Sappho 「サッフォー」 ,

sniffer 「スニッファー」 stuffer 「スタッファーつ,taffy rタッフィ

ー」 Eiffel (仏語) 「エツフエル」

『カタカナ語辞典』では「オファー」を主な発音としている。これだけ

がなぜ促音にならないのか説明が付かない。同辞典に「バッフィング」

・buffing'がある。外来語への入力が英語の発音の!bAfii)/であれば(37)

の規則が適用される。しかし、外来語の発音からは/bA軸g/と考えられ

る。そうすると規則(37)は適用されない。英語の<ng>は発音入力が旬/

であり、そのスペリングが「ング」ということになる。

(37)の/〟挿入規則が適用されない語を見てみようo

(40)唇歯摩擦音の非促音化

a.cuffs 「カフス」 offside 「オフサイド」

b.ruffler 「ラフラー」 ,sapphire 「サファイア-」

c.effect 「エフェクト」 offense 「オフェンス」 office 「オフィス」 ,

official 「オフィシャル」 , sapphism 「サフィズム」

d.graph 「グラフ」 ,photography 「フォトグラフィ」 ,photographer

「フォトグラファー」,rough「ラフ」,refine「リファイン」 reform

「リフォーム」 ,tough 「タフ」 ,tu氏「タフト」

(40a)は/f/の後ろに阻害音があり、 (40b)のruffler /rAflar/, sapphire

/saefaiar/は/f/の後ろに三つの共鳴音があり、 (40c)は/I/の後ろに

ⅣC/が続いている(40a)の例外として、 puffedrice 「バツフト・ライ

ス」 ,staffage 「スタッファージュ」 stuffed 「スタッフド」があるoこ

れは<f」>のスペリングを重子音に発音したものである。 (49d)の語は、
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英語のスペリングが<f>,<gh>,<ph>であり、挿入規則に適っていても

促音には発音されない。

以上、促音化について述べてきたが、阻害音の中でも促音になる優先

順位は、破裂音一破擦音一摩擦音(歯擦音)一摩擦音(非歯擦音)とな

ろう。元来、日本語の促音は無声音であるが、破裂音と破擦音には有声

促音も見られる。これは呼気の流れの閉録によって重子音が作りやすい

ことにあるo本章で見てきたように、促音化されやすい子音があり、同

時に促音化されやすい音韻的環境があるのである。

1.5おわりに

外来語の促音挿入規則を英語の音声表記を入力として考えるのが本論

文の主旨であるoしかし、英語の発音では推し量れない面もあり、古い

時代からの正書法という視賞的な要素が促音を発音する要因にもなって

いる。現在ではどちらかというと、促音は少なくなる傾向にあり、英請

の単音に近くなりつつあるoしかし、一方では外来語らしさを表わすた

めに促音は重要であ'り、一向になくなる気配はないO外来語を聞いても

英語話者が理解できないのは、促音があるからではなく、母音挿入とか、

アクセントの違いとか、音の置き換えなど、他の音韻的要因が関与して

いるからであるoこれらの外来語の特徴については第2章で述べる。
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第2章　外来南の音体系

2.1 ¥まじめに

本章では、まず第1に、外来語の発音と日本語の発音の違いについ

て述べよう　buildingとfightを和語のカナ文字で発音すると「ビ

ルヂング」、 「ファイト」になるが、外来語の発音は「ビルディング」、

「ファイト」である。第2に、外来語への母音挿入の自然性について

述べよう　garage, beltにはgareeji [ガレージ], ber地「ベルト」

と三種類の母音が加えられている。第3に、外来語の発音は、英語の

発音が入力なのか、英語のスペリングが入力なのかについて述べようo

本章の最後に、外来語のアクセントと英語のアクセントの違いを、

日本語のアクセントと比較しながら述べよう。外来語のアクセント規

則はどのような音韻構造に適用されるのか、英語のアクセントが外来請

にどの程度影響を与えているのかという問題がある。本章では、日英両

言語間の相違点、共通点も注目しながら議論を進めて行く。

2.2外来帝の子音

外来語の導入によって、日本語の音体系がくずれているo夕行音は日

本式ローマ字ではtatitutetoと書くが、ヘボン式ローマ字ではtachi

tsu te t。とより実際の発音に近い表記になっている。 tが次にiが来

ると。hに発音され、次にuが来るとtsに発音されるのが日本語の規

則である。しかし、より原語に近い発音にするために、外来語には上記

の日本語の音韻規則が適用されない場合がある。次の(1)は外来語に

のみ見られる発音である。なおカナ文字は、 『コンサイスカタカナ語辞典

第2版』 (以下、 『カタカナ語辞典』) (2002)からのものであるo
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(1)外来語の発音

a. ta行書　亘ユー・ /上皇ユー`teaparty'、上皇モロー

`tomorrow'

b. da行書　ディーゼル`diesel'、デューティー`duty'、

_Eユー・ワップ`doo-wop'

c. fa行音　ヱヱミリー`family'、 24-ルド`field'、

ヱ旦リーボート`ferryboat'、ヱ旦ト`photo'

d. sya行音　主旦-カー`shaker'

e. zya行書　主星ツト'jet'

£ tya行音　三三ツクアウト`checkout'

g- ya行書　土主スペルセン`Jespersen'、土ユーツ`Yeats'

h. wa行書　皇∠_ツチ`witch'、皇旦ア`wear'、 2_i一夕- `water'

(1c)のfa行音は両唇摩擦音の[◎a]である。 【◎】は日本語では【◎田】

(「フ」)にしか聞かれないが、外来語ではすべての母音の前で発音され

る。 ha行書とせずに血行音としたのはそのためである。 da行音に「デ

ユ」があるのだから、 ta行音にも「テユ」があり、 tube, tulipが「テ

ユーブ」 「テユーリップ」と表記されても良いのだが、 「チューブ」、 「チ

ューリップ」であるo 「チューイン・ガム」 `chewinggum'や「チューズ」

`choose'の「チュ」とは英語の音素が異なるのであるが、元来「テユ」

のない日本語では、以前から日本語にある「チュ」 (「中央」、 「昼食」な

ど)に代替している。将来は「チュ」と「テユ」が区別して使われるこ

とを望むが、 「チューリップ」のように固定した発音を変えるのには時間

がかかる。将来「テユーリップ」という語が出現する際には、現存の「チ

ューリップ」とは別の特別の意味を持ったtulipを指す場合であろう。

そして「テユ」の発音が定着すると、やがて「チューリップ」が「テユ

ーリップ」に淘汰され、 「テユ」の発音だけが残ることになるだろう。し

かし、これは筆者の希望的憶測にすぎない。ちなみに、 『カタカナ語辞典』
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にはtuba 「テユーバ」とtulle 「テユール」が載っているが、一般的

な発音は「チューバ」、 「チュール」であり、 「テユ」はあくまでもスペリ

ング<tu>に対応する可能な発音として載っているにすぎない。

『カタカナ語辞典』で英語の/je/が「イェ」と表記されるのは「イェ

スペルセン」のような固有名詞であり、 yesterday,yellowは「イエスタ

デー」、 「イエロー」であるJerusalemには「イェルサレム」と「エル

サレム」が載っているが、後者が一般的である。英語の/wI/,/we/は「ウ

イ」、 「ウェ」と表記される語が多いが、中にはsandwichは「サンド土

ツチ」と/W/が発音されなかったり、 windowは「皇土ンド-」、 west

は「旦主スト」のように/wI/が2モーラに発音されるものもあるO英

語の!W〇!は「ウォ」と表記されるが、例外として「ウオブル」 `wobble'

がある。

『カタカナ語辞典』には英語の/kw!に対応する発音として「クァル

デット」 (- 「カルテット」) `quartetto'と「クオーター」 `quarter'の

「クァ」と「クオ」が載っている。当辞典ではGuatemalaが「グアテ

マラ」と記載されているが、 「クァ」があるのだから「グァテマラ」があ

っても良い。辞典にはまだ統一性が見られない。

2.3　母音挿入

日本語の音節は、基本的には-cv-で成り立っているので、英語の1

音節語の　next /nekst/は　ne・ku*su・toと4音節になり、 script

/sknpt/はsu・ku・ri・pu・toと5音節になる。日本語の音体系にするた

めには母音を挿入しなければならない。日本語には「ア、ィ、ウ、エ、

オ」の五つの母音があるのだが、どの母音が一番英語に近く聞こえるの

だろうか　cup, net, kick, cab, head, dogの語尾に母音を挿入するとし

たら、 「ウ」が最も妥当であるように思われる。 !kApu/, /nstu/, !kiku!,

/ka∋bu/, /d〇gu/の方が、非高母音の「工、オ、ア」を挿入する!kApe/, /kApo/,

/kApa/よりも英語に近く響く。日本語の「ウ」は英語よりも中舌の位置
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に近い母音/u/であり、日本語の話者にとっては同じ高母音の「イ」

よりも舌を移動せずに発音できる母音であるので、挿入しやすいと言え

る。

城生(1998:67-68)によると、 「ウ」は舌の位置は中舌寄りの後舌であり、

開口度は狭と半狭の中間にある。そして開口部は縦方向の開きと横方向

の開きの最も少ない母音である。城生(66)は更に、 「ウ」はしまりのない

中途半端な口の形をしているので、人物写真を撮る際には「チーズ」と

言うのは良くないと進言している。このことから、日本語の「ヴ」1-は舌

の移動、唇の変化が少なく、五つの母音の中では最も中立的であると育

える。

話が少しそれるが、中立的な母音を挿入する現象を他の言語に見てみ

よう。レナケル語(Lenakel)は、子音の連続をさけるために母音を挿入し

ている。次の(2)と(3)はKager(1999:126)から引用したものであ

るが、 (3)は元はJohn D. LynchのLenekel Phonology(ldU)から

のものである。

(2) Epenthetic [+] appears after coronals

a. /卜n-ak-ol/

b. /ark-ark/

c. /kam-n-man-n/

d. A-n-01/

tt.na.g31　　`you (sg.) will do it'

ar.ga.rtkh　　`to growl'

kam.nt.ma.ntn　`for her brother'

rt.n〇1　　　　　`he has done it'

(3) Epenthetic [3] appears after non-coronals (from Lynch 1974)

a. /to-rm-n/　　　　〇r.man　　　　`to his gather'

b. /apn-apn/　　　　ab. na. ban　　　`free'

c. /k-ar-pkom/　　　kar. ba. g〇ln　　`they're heavy'

(2)は舌頂昔(歯茎音など)の次には[i]を挿入し、 (3)は非舌頂

普(両唇音や軟口蓋音など)の次には[a]を挿入するというものである。
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[iHま日本語の[uu]と同じ[+high], [+back], [-round]の素性を持

ち、雨音は非常に似ている[+]は中舌音であり、 [u]は少し後舌寄り

である点だけが違っている　wと[。]は舌の高さが異なるのであるが、

両音共舌の移動や唇の変化の最も少ない音であるoこの点、日本語では

[u]挿入が最も自然に行なわれやすい現象と同じであるo

外来語に挿入される母音には、 「ウ」の他に「イ」と「オ」があるoな

ぜこれらの母音が選択されるのか見てみよう。

2.3.1 「イ」の挿入

「ィ」はchurch/tjbrtJ/ 「チャーチ」、 judge/d3Ad3/ 「ジャッジ」のよ

ぅに硬口蓋破擦音の/t〝, /d3/の後に挿入されるo 「ウ」を挿入せずに

「ィ」を挿入するのは、 /t〝, /d3/と同じ調音点の硬口蓋母音の「イ」

を挿入する方が、軟口蓋寄りの「ウ」よりも調音上自然なためであるoそ

れではなぜbush /buy/ 「ブッシュ」、 mirage /m9ra:3/ 「ミラージュ」が

「ブッシ」、 「ミラージ」と発音されないのかが問題となる。筆者には「チ

ャーチ」、 「ジャッジ」と同様に、 「ブッシ」、 「ミラージ」の発音の方が自

然であるように思われるが、 「ウ」を挿入する理由は次のようになろう。

英語の発音ではあるが、 /tjA /d3/と/∫/, /3/は共に硬口蓋音で摩

擦を伴うが、前者は非継続音であり、後者は継続音であるo /t〝, /d3/で

は前舌面が硬口蓋に接触するので、 「ウ」よりも「イ」が発音しやすい。

一方、 /∫/, /3/の方は前車面が硬口蓋に触れないので、調音しやすい中

舌寄り母音の「ウ」に舌の位置が移動したと考えられるo日本語では「ジ

ャッジ」の「ジ」も「ミラージ」の「ジ」も共に破擦音であるが、 「ジ」

と「ジュ」の区別は英語の発音の違いによるものと考えるo

「イ」の挿入規則は次のように書けるであろうo
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(4) 「イ」挿入規則

f.)　-・　i

‡

/　-

‡

pa

C

latal

ontinua

strn

nt

蝣

第1章で述べた促音化規則を適用した後で「イ」を挿入する過程は次

のようになる。

(5) catch - kyacch - kyacchi 「キャッチ」

match - macch - macchi 「マッチ」

college - karejj　- karejji 「カレッジ」

village - birejj　- birejji 「ビレッジ」

lodge-rojj　-rojji 「ロッジ」

2.3.2 「オ」の挿入

「ウ」が最も挿入しやすい母音であるが、硬口蓋破擦音の次には調普

点の同じ「イ」が挿入されることを述べた。次の間題は、なぜhit, bed

のように歯茎破裂音/t, d/の次に非高母音の「オ」が選択されるかで

ある。理由は母音の付加によって/t, d/の音質を変えないためであろ

う　hitに「ウ」や「イ」を加えると、hittsu,hicchiと発音され/t/が

/ts/, /tP/に変化してしまう。英語の/t/の発音を維持するため「オ」

を選択したと思われる。 「エ」や「ア」ではなく「オ」が選択されたのは、

これらの音の中で「オ」が最も舌や唇の変化を伴わずに調音できるから

である。 (城生, 1998:67参照)

挿入母音の選択としては「ウ」が第一候補であるため、 /I/に「ウ」

を付加し、 /tsu/ 「ツ」と発音する外来語も次のようにいくつかある。

(6) 「ツ」の発音

a. sport「スポーツ」、 shirt 「シャツ」、 sheet 「シーツ」、
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bucket 「バケツ」、 jacket「ジヤケツ」、 tree 「ツリー」

b. twin 「ツイン」、 twist 「之イスト」、 two 「ツー」

(6a)のように「ツ」と発音する語は比較的古い時期に借用されたもので

ぁる。 bucket rバケット」、 jacket 「ジャケット」と発音する語も後にで

きたが、意味が異なっている。 tree 「ツリー」では/t/が/r/の前で

「ッ」に発音されているが、これは例外的であり、 trick「トリック」、

triple rトリプル」、 street 「ス上リート」のように「ト」に発音される

のが一般的である。 (6b)の「ツ」の発音は、 /tw/が「ツ」と発音されたも

のである。 /W/と/u/が共に[後舌性、高性]の素性を持つことから、

/tw/が「ツ」と発音される。 twinに母音挿入があれば、 twilightが「ト

ヮィライト」と発音されるよう一に、 「トウイン」と発音されるはずであるo

「オ」挿入規則は次のようになる。

(7) 「オ」挿入規則

--　　o

(8) rocket - rokett - roketto「ロケット」

trumpet - tranpett - toranpetto 「トランペット」

try- torai 「トライ」

pyramid - piramidd - piramiddo 「ピラミッド」

dry- dorai 「ドライ」

2.3.3 「ウ」の挿入

硬口蓋破擦音/tl, d3/と歯茎破裂音A, d/以外の子音の後には、

一般的に「ウ」が挿入される。

34



(9) 「ウ」挿入

mix - miks - mikkusu「ミックス」

picnic - piknikk - pikunikku「ピクニック」

staff - sutaffu「スタッフ」

socks - sokks - sokkusu「ソックス」

cap - kyapp - kyappu「キャップ」

ham - hamu「ハム」

cocktail - kakuteru 「カクテル」

song - songu 「ソング」

taxi -　takushii「タクシー」

rib-ribu 「リブ」

(9)の例では/k/の次に/u/が挿入されて「ク」に発音されているが、

/k/の次には/i/が付加されて「キ」に発音される語がある。これは古

い発音であるが、 /k/の前の母音が前古母音/i,・ e/なので母音調和が

起こっているのであろう。

(10) 「キ」の発音

deck- dekk - dekki「デッキ」

exite - ekisaito 「エキサイト」

text　-　tekisuto「テキスト」

Texas　-　tekisasu 「テキサス」

mixer - mikisaa 「ミキサー」

ink- inki 「インキ(インク)」

next - nekisuto 「ネキスト(ネクスト)」

英語のpen, hangerは「ペン」、 「ハンガー」と発音され、 /n/の後ろ

には母音が挿入されない。所がham, teammateは「ハム」、 「≠-ムメイ

ト」のように/m/の後ろに/u/が付加されて「ム」に発音される。 /u/
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が挿入されるのはどのような場合か見てみよう。

くn〉に綴られる鼻子音の後には母音が付加されない。 〈n〉は、英語で

は次の子音に同化して/n/, /m/, /rr)/、 Vに発音されるのであるが、

外来語のカナ文字は常に「ン」である。

(ll) sun /saii/ - Sam 「サン」

penfriend /perofrend/ - penfurendo 「ペンフレンド」

sunburn /S〟lbarn/ - sanbaan 「サンバーン」

sunset /SAiiset/ - sansetto 「サンセット」

Sunday /sAndei/ - sandee 「サンデー」

manpower /ma∋mpauar/ - raanpawaa 「マンパワー」

English /iqglIJ/ - ingurisshu 「イングリッシュ」

drink /driQk/ - dorinku 「ドリンク」

king /kiり/ - kingu 「キング」

song /s〇g/ - songu 「ソング」

king-size /kigsaiz/ - kingusaizu 「キングサイズ」

英語の/kIり/, /sつり/が外来語への入力であれば、 「キグ」、 「ソグ」とな

ることから、 kingu 「キング」、 songu 「ソング」は英語の抽象的な基底

表示である戊Ing/,/S〇ng!に/u/が加えられたとも考えられよう。しか

し、そこまで入力を抽象的なレベルまで掘り下げるならば、英語のスペ

リングに/u/が加えられたと見る方が理解しやすい。本署では、母音挿

入は音声よりもスペリングのレベルでなされていると考える。

英語のスペリングが<n>ではなく<m>であるにもかかわらず、<m>

の次に両唇音がある場合には、次のように尾子音のfwJには/u/が挿

入されずに「ン」である。

(12) camp/kasmp/ - kyanpu 「キャンプ」

hamburger /ha∋mb3rg9r/ - hanbaagu 「ハンバーグ」

symbol /simbel/ - shinboru 「シンボル」
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umpire !Ampaier/ - anpaia 「アンパイア」

(ll)と(12)の外来語の鼻子音「ン」は、それ自体で一つのモーラを形

成している。 Mはモーラを表す。

(13) a. pen

b. drink

o

<
<;　　　　　　A M

八　　八I
p c n　-　p e n 「ペン」

c.　camp a

′＼、
M

/K
M

k ae m p　→　k y a n

d. symbol

a o

/K /N
I m b a 1

a

I

M

八
p u

a

/＼
M M

ヽ¥＼

→　sh i n
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/m/の後ろに子音があるにもかかわらず、次の(14b)のように/u/の挿

入される場合がある。 !u!の挿入される外来語を見てみようo

(14) a. cream/kri‥m/ - kuriimu 「クリーム」

room/ru:m/ - rumu 「ルーム」

column/kalam/ - koramu 「コラム」

b. roommate /ru:mmeit/ - ruumumeito 「ルームメイト」

columnist /kalamnist/ - koramunisuto 「コラムニスト」

teamwork /ti:mw3rk/ - chiimuwaaku 「チームワーク」

(12)と(14b)の英語は、共に!m/が音節の尾子音にあるo両者の違いは、

(12)の語は複数め音節であっても一つゐ形態素であるが、 (14b)の語は二

っの形態素から成り立っていることにあるo従って(14a, b)のように

語末あるいは形態素末の/m/は外来語の捺音にはならないo一方、 (ll)

と(12)の鼻子音を擬音と見なすのは、その基底表車が日本語のように/n/

であると考えられるからである。日本語では、/kempoo/「憲法」、!kambun/

「漢文」の発音では!n!が次の子音への同化によって/孤/になるが、

外来語のcamp, symbolの/m/の発音も同様の現象と見なしているの

である　hamやteamのような語末の/m/は、その基底の音素が/n/

であるとは考えられないので、 /u/を付加して別のモーラを形成するこ

とになる。

hamの/孤/はhamu rハム」では音節の頭子音になる。次の樹状図

のように!m/は促音にはならないので、前の音節から切り離されるo

(15)hama　人ノ　八人
h ae m　-　h a m　-　h a m u 「ハム」

(15)の例から、母音挿入は子音挿入の後に適用されると言える。とい
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うのは、頭子音があるから母音が必然的に挿入されるのであり、その逆

はありえない。また、 CVC　をcvc-cvの音節にするのは外国語の音

節形態を維持するものであり、母音を挿入した後のcvc-vに頭子音を

付加するのは不自然である。母音を挿入した後のcvc-vは「ハム」の

ようにcv-cvの音節になるべきである。

2.4音声への対応

外来語の母音の発音は、英語の発音に準じるものとスペリングに準じ

るものとがある。まず英語の発音との関係をみてみよう。本稿で用いて

いる英語の母音の発音記号は1 4である。それに対応す.る日本語の母音

は五つである。英語の母音の発音に対する外来語の発音を図で示すと次

のようになる。なお、英語の二重母音は前の音の調音位置に書いている。

(16)母音の対応

前舌　　　　　　中舌　　　　　　後舌

よ i: ∴ ＼ u: 7 -

U ウ

eI エー 3r/ar アー 0U′〇: オー

中 〇I .オイ

C エ A ア 〇 オ

低 記 ア . † 年7 ^u 7 ウ
a: )

q ア

(16)の表により、前舌高母音は「イ」、前舌中母音は「エ」、後舌高母音

は「ウ」、後舌中母音は「オ」であり、他の中母音と低母音は「ア」と発

音される(16)の表に示されている英語の発音と外来語の発音の関係は、

次のようである。下線部はそれぞれの対応する発音を示している。
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(17) a./i:/ 「イ-」 : key/ki:/ -キー、 entry/entrと/ →エント旦二

b./I/ 「イ」 picnic/jaik旦王k/ →呈ク三ツク、

Iiquid /frkwid/ -旦キッド

C./eI/ 「エー」 : date!deit/ -デート、

MayDay/meidel/ -メーデー

d./e/ 「エ」 :net/net/-ネット、 pen/psn/ →ペン

e./u:/ 「ウ-」 : room/ru:m/ -ルーム、

cool/ku:l/ -クール

£/U/ 「ウ」 :book/buk/ -ブック、 look/luk/ →ルック

g./ou/ 「オー」 : echo/C皇QU/ →エ三二、

boat/tout/ -ボート

h./〇I/ 「オイ」 : oil/〇Il/ -オイル、 troy/tr〇I/ -トロイ

i. /〇:/ 「オー」 : water!皿tar/ - ウオーターこ

automatic /oitamaetik/ -オートマチック

j./Ee/ 「ア」 : ham/haヲm/ →ハム、

sandbag /saendb墨g/一堂ンド21ッグ

k./3r/ 「ア-」 : bird!b3rd/ -→バード、

curtain /出廷ten/ -カーテン

1./ar/ 「ア-」 : hour/auar/ →アヱ二、

doctor/dak由王/ -ドク皇二

m./a/ 「ア」 : number庖mb9r/ -土ンバー、

sunday /sAndei/一堂ンデー

n./ai/ 「アイ」 : ice/aIS/ -アイス、 smile/S丑迫王1/ →スヱ土ル

0./au/ 「アウ」 : powder!囲dar/ -パウダー、

house /haus/ -'ハウス

p./a:/ 「ア-」 : half/ha:f/ →ハーフ、

scarf/ska:(r)f/　スカーフ
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英語の発音に自由変異があるために、外来語の発音が英語の発音によ

ってではなく、スペリングによって決められると思われるものがある0

次の<e>とくo>の発音を見てみよう。

(18) <e>　とくo>の発音

a. <e> 「エ」 :economy/ikanemi:/, /ekanami:/ →主コノミ-

enjoy /md3〇I/, /end3〇I/ →主ンジョイ

b. <o> 「オ」 : cockney/kakni:/, /k〇kni:∫ →旦ツクニー

spot/spat√, /sp〇t! -スポット

c.<o>/A/ 「オ」 onion/岬jgn/一生ニオン

sponge /spAnds/ -スポンジ

d. <o>/cI/ 「ア」 : cocktail/kakteil -カクテル

(18a)は<e>が/I/と/a/の自由変異をなしているが「エ」と発音され、

(18b)は<o>が/q/と!〇/の自由変異をなしているが「オ」と発音され

ている。これは一見スペリング発音によると思われる。確かに<e>と

<。>はローマ字読みでは「エ」と「オ」に対応するが、本論文は、英語

の発音との対応を第1に考える。それで説明の付かない外来語の発音に

関しては、次のステップとしてスペリングとの対応を考えることにする。

(18a)の外来語が「エ」と発音されるのは、英語の/C/に対応しているの

であり、同じように(18b)の外来語の「オ」は、英語の/〇!に対応してい

るのである。他の自由変異の発音は、外来語の対象になっていないと考

える。 cup /kAp/ 「カップ」、 young /jatj/ 「ヤング」では/A/が「ア」と

発音されるが、 (18c)の語では/〟がスペリング読みの「オ」に発音され

ている。これはスペリングに対応した発音である。一方では、 (18d)の「カ

クテル」のように、英語の発音/cI∠に対応した発音になっているものも

ある。このように<o>は必ずしも「オ」に対応しないことから、基本

的には英語のスペリングではなく発音によって外来語の発音が決められ

ていると言える。
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英語の音韻体系にはflower /flauar/, player /pleiar/のように母音が

三つ連続する語がある。一方、日本語は基本的にはCV言語であるため、

flower 「フラワー」、 hour /auer/ 「アワー」のように/uar/を「ワ-」

と発音し、 player.「プレーヤー」、 dryer /draiar/ 「ドライヤー」のよう

にスペリングに<y>がある語は「ヤー」と発音している。/U!を/W/に

替えることと、スペリング<y>を/j/と発音することで母音の連続を

避けている　player/pleiar/を「プレ-ヤー」と発音するのは/i/挿入

のように思われるが、次の(21)の例のように、英語のスペリングに<y>

のない語は「イア」と発音されている。

外来語で母音が二つ連続するのは許されることから、次の母音<ia>

の連続する英語は、外来語でも「イア」と発音され、 「イヤ」とは発音さ

れない。

(19) <ia> 「イア」

Arabia 「アラビア」、 nostalgia 「ノスタルジア」、 mania 「マニア」、

ammonia 「アンモニア」、 Asia 「アジア」

IbtIを「ア-」と発音する場合と「ア」と発音する場合があるが、こ

れも母音の連続に関連がある。次の(20)は英語の!ar/を「ア-」と長母

音に発音する語であるが、 (21)は/ar/を「ア」_と短母音に発音する語で

あるo両者の違いは/ar/の前に子音があるか母音があるかによる。

(20) /Car/ 「Cア-」

announcer 「アナウンサー」、 illustrator 「イラストレーター」、

escalator 「エスカレーター」、 calendar 「カレンダー」、 character

「キャラクター」、 goalkeeper 「ゴールキーパー」、 synthesizer 「シ

ンセサイザー」、 popular 「ポピュラー」、 manager 「マネジャー」、

regular 「レギュラー」
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(21) /V9r/ 「Ⅴア」

amateur /記matJu9r/ -アマチュア

barrierfree/bsen旦£fri:/ -バリア　フリー

career/kenar/ -キャリア

engineer /end38niar/ -エンジニア

interior /intierier/ -インテリア

junior /d3u:ni9r/ -ジュニア

umpire /Ampaiar/ -アンパイア

fire/faiar/ -　ファイア

sapphire /saefaiar/ -サファイア

(21)のcareer 「キャリア」は短母音-「ア」に発音されるが、同じような

発音のcarrier/ka∋narOま「キャリアー」と長母音「ア-」に発音され

るoこれはcarrierがcarry 「運ぶ」と-er 「人」の二つの形態素から

成り立っており、、「キャッチャー」、 「オフィサー」、 「スキーヤー」のよう

に、 「ア-」が「人」の意味を表しているためである。ちなみに「スキー

ヤー」は「スキーア-」では母音が続くため、 /i/を挿入して「ヤー」と

発音したものである。これは「プレーヤー」、 「バイヤー」、 「デストロイ

ヤー」などへの類推である　<yer>への類推がなければ、 skier/ski: ar/

は「スキーア」と発音されるはずである。

(21)の「アンパイア」、 「ファイア」、 「サファイア」は「アイア」と三

つの母音が連続しているoこの母音連続を避けるため、次のように子普

を挿入する語もある。

(22) /isr/

a・ 「イヤ」 :tire/taiar/ - (タイア) -タイヤ

wire/waiar/ → (ワイア) -ワイヤ

diamond/daiamend/ → (ダイアモンド) -ダイヤモ

ンド
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b. 「イヤー」 : hired/haiard/car -ハイヤー

(22)の例では「アイア」の「イ」の次にわたり音の/i/が挿入されて

いるo外来語ではその例が少なく例外的であるが、 /i/挿入は言語の一般

的な現象である。我々も何気なくcareer, fire,juniorを「キャリヤ」、

「ファイヤ」、 「ジュニヤ」と発音してしまうことがあるであろう。

2.5　スペリングへの対応

外来語の発音には、英語の音声には対応せずにスペリングに対応する

ものが多い。その最も顕著なものが強勢のないあいまい母音/a/に対す

る母音である。 (16)の表にあるように!ar/は「ア一つに発音されるが、

それは!a/が/r/の前にある場合であり、他の場合にはスペリングによ

って決められる。次の下線部はスペリングと外来語の発音との関係を示

している。

(23)あいまい母音の発音

a. <i> 「イ」 : a且imal/aenamal/ -ア三マル

a近bi /aelebai/ →ア且バイ

b.<e> 「エ」 : toi呈et/t〇Il9t! -トイセット

si三豊n /sairan/ →サイとン

c. <u> 「ウ」 : 』rray/harei/一之レ-

urani旦m /juareiniam/ →ウラニ皇ム

d. <u> 「ア」 :鎚pport/sap〇:(r)t/ -堂ボート

fo鎚S !foukas! -　フォーカス

e.<o> 「オ」 : hammock/haemak/ -バン圭ツク

police /pali:s/ -ボリス

f.<a> 「ア」 : dra国包/drama/ -ドラヱ

alarm /ala:(r)m/ →ヱラーム
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(23c)の<u>が「ウ」に発音されるのは、ローマ字発音を考えれば当

然のことである。しかし、 (23d)の<u>は同じくあいまい母音に発音さ

れながら「ア」に発音されている。これはsupper /sApar/ 「サパー」、

custom/kAStam/ 「カスタム」のような語では<u>が「ア」と発音され

るので、 support, focusの<u>もそれと同じ発音とみなしているから

である。確かに/〟と!〇/は調音が似ており、日本語話者には区別し難

Si

外来語の発音が英語の発音に準じているのか、スペリングに準じてい

るのかを述べてきたが、どちらにも対応する語も多くある。例えばcom

/k〇In/ 「コイン」、 mat /m記t/ 「マット」、 pick /pik/ 「ピック」の外来語

の発音は、スペリングと音声の両方に対応している。本論文では英語の

音声への対応を第一に考察し、 (16)の表からはずれる外来語の発音に関

しては、スペリングあるいはその他の要因を考えることにする。

外来語の発音が、英語のスペリングに対応する他の例を見てみよう0

英語は、 <VCe>のスペリングでは母音が二重母音に発音される。例え

ば、 stove/stouv/ cake/keik/の!ou/, /eI/の発音は、語のスペリングか

ら予測できるものであB.o外来語では(16)の表にならって「ストーブ」、

「ケーキ」のように長母音に発音されている。所が、 <VCe>が英語で

は短母音であるにもかかわらず、外来語で長母音になるものがある。

(24) <VCe> - 「▽CJ

a. <oce> 「オーC」 :even/AV9n/ - 「オーブン」、

g皇QV皇!glAV/ - 「グローブ」

b. <aCe> 「エーC」 : i韮迫g皇/imid3/ - 「イ旦二ジ」、

sau旦ag旦/S〇:sid3/ - 「ソーセージ」

(24)の外来語の発音は、英語の二重母音発音規則を外来語に適用したも

のである。
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<age>が「エージ」と長母音に発音されるのとは反対に、 <ange>は

「ェンジ」と短母音に発音される。これは/e王/の次に子音群/nd5/が

続くためであり、二つ以上の子音の前は短母音であるという言語の一舵

性を反映したものである。

(25) <ange> 「エンジ」

a. arrange /8reind3/ -アレンジ

change /tJeind3/ -チェンジ

ranger/reindeer/ →レンジャー

b. orange/〇nnd3/ -オレンジ

(25b)のorangeは、英語の発音は/md3/と短母音であるが、 (25a)と同

じく「エンジ」と発音されている。英語の発音はどうであれ<ange>は

「エンジ」と発音される。

英語のスペリングは同じでありながら、アクセントがない母音を短母

音にする場合がある。英語の<ai>はmail, tailorのように強勢がある

場合は!eI!と二重母音に発音され、 ctirtain, mountainのように強勢の

ない場合は/a/に発音される　<ai>の発音は次のようになる。

(26) <ai>の発音

a./eI/ 「エー」 : mえil!meil/ -メール

tailor /tellar/ -テーラー

b. /a/ 「エ」 : C血tain/k3rtan/ →カーテン

mountain /mauntan/ -マウンテン

C./eI/ 「エ」 : cocktえil/kakteil/ -カクテル

d. /eI/ 「エイ」 :色ntert丘iner /entgrteingr/ -エンターテイナー

(26b)の外来語の発音は、長母音「エー」の短縮形であるo英語では/eI/

と/a/は全く異質の母音であるが、外来語では共に「エ」であり、長母

46



音か短母音かはアクセントがあるかどうかによって決められる。この場

合のアクセントを外来語のアクセントとする。そのように考えると、

(26c)のc。cktailが/eI/に発音されているにもかかわらず∴F~冒クテ

ル」と「カ」にアクセントがあるので、 「カクテール」と発音されないの

が説明つく。しかし、アクセントのない母音が短母音になるのは英語の

規則である。外来語には元の言語の規則が入り込んで影響を及ぼすこと

がある。

2.6　外来帝のアクセント

外来語のアクセントが、英語のアクセントの位置と同じになる場合が

多い。これは偶然ではなく、英語の強勢規則が外来語のアクセント規則

に反映されているからである。例えば、長母音、二重母音に強勢が付与

される、後ろから2番目の音節が軽音節であれば、その前の音節にアク

セントが付く、英語の接尾辞の付加した語のアクセントが、そのまま外

来語のアクセントになる、などである。一方、日本語のアクセント規則

が外来語に反映されるものもある。例えば、複合語のアクセント付与、

無声母音のアクセント移動などである。

2.6.1長母音と二重母音

外来語のアクセント核は、基本的には後ろから2番目の音節が二重母

音や長母音の重音節であればそこ.に付与され、語末から2番目の音節が

短母音の軽音節であればその前の音節に付与される。これは、語末の普

節を韻律外とし、それから前2番目のモーラにアクセント核が付与され

るというものである。語末の音節が韻律外だということは、語末の音節

をアクセント付与の際に無視するということである。つまり、語末の普

節が重音節、軽音節かに関係なく、語末から2番目の重音節と語末から

3番目の軽音節にアクセント核が付与されることになる。

ここでアクセント核がモーラに付与されるという場合と、音節に付与
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される場合の違いについて説明する必要がある。アクセント核が語に秤

与されるのは音節にである。しかし、標準日本語の実際の発音では、重

音節のアクセントは前のモーラは高ピッチ、後ろのモーラは低ピッチの

高低パターンになる。つまり、基底のレベルではアクセント核は音節に

付与されるが、実際の発音ではモーラに付与されることになる。日本め

多くの方言では、アクセント核を音節に付与すると同時に、発音上でち

音節を一つの単位として高ピッチに発音している。まず、語末から2香

目の音節が、長母音と二重母音の例をみてみよう。

次のカタカナの上の横線~は高いピッチを表し、　はその次の音

が低いピッチで発音されることを表している。更に、アクセント核の付

与される音節は、太い文字で表している[#]は語境界を表す記号であ

る。アクセントのデータは、 『アクセント辞典』からのものである。次の

(27)の語は、後ろから2番目の音節が長母音であるため、太字の音節に

アクセント核が付与されるのであるが、実際に高ピッチに発音されるの

は前の母音である。

(27)守一音飾#
「　　　　　　　　　　　　　　　~「

イコール、イルミネーション、インフォメーション、
~二~ ~I           i           r
ウラニューム、エスカレーター、オペレーター、コーディネーター、
_ ∴i　_　　_「　　　　　　　I

コンクリート、崩しジ、マッシュルーム、 )罷ト、
/

パラシュート

次の(28)の語は、後ろから2番目の音節が二重母音である(27)の長

母音同様、前のモーラに高ピッチのアクセントが移動している。

(28) W一音節#
1　　　　　　　　l　_　　　「

オールマイティー、シンセサイザー、スカウト、スポットライト、

タイプライター、ダイナマイト、ハイライト、パラダイス

(ヌラダイスもあり)、ハワイアン
■ii]
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iiiiiiij

(28)の「パラダイス」の発音は、英語のアクセントに従ったものであろ

う。

本論文でのアクセント規則は、語末からの音節数を見てアクセント核

を付与するものであるが、語末からのモーラを数えて、アクセント核を

付与するやり方もある。窪薗(1995: 20)は、外来語のアクセント規則に

ついて、 「語末から三つ目のモーラを含む音節にアクセント核を付与す

る」と述べている。窪薗のアクセント規則は、いちいち音節構造を説明

する必要のない非常に簡潔なものである。それに対して本署は、外来請

の音節構造とアクセントの関係を、英語の音節構造と強勢規則との関係

と照らし合わせて考えようとするために、音節構造を記述している。英

語の強勢規則も語末からのモーラ数によって決めるのであれば、軽音節

や重音節の記述は不必要になるが、英語のアクセント付与には重音節が

大いに係わっていることから、外来語のアクセント付与も同様に扱うこ

とにする。一方、本署では窪薗のアクセント規則が適用されることにも

言及していく。 (27),(28)のように語末から2番目の音節にアクセント核

の付与される語は、語末から三つ目、あるいは四つ目のモーラが高ピッ

チで発音されるのであるから、窪薗の規則が適用されていることになる。

語末から2番目の音節が軽音節の場合には、その前の音節、つまり後

ろから3番目の音節にアクセント核が付く。次の(29)の例にもみられる

ように、アクセント核の付与された音節が二つのモーラから成り立つ重

音節であれば、前のモーラのみ高いピッチで発音される。 「アクセント」

という用語は、音節に付与される抽象的なアクセント核であり、実際に

発音される「ピッチ」.と区別して用いられているべきであろうが、特に

言及する必要のない場合は、総称的に「アクセント」の用語を用いるこ

とにする。次の太字の「音節」は、アクセント核が付与されている音節

を意味する(29a)は後ろの3音節がすべて軽音節であるため、後ろから

3番目のモーラにアクセントが付き、 (29b)は語末の音節が擬音の「ン」

を含む重音節であるために、後ろから4番目のモーラにアクセントが付

49



き、 (29c)は語末の音節と後ろから3番目の音節が重音節であるために、

後ろから5番目のモーラにアクセントが付いている。

(29)音節一軽音節一音節#
iiiiiiiil

a.ェ刃ニア、ジ√=司スト、ボ1Ttチア、ホテル、了ルク

b.ア*rrタ一、イブギュラー、イ5㌔クス、ウlrスタン、

ォ三万ックス、オリエンタル、カップル、首冒プテン、
iiiiiiiiiiii iiiiii i

キヤヲクタ一、百マラパン、クララマックス、コアディアン、

ヲリラー、トライアングル、ヒューマニティー、へ万了ブタT
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiii iiiiA

ET)デー、ボヲンティア、マガジン
iiij                   iiiil

C.アンタビュー、インディアン二三ンドレス、シンフォニー、

ダンパリン

(29b)の「ウエスタン」、 「キャプテン」や(29c)の「インタビュー」、 「イ

ンディアン」などのアクセントは、語末から3番目のモーラを含む音節

にアクセント核を付与しても派生されない。これらの語は英語の強勢と

同じ位置に高いピッチが来ているので、英語のアクセントをそのまま付

与しているとも考えられるであろう。しかし、本署では英語のアクセン

トに従ったと考える前に、外来語のアクセント規則の適用を優先的に考

えることにする。にもかかわらず、アクセント規則が適用されない外来

語も多くある。それらの語は英語のアクセントと同じモーラに高ピッチ

があることから、英語のアクセントが影響していると考えることにする。

英語の子音連続語が日本語に借用される際には、日本語の音節体系に

合わせて母音を挿入するのであるが、その挿入された母音がアクセント

核の付与される位置にありながら、アクセントの付かない場合がある0

3モーラ語を見てみよう　tree /tri:/は/tr/の子音連続があるので

「フリー」とは発音されずに、 「,y7-」と長母音にアクセント核が付

与されている。一方、 merry/meri /は、 2音節語であるので、語末か

ら2番目の音節にアクセント核が付与され「7.)-」と発音される。こ
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のように外来語では「ツリー」も「メリー」も共に2音節、 3モーラ語

であるが、英語が1音節である語では、語末の長母音、二重母音にアク

セント核が付与されている。次の(30a)は語末の長母音、二重母音にアク

セントがあり、(30b)は語末から3モーラ目にアクセントがあるという一

般的なアクセント付与規則によるものである。

(30) 3モーラ語のアクセント(1)

a.挿入母音の低ピッチ

ク元L `crew'/km‥/、ス毒し`ski'/ski:/、

ス妄L `star'/star/、フ沼Jsl。w'/sl。u/、トヲィ`try'/trai/、

ドヲィ`dray'/drai/ 、 77- `free'/fri:/、 707- `play'

/plei/ 、元一`gray'/grei/、フロア`fl。。r'/fl。ab/
■m】

b. 2音節語のアクセント
「
ェコ- `ech。'/ek。u/∴嘉lラー`c。Ilar'/kal計/, `c。l。r'AaIか/、

耳タ- `guitar'/gitar/∴完リー`ferry'/feri:/

(30a)のアクセントは、長母音、二重母音にアクセント核が付与される3

モーラ語であり、 `語末の音節が軽音節、あるいは擬音である語にはアク

セント核が付与されない。このことは、長母音、二重母音の重音節にア

クセント核が最も付与されやすいことを示している。次の(31)も、英語

の/ccvc/の1音節語が外来語では3モーラ語に発音されるものである。

(31a)は後ろから3モーラ日にアクセントがある語であり、 (31b)は前の

音節と後ろの音節の両方にアクセント核の付与されている語である。

(31) 3モーラ語のアクセント(2)

a.挿入母音の高ピッチ

ヲラス`class'、苑ス`glass'、ヲラフ`graph'!ヲうブ`club'、

ヲラブ`gl。ve'、スラム`slum'、スリム`slim'、スリル`thrill'、
~「　　　　　　「　　　　　　「

下ラマ`drama'、下リル`drill'、可ラム`drum'、ヲラム`plum'、
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ヲラン`plan'

b.ヲリル、グ了ルgrill'、ヲリン、 77ン`pudding'

一般的とは言えないが、 (31b)のように「詞ル」、 「707ン」の発音があ

るということは、子音間に母音を挿入した語頭の音節にアクセントが付

与され難いといことを意味している。その顕著な例として、 「ト了ル」

`trill'がある。

2.6.2擬音

擬音を尾子音に持つVN (母音+鼻音)の音節は、二つのモーラから

成り立っている重音節である。擦音の音節が、アクセント付与に関して、

長母音や二重母音と同じ重みを持っているのかを、後ろから2番目の音

節に来る場合と、語末に来る場合で見てみよう。

擬音の音節にアクセント核が付与されるのは、次のように語末の音節

が重音節の場合である。これは、後ろから3番目のモーラを含む音節に

アクセント核が付与されるという外来語の一般的な規則が適用されて

いるのである。実際の発音では、擬音の前の母音が高ピッチに発音され

る。

(32) VN一重音節#

ァ手首ンサー、オ=ヲンカー、カアンダー、ス京ンサー、

バh　ントン、へ万貢マンタ-

(32)のアクセント付与は、一見、擬音の音節が、長母音や二重母音の音

節と同じ重みを持っているように思われる。しかし、 VN音節の次に軽

音節が来る場合には、次の(33)のようにアクセント核はVNの前の音

節、つまり後ろから4番目のモーラに付与される。 (27)と(28)では、

長母音や二重母音の音節には、語末の音節に関係なくアクセント核が付

与されているが、 VN音節にはアクセント核が付与されていない。 VN
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音節は長母音や二重母音の音節はどアクセントを引きつける力がない

と言える(33a)は後ろから4番目のモーラに高ピッチがあり、 (33b)は

vN音節の前が重音節であるがために、後ろから5番目のモーラに高ピ

ッチがある。

(33)音節-VN一軽音節#

a.~蔓ヵンド、パテント7-]>ゼント、示ヲテイング
^^蝣'

b.ダッキング、苑ビング、ペテトミント、苛ンダント

(29c)や(33c)のように、高ピッチのが後ろかう5番目にある語は、英語

の強勢の位置と同じである。英語、外来語共、重音節にアクセントが付

与されているものである。

(33)の語では、 VN音節が軽音節のようにみなされ、アクセント核が

付与されていない。しかし、 VN音節の中には、長母音や二重母音と同

じく、アクセント核の付与される重音節とみなされるものもある。

(34) VN一軽音節#

ィ丁貢ヲント(アンスタントもあり)、ガTvンジ、ジフンマ、

ダ石弓ンド、ト=寺了ント洋一ナメントもあり)、

パ=詞ント、プ詞ンダ、ブ甘ンズ

ママンバ

(ブロンズもあり)、

軽音節よりも重音節にアクセント核が付与されるのはモーラ数が多い

からであるが、三つのモーラから成る音節がある。擦音を含む長母音、

二重母音の音節の超重音節/WN/であるo超重音節には、語のどの位

置にあってもアクセント核が付与される占これまで見てきた例では、請

末の音節にアクセントが付く語はなかったが、超重音節は語末の音節で

ぁってもアクセントが付与されるo次のように、高ピッチになるのは音
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節の最初の母音のみである。

(35) VN/WN#

ス耳イン、ハすうLン、ブフィン、リターン
表書山

超重音節であるから、語末の音節であってもアクセント核が付与され

ると述べた。しかし、例は少ないが、 「三六弓イ」、 ry7Jン」、 「パタ

ン」、 「ワ石頭ン」など、語末の重音節にアクセントの付与されるもの

もあるO 「エンジョイ」と「マシン」は英語の/end3oi/,/m9J!:n/とア

クセントの位置が同じであるが、 「パタン」は英語では/p盛taLn/であり、

アクセントの位置が異なっている。 「パダン」と「夕」が高ピッチに発

音されるのは、 「パターン」という超重音節の発音もあるからである。

(34),(35)の高ピッチの位置は後ろから三つ目のモーラであるが、次の

勘音と擬音を含む重音節を語末に取る語も、語末から三つ目のモーラが

高く発音され、窪薗のアクセント規則が適用されている。物音とは、千

普+半母音/i/の次に/a/, /u/, /o/の母音が伴って形成される音節であ

る。次の(C)は随意的に促音や擬音があることを意味している。

(36) V(C)-CjVN#
暮

ァ下寺ッション、エ貢貢ヲンション、テクニシャン、
^^^^^^蝣1

ミュージシャン、パ二百ッション

筆者は、物音の前の音節にアクセント核が付与されるのを次のように

考える。物音のkya, kyu, kyoは、その基底形がkia, kiu, kioであり、

2音節の単音節化したものとする。仮に「ム・キ・アン」という3音節の

外来語があったとしよう。後ろから2音節の「キ」が軽音節なので、 「ム」
■■n

にアクセントが付き、 「ムキアン」と発音されるであろう。 「キア」が物

音に発音されてr7キヤン」になってもアクセントの位置は変わらない。

このように考えると、英語のアクセントと関連づけることができる。次
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の英語の強勢の位置は、後ろから2番目の音節にあり、 (36)と同じであ

る。

(37) expression /ikspr可9n/, musician /mjurzijan/,

petition /petijen/, question /kw色stjen/, religion /rilid39n/

英語の名詞の強勢規則は、語末から2番目の音節が軽音節であれば、

その前の音節、つまり語末から3番目の音節に強勢が付くはずであるが、

(37)の英語は語末から2番目の音節に強勢が付いている。しかし、その

綴り字を見ると、 pres・si-on、 musi-ci-an、 petf-ti-onと語末から3番目

の母音に強勢が付いている。英語の/Ci/が口蓋子音U, tJ, d3]になる

現象は、日本語の物音と同じである。

2.6.3　促音

擬音を尾子音とする音節は、モーラ数によって軽音節とも重音節とも

扱われることを見てきたが、同じように尾子音である促音の音節はどラ

であろうか。促音を尾子音とする音節をVQで表わすことにする。 Qは

geminate (重複子音)の頭文字を取ったものである。 VQ音節は、次の

ように長母音、二重母音と同じような重音節とみなされ、アクセント核

が付与されている。

(38) VQ一音節#
「　　　　　　「　　　　　~　　　「　　　　　　「

アタッカー、ウオッチ、オートマチック、オミット、

ガ石手ヲック、首ッタ-、クラッカー、コ了iヌット、
iiiiiii

「

サーモスタット、シュアッダー、シ両天ット、ステップ、

スナック、ス司ット、ハンディキャップ、ヒ云可ック、
■表1

ビラ了ッド、ボ才マット、ボフット、マ貢ヨット

(38)の語は、結果的には窪薗のアクセント規則と同じく、語末から三つ
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目のモーラを含む音節にアクセント核が付与されているが、重音節にア

クセント核が付与され、促音の前のモーラが高ピッチに発音されるとい

う解釈は両者で異なっている。

重音節の中でも、アクセントを引き付ける度合いに差があるようであ

る。長母音・二重母音に最もアクセント核が付与されやすく、次に促音、

擬音の順序と思われる。促音の音節よりは長母音の音節にアクセント核

が付きやすいということは、 ▽音節とVQ音節が並んだ場合、次の例に

みられるように、促音音節のアクセント核がその前の長母音に移動して

いることからも分る。

(39)駁vQ
iiiil iiiiil iiiiiiiil iiiiiiiiiiiiiiiij

カーペット、サーキット、チューリップ(チュ-タップもあり)、
iiiij iiii iiiiiiii iiiiiiiF

フォーマット、マーケット(マーケットもあり)、ミュージック

tulipには(39)にあるように二通りのアクセントがあるが, makeupはrメ
mmm^m^m.

ーキャップ」の発音のみである。これは例外的である　makeとupの複

合語として捉え、後項要素の音節にアクセント核を付与しているのかち

しれないO複合語のアクセンとについては後で触れる　perc由sionは
~　「　　　　　　　　　　　　　　　~~~l

rパーカッション」と発音され、 rパーカッション」とは発音されない。

これは劫音のrション」が続いているからであるが、何よりも英語の強

勢の位置を前の音節-ずらしてしまうため、長母音-のアクセント移動

は行なわれない(39)の語は後ろから四つ日のモーラにアクセント核が

付与され、その昔希が重音節なので前のモーラ、つまり語末から五つ目

のモーラが高ピッチに発音されているO

2.6.4　母音の無声化とアクセント

日本語のアクセントのないrイ」と　rウ」は、一般的に無声子音間で

は無声音に発音される。例えばrきつつき」は/kitsuitsuiki/と発音さ

れ、 「地下室」は軸ikA声itsui/と発音される。高母音IiiとAulが無声
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母音である。更にまた、 r三菱」は/mitsuibipi/と発音されるが、 「三越」

が/mitsuik6Ji/と高ピッチの位置が右の母音にずれるの柱、無声母音を

高ピッチで発音しても良く響かないためであるo

日本語の高母音/i, ui/が無声子音間で無声化するように、外来語も同

様に無声化する。外来語の無声母音を見るまえに、日本語の無声母音化

を見てみよう。無声化には一定の法則があるが、方言や個人によって差

があるのが実情である。その意味では真面目に取り上げる研究課題で紘

ないかもしれないが、一つの言語現象を知るうえでは、十分価値のある

問題であると思う。

母音の無声化には次の3つの条件が考えられる。

(40)無声化の条件

a.無声化する母音は高母音/i, uj/であり、無声子音の間に位置する。

b. 2音節連続して無声化が行なわれることはない。

C.アクセント核が付与される母音は無声化しない。

(40a)の条件は声帯振動のない子音の間に声帯の振動のある母音が置か

れる場合に、声帯の振動がなされないという無声同化現・象である。問題

はなぜ高母音が無声化されやすいかである/i/と/ui/は舌と口蓋面が接

近し、空気が狭い声道を通って発音される狭母音である。母音の中では

最も共鳴性が低いので、共鳴性の非常に低い阻害子音の間に置かれたと

きに、無声同化されやすいためであろう。一方、低あるいは広母音のIal

は、最も大きく口を開く母音であり、共鳴性が最も高く、無声化が起り

難い。

(40a)の条件によって無声化する母音を見てみよう。次のデータは『ア

クセント辞典』からのものであり、 ○内の文字は母音の無声化したモー

ラを表わす。閉鎖音は破裂音と破擦音であり、 [+コは二つの音素結合を表

わし、ト]は音節境界である。
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(41)閉鎖音+高母音一閉鎖音

アカ⑳キ　r暁」、ア⑳カン「熱かん」、オカッe)キ「おかっ引き」、

⑳キコミ「聞き込み」、ソーサ㊧カ「創作家」

(42)閉鎖音+高母音-摩擦音
-1

アイド㊧シャ「愛読者」、ア⑳サメ「秋雨」、ア㊧サイ　r悪妻」、
^^」1

⑳ソチシキ　r基礎知識j、母バク　r気迫」、母ヒンr気品上
iiiiiiiiil

ショーソ㊧フメイ「消息不明」、シヨ㊧セイカツ「食生活」、

㊧フ- r工夫」、オー⑳サr大きさ」

(43)摩擦音+高母音一閉鎖音

ア⑳カケ「足かけ」、カ㊤ツ「加筆」、 ⑳チイレ「質入れ」、シ⑳ク「私
蝣蝣MaHirj

服」、シンシ⑳ク「紳士月削、 ◎ユクハイ「祝杯」、ヒ⑳カ「皮膚科」、

㊦タイ　r額」

(44)摩擦音+高母音一摩擦音

ア⑳サキ「足先」、オ⑳ソワケ「おすそ分け」、
l

ショー㊦スイジュン「消費水準」、ショーヒブッカ⑳ス- 「消費物
~~``1　　　　　　　　　　　「

債指数」、タ苑サ「正しさ」、タヤ㊤サ「たやすさ」、 ㊤サイチ「被

災地」、 ㊦シガタ 「ひし軌、 @=チ「避暑地」

『アクセント辞典』には指摘されていないが、無声子音+高母音のモ

ーラが語末に来る場合には、一般的に無声化が起る。これは語末の位置

で声帯の振動が終わるので、高母音の後に無声子音があるのと同じ現負

だからである。次の(45a)の語末母音に無声化が起っているにもかかわら

ず、 (45b)の語末音が無声音にならないのは、その前の母音が無声化して

いるからである。このように通常、無声音節の連続は起らない(45c)

の語末高母音が無声音にならないのは、高ピッチだからである(41)'

(44)にはピッチが高いのに無声化している語もあるが、語末では無声化

しない。語末音は後に音声が続かないので無声子音の前にあるようなち

のだと言っても、存在する無声子音ほどの影響を与えていないことにな

る。次の【…】は無声化が起らなかった母音を表わす。
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(45)語末母音の無声化

a.コ壷「薯」、ハ遠海「運び出すj、7バ㊦ r火鉢j

b. ⑳石転生「基礎知識」、 T@キr見聞き」、望遠敬芝r地下室」

C.ア◎サ皇「足先」、カカと「かかし」、 ㊧シカヱr串かつ」、

ダイガえr大学」

オヤ⑳キ「お屋敷」やト㊧テンr特典」では「ク」と「シ」が高ピッチ

であるにもかかわらず無声音になるが、 (45吟の語末の高母音は無声化し

ていない(45a)の語末母音の無声化は、声帯振動が後続していないから

だと述べたが、無声子音の間の母音の無声化の方が、語・末よりも強いこ

とになる。語末の高ピッチの母音は、無声子音間にないので、本来の有

声音に発音されるoこれは高ピッチ音では共鳴性が高くなるためである。

(41)-(4郵ま無声子音間の高母音が無声化するものであるが、次の(46)

と(47)のように無声化しない語も多い。 『アクセント辞典』由_邸こよる

と、 (47)の「ダシシブル」のように2種類のアクセントを示している語

は、標準アクセントとして、よりふさわしいものを先にしている。また、

「スシ」のようなかっこ内のアクセントは、二義的なものとして認めら

れているものである。

(46)摩擦音+高母音-!肘
iiiij

とハイニン「支配人」、之ヒョーr指標」、主フ- r士風」、主へイ

「紙幣」、主ホンr資本」、シュ'7ンカク「主犯格」、主ハンr批判」、
表表由　　　　　　　　∃

主ヒョ～ r批評」、主アユンr皮膚炎上皇ホ- r秘法」、ヱハイr腐

敗」、ヱバツr不発」、ヱヒョ- 「不評j、ヱ耳ンイr不本意」

(47)摩擦音+高母音-摩療音

a. ∂マイr獅子舞」、纂胤、養「進む」、?*/l/J>レ、
ダ主シプルr出し渋るJ

b.之サツr複軌、主サンr資産j、云コンキr思春期」、
iiiiiq

主ス- 「指数」、とセイr姿軌、云Lヵィr思想界」、
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スサム「すさむ」、スgt還rシ)
蔽

r鱒」、旦シマイ　rすし米」、

スソハライ「すそ払い」、シサr示唆」

(46)tま高母音の後にfh/が続く場合は、無声化しないというものである。

これはモーラ境界を明確にするためであり、無声化するとfh/の脱落に

より、二つのモーラが融合してしまうことがある。これは早口で言う場

合に顕著に現れる。

(48) /jsihainin/ - /painin/ 「シハイニン」 - 「シャイニン」

/pigoo! → /poo!　　「シヒョー」 - 「ショー」

/ぢihan/ → /gian/　　　ヒバン」 - rヒアン」

/euihei/ → /Siuei/　「フ-イ」 - rフエイ」

(47)の非無声化もモーラ境界を明確にするためであり、 rシシ」、 「ス

ス」など同じモーラが連続する場合には、無声化すると単一の音帝のよ

うに聞こえる(47)は摩擦音間の母音無声化であって、崩遠r行き来」、

②クル「くくる」、崩ヨゥェr父上」、ョy? r突く」など閉鎖音間の母

音は無声化する。これは閉鎖音は呼気の流れの一時閉鎖により、モーラ

境界が認識できるためであろう。 /h/が削除されやすいのも摩擦音が前

にある場合であり、 (42)の「気迫」やr気品」では/h/が発音されてい

る。

(44)の語には無声化が行なわれているのに、同じ摩擦音間の母音であ

るにもかかわらず、 (47)では無声音に発音されない(47)の非無声化に

は次の二つの条件が考えられる。

(49)摩換音間の非無声化の条件

a・高母音をはさむ二つの子音は同じ音素である(47a)

b・高母音が語頭の音節にあり、二つの歯擦音に挟まれている(47b)
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「シサ」の連続音を見ても、 (44)の牽r足先」、タ南サ「正し
さ」の「シ」は無声音であり、 (47)のシサ「示唆」、シサツ「視察」、シ

サン「資産」のrシ」は有声音であるO無声化しないのは、ピッチの高

さの違う「シ」と「サ」の境界を有声母音で明確にするためであろう0

2音飾連続の無声化はないと前に述べたが、更に詳しく見て寛よう0

二つの無声子音を調音法則に分けてみる。次の語は、高母音の無声化が

連続して起る環境にあるのであるが、 aは前の音節が無声化し、 bは後

の音節が無声化しているものである。

(50)閉鎖音+高母音-閉鎖音+高母音一無声子音

a. ㊧皇コミ「口こみ」、②芝ヒモ、 @7ヒモr靴ひも」、 ⑳ッヱクr屈

服」、 ㊦苑コ- 「畜生」、 ㊦gハハr父母」、 ⑳キ玉置ス「突き

かえす」、 ⑳皇キジ「突ききり」、 ⑳参「尽くす」、 ⑳苑、

⑳;フグ「突く」

b.ゾ議完ギr属地主義」、嘉両耳ル「焚きつける」、ナ之⑳サ

r夏草」、バ之㊦.ク「爆竹」

C. ⑳ツ⑳チ「カツ吉」、 ⑳ク◎キr格式J (城生、 1998: 81)

(51)閉鎖音+高母音一摩擦音+高母音一無声子音
I-- --- ...llJ-

a.母とツr気質」、 ⑳主ヱク「寄宿」、 @7キン「寄付金」、

⑳之カツr串かつj

b.皇⑳キンr寄付金」、皇⑳コ-イr寄付行為」、 Z'◎クモ「奇しく

も」、皇⑳ツ「地質j、マ◎キr知識」、東京首イキューr知識

階級」、ト之⑳カ「篤志家」

(52)摩擦音+高母音一摩擦音+高母音一無声子音

・⑳コ-イr寄付行為」、苑クモ「奇しく
iiiiiiiiiJ

a. ◎之クレr節くれ」、 ⑳主チョーr不死鳥」

b.シ石買、妄転ッr資質」、 シュッ⑳キン「出資金」、シ⑳エツ「支

軌、主⑳クr私服」、旦㊥キ「すすき[植物]」、藁諒ヌル、

旦⑱ケル
r煤ける」、、葡テ「伏して」、ヒ石ら-.

>fc.ゥツr皮質」、
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主⑳カ　r皮膚科」、ヱ⑳ク　r不月削

C.ス嘉ハキrすす抱き」、ス嘉ハライrすす払い」 ([#]{ま語境界)

(53)摩擦音+高母音一閉鎖音+高母音一無声子音

a.遠耳ヵン 「指揮官j、.◎ッ乏F.イ-「湿地帯」、 ◎ヱケrしつけ」、

㊤皇ギワr引き際」、 ㊤えツ 埠屈」、盛尋ガリr縁かがり」、

⑳皇ツr不吉」、 ⑳之シュー「復習j

b.カと⑳ケ 貸し付け」、プ‡毎ヶ、プ皇⑳ケr不しつけj

(c.f. ◎ヱケrしつけ」 )

a.ニ南京ビ、ニ面前ヘビr錦蛇」、イ函ヵクr意識改革」

(50)-(53)の例には、一つの語に2種類のアクセントを示しているもの

があるが、これは標準アクセントが2種類あって、よりふさわしいもの

を先に挙げてある。 (『アクセント辞典』 p. 8)

(50)-(53)のaの例は、低ピッチである語頭の音節が無声化しているO

これは二つの無声子音間の高母音が低ピッチである場合に無声化する一

般的な現象である(50)の語は、例外なく(50a)では低ピッチの無声音節

が語頭にあり、 (50b)では無声音節が後にある。興味深いのは、城生が指

摘している(50c)の広母音「カ」の無声化である。 『アクセント辞典』車

は無声化していない。個人差があるためか、辞典の編集部が見落とした

のか明らかでない。

(51b)は語頭の低ピッチ音節が無声化しない　(52)の語で語頭の無声

化が起っているのは、 (52a)のrフjのみであるO (52h)では、語頭の低

ピッチ音帝が無声化していない。摩擦音の連続では後ろの方が無声化し

やすい。

(520は「スス」と同じ音節が続く語であるが、前のrス」が無声化し

ないのは、同じ摩擦音が連続しているためであり、後の「ス」が無声舵

しないのは、高ピッチの語末の位置にあるためである。語境界岡を挟ん

では無声化が起らない(53c)の「ニシキ-ビ」は、 rシキ」が高ピッチ

であるため、 「キ」が無声音になるはずであるが、 「ニシキ」の後に語境
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界があるので、 「キ」の無声化は起らない。

摩擦子音の音節が無声化するめは、それが2番目にある場合であり、

(53a,ち)の例のように摩擦子音の音節が前にあり、閉鎖子音の音節が後ろ

にある場合には、 (50)の例と同様、 (53a)は語頭の音節が無声化し、 (53b)

では後ろの音節が無声化している。

次に(40d)の条件「アクセント核が付与される母音は無声化しない」に

っいて見てみよう(54a)ではアクセント核のある音節は無声化していな

い(54b)と(54c)にはアクセント核の音節に有声と無声の両方がある。一

(54)アクセン幸核の非無声化と無声化

&.崩1ス「隠す」、 ⑳フ-、 ⑳声、マフ- r気風」、 ⑳苑ン、

キ⑳キン、 (⑳77ン) r寄付金」、ダ47*ン「大資本」、

シ言苛シャr消費者」、シ言音フィジュンr消費水準」、

V^e 、タy>ai一蝣17-㌧さ∴タフi.-サ・ MJ*sサ塗しさ∴

㊦声r父」、 @7、号チr遅々(として)」、 ㊨シヒシ、ヒシ⑬シ

「ひしひし」

b. ⑳諒首シャr記者」、 97、膏ト「使途」、 ⑳こ音ン、

屈クン「主乱、崩7、南「地下」、 @7、膏クr地区」
C.尋キ、 ⑳首「危機」、届シャ、 ⑳シヤーr貴社」、前、 @gr機知」、

層ク、 @7r九九」、直れ、 ⑳こ汀r首軌、南、崩告知己」

(54a)は(40d)の条件に従って、アクセント核の母音を無声化していないo

(54b)と(54c)は2音節語であるが、本来の頭高アクセント型の語が、尾

高アクセント型に変わったものである。一つの語に二つのアクセント壁

を示している場合、前の方がよりふさわしいアクセントであると前に逮

べたが、 (54b)のよりふさわしいタイプは、アクセントシフトを行なった

尾高型である。一方(54c)では、音節が無声化していても、従来の頭高ア

クセント型を変えないのをよりふさわしい型としている。アクセント核

を後ろの音飾-シフトすることへの抵抗がみられる。
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(54e)の語にはアクセント核の移動が起っていない。無声音節にアクセ

ント核があり、 (40c)の条件に反するものである。アクセント核を移動せ

ずに、複合語のアクセントの高低を保持しようという意図が表れている。

次の(55a)は元来後ろから3番目のモーラにアクセント核のあるべき

語であり、 (55b)は元来後ろから4番目のモーラにアクセント核のあるべ

き語であるが、それぞれ左の音希-アクセント核が移動している。

(55)外来語の左方アクセントシフト

a.ァ-㊦スト二デー⑳スト'4rtist'、ア㊧ション二ヲ㊧ション

・丘cti。n'、ア㊧セスJP㊧セス`丘ccess'、ア㊧セル二戸㊧セル

・accとler点ti。n'、ア㊧ティプ濁ティプ`Active'、ユキ⑳トラ→

藁㊤トラ'6xtra'、オー㊧ション→嘉一㊧ション`血cti。n'、オ

ーケ⑱トラ-オ二号㊤トラ'6rchestra、カ⑳テル-遠㊧テル

・cdcktail、カ㊤タムー藁南タム`。由t。rn'、キヤ⑫タル→キ尋噂タ

ル`capital'、キヤ⑳ション局留ション`capti。n'、タラ②シ

ョン→97㊧ション`kl丘x。n、クリ⑳タル→クす⑳タル`crystal'、

クリ⑳チャン→97㊤チャン℃hrfstian'、コレ㊧ション→

=蒜あション・c。Ilecti。n'、セレ㊧ション→読㊧ション

・sel6去ti。n'、タング⑳テン一夕ニラもテン・t血gsten'、ト。感カル

→了言感カル・tr6pical'、ハイピ㊤カス→′ご右転ヵス

・Mbfscus'、フイ㊧ションニラフ㊧ション`ficti。n'、プロダ㊧シ

ョン→プ這転ション`pr。d血ti。n'

b.ア②セント苛㊧セントAccent'、アシ㊥タンーア言海タント

・assistant'、イン⑳タント17ン昏多ント`fnstant'、ボ㊧シング

→京7@シング悦xmg

日本語のアクセント核シフトは右へであり、外来語では左-である。

日本語ではなぜアクセント核が右へ移動するのかは筆者には明らかでな

いが、外来語の場合は、借用される言語(英語)のアクセントに近くす
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るた桝こ、アクセント核を左に移動しているのであろう(16)の例で、

英語のアクセントの位置と同じでないのは、 「エキストラ」、 rオーケス

トラ」、 「タングステン」と短縮形の「アクセル」ぐらいである。

外来語では、無声モーラのアクセントを左に移動しているが、日本語

のように右-移動する場合もある。次のように3モーラ語では、語頭の

無声モーラのアクセント核を左へ移動することができないので、右へ移

動しているD

(56)外来語の右方アクセントシフト

⑯盲も、 @T7、 @77、 @?)レ、 ㊤盲も、 @gJレ

外来語にもアクセント核の移動しないものもある。次の(57a)は促音の

音節にアクセント核が付与されたものであり、(57b)は英語のアクセント

の影響で随意的にアクセントの移動するものである(57c)は複合語のア

クセント規則によってアクセント核の付与されたものである。

(57)アクセント核の非移動

a.ア#VQ>yト、エ議ック、京「㌻尋ック、 ゴール⑳ック、
ド頑ック、ドルフィン⑳ック、ロ詞ック

b.ク7惑ック、〆ヲ⑳ック`cl孟ssic'、轟ク、竜ック'Gdthic'、

尋ップ、 IgOップg6ssip'、デモタラ⑳ック、前号㊦ック

触。。r丘tic言遜ック、丁毎ック'tdpic*

C.ダイニング⑳チン・dining kitchen'、バ窮屈キン・buckskin'

アクセント核を引きつける度合いの強いのは、長母音・二重母音が最も

強く、次に促音だと述べた(57a)の促音の音節に付加したアクセント核

が移動しないのは、前の音節が長母音・二重母音でないからである(57c)

は複合語であるが、アクセント核は後部要素の最初の音節に付く。複合

語のアクセント核が移動していない。複合語のアクセントについては、
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次節で詳しく述べる。

2.6.5　複合語のアクセント

外来語の複合語アクセントを論ずる前に、日本語の複合語アクセント

を調べ、外来語との共通点について述べる。日本語の複合語のアクセン

ト型は大きく分けて、後部要素の最初の音節にアクセント核の付与、つ

まり第1モーラが高ピッチになる型(A型とする)と、前部要素の最後

の音節にアクセント核を付与する型(B型とする)があるO平板型もあ

るのであるが、ここでは問題としないO次の(58a)はA型であり、 (58b)

はB型であるo A型の[#]は語境界であり、 B型の[+]は形態素境界

である。次の例は、 『アクセント辞典』の「付4.複合名詞の発音とアク

セント」 (170-202)に掲載されているA型、 B型の表からのものである。

(58)日本語の複合語アクセント

a. A型アクセント

ァ4<TW!/ダイ「相手次第」、ケこ蒜弟rテ「喧嘩相手」、

サンギョー#カクメイ「産業革命」、ショクギョ-#フジン「職業婦

人」、セイカツ#フジョr生活扶軌,ノ高遠ビ「博多軌

b. B型アクセント
iiiiiiiil

シュ萌す+エキ「終着駅」、タッキュー+プ「卓球的、

≠‡耳イ+ジr天才児」、　)ヵンr満足感」、

ミニ妄コ+コクr民主国」

A型とB型を語境界と形態素境界で区別しているが、二つの語の結合

の強さを表わすものである。 A型アクセントでは後部要素は他の語に結

合することなく用いられる自由形態素である。一方、 B型アクセントで

は後部要素は前部要素に結合して語を形成する拘束形態素である。 A型

の後部要素は一人前にアクセント核が付与されているが、 B型の後部要

素にはアクセント核は付与されていない。 A型は二つの語の添加とみな
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されるが、 B型は二つの形態素で一つの語とみなされている。 ・ A型とB

型の違いは、後部要素のモーラ数によっても大方見当がつく0　3モーラ

以上であればA型であり、 2モーラ以下では通常B型である。後部要素

が2モーラでも「セイカ.y#フジョ」やrハ盲遠ビ」のようにA型ア

クセントを取るものがあるが、その数は少ない。

複合語のアクセント核が無声音のモーラに付与されている場合、アク

セント移動が行なわれるo　次の語はA型複合語のアクセントの右移動で

あるが、 (59a)では右移動の型をふさわしいアクセントとしているが、

(59b)では無声音を高ピッチで発音する方をよりふさわしい型としてい

る(59c)は無声音の高ピッチを唯一のアクセントとするものであるQ

(59) A型のアクセントシフト

a.コ-ツー#⑳カン、コ-ツー#⑳カン「交通機関」、

シャカイ#⑳タシ、シャ音義∂クシr社会福祉」、

シューギョー#⑳ソク、シューギョー#母ソク「就業規則」、

ニューガク#◎ケン、ニューガク#⑳ケン「入学試験」、

ユーコ-#㊨カン、 ユーコ-#⑳カン「有効機関j、

b.イッパン朝野ツモン、イッパン#◎ツモンr一般質問」、

コ-ギョ-増ク、コ-ギョー#⑳ク「工業地区」、

セ頑キン、セイジ#⑳キン「政治資金」、

タイクー増コ一、タイクー#㊤コ- r滞空飛行」、

C.コ-ツー噂セイr交通規制」、シ崩ッキr社会復軌

A型複合藩では、無声音のアクセント核を右に移動するのを見てきたo

次のB型の複合語では、無声音のアクセント核は左の音癖に移動してい

る(60a)は移動した型をふさわしいとするものであり、 (60b)は無声音

の高ピッチをふさわしいアクセントとするものである(60c)は無声アク

セント核の移動しないものである。
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(60) B型のアクセントシフト

a.コ二下+㊧シャ、コ二両トシャr購読軌、

タ才炭海+テン、タイシャ@+テンr帝救天j

b.セ石頑+キュー--、 It魂+キューーr/jr活削、

セ魂ヒ、壱詞㊧+ヒr制作費」

C.ガ諒キrガラス器j、ガ頑トキワrガラス切りj、

シヨ直トチョ一博記長J

B型複合語のアクセント核が右へ移動しないのは、 A型と同じように

後部要素にアクセント核を持たせないためである。 A型は右肩が高く、

B型は左肩が高いという特徴を保っているのである。

外来語の複合語アクセントは単純である。後部要素の最初のモーラが

高ピッチに発音される、いわゆるA型アクセントである。外来語と英請

を並べてみると、二つの語が結合していることが良く分るQ英語では、

複合語の強勢は一般的に前部要素に付くのであるが、外来語のアクセン

トは日本語の規則を適用したものであるO

(61)外来語の袖合譜orrケセント

ヵットイン'cut畝カットアウト'cut。uf、キ訴憲フ`kick。ff、
iiiiiiiiiiiil iiiiiiiiiiiiil

iiiiiiiiiiiiiil

キヤ㌻荊`ca鯨eye 、ジュニアカレッジ'juniorcollege'、

ショ識`sh。tgun'、スタンドイン細nd一札スナックバー

・snackbarl、タ詞ミット`timelimit¥ダフラ憲一`血npc軌

チュ-イ ンガfL けユニアンガムもあり) `chewing gum'、

ト調ッテイング't。ss batting'、ドリブルパス`dribble p舶8・、

トリプルプレー`tripleplay、ト

shirt'、トレーラーバス

レーニングシヰツ`training

`trailerbus、ファッションショー
iiiiiiiiiiil iiiiid

(ファッションショーもあり)`fashionshow*、フェルトペン
iiiiiiiiiiil

`feltpen'、フォーク121ァ'folklore',プラトテックラブTla如dc

l。ve'、ヘアトニック(′苅コックもあり)Tiairt。nic'、
蝣MH
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ホールインワン`holeinone'、マジックアイ`magiceye、

ロマンスグレー`romancegrey'(和製英語)、ワンマンカー

one-man car

(61)の「チエマンガム」、 「フア言テ冒ンショー」、 「へテIFコック」の

アクセントは、後ろから三つ目のモーラを含む音節にアクセント核を付

与したものである。別の辞典を見て、アクセントの記述が異なっている

のは良く目にすることであるが、 『新明解日本置アクセント辞典』(2001)

には、 「フェ元下ペン」、 「ワラマンカー」というアクセントが載ってい

る。これらのアクセントは、複合語アクセント規則を適用したものでは

なく、 1語と見なして後ろから三つ目のモーラを含む音節にアクセント

核を付与している。 `tripleplay'が「トリプル レ-」、 `romance grey

「ロマンスグレー」と発音されないのは、前にも述べたが、 `play'が「プ

レー」、 `grayが「ヲレ-」と発音されないからである。

2.6.6　英語と同一のアクセント

外来語には、そのアクセント核の位置が、英語の強勢の位置と同じち

のが多くある。これまで述べてきたアクセント規則では説明できないち

のである。それらの語は、ほとんどが語頭の音節にアクセント核が付与

されている。

英語と同じアクセントを取る外来語には、接尾辞の付加によるものが

ある。

(62)接尾辞の付加

a. -alの付加

ィ荘ヲショナル`internati。nal'、ヌーニバル(カ=∋†ルも
「

ぁり) `C丘rnival'、コミカル`c。mical'、クリスタル`crystal'、

シグナル`signal'、セ㌻壱-ショナル`sens丘ti。nal'、デフピカル
^^H^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^Sfil

`typical'、パーソナル`personal'、フェスティバル`festival'、
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~ l　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　「

プロフェッショナル`profits畠ional'、ラジかレ`radical'、リベラル
蝣蝣

・liberal',ロジカA* 16gic弧月肯ジナル`。riginal*

b. -ingの付加

憲一プニングOpening*、
r

`cdoking'、ショッピング

iiiil                     iiii]

キルティング`quiltinピ、クッキング

・shdpping'、 IFンビング`舶raping'、
「

ドレッシング`dr由sing'、ヌーキング.p孟rktnピ、ヌプニング
iiiiiiiJ                iiiiil

`Mppening、フ詫ンシング`fencing'、ランキングfranking

c. -mentの付加
表面

エレメント`Element'、 ㊤テ-トメント`statement'、

7-ナメント(h苛ブントもあり) `tdurnament'、下キュメント

(高二ブントもあり) `ddcument'、フィラメント`鮎ment'、
蝣蝣ォ

HHi

ムーブメント`m6vement'、 7=ユメント`m6nument'

(62)は、接尾辞の付加した語が外来語のアクセントに影響を及ぼしてい

るのか、それとも接尾辞に関係なく英語のアクセントに従っているのか

は明らかではないが、ある英語の接尾辞が外来語に一定のアクセントパ

ターンをもたらしているのは確かである。 「ト二手ブント」と

rド首ニアント」は後ろから三つ目のモーラが高ピッチである-ingの

例外としてrマニフティングj `血rketing'がある。 `market'には「マ

ーケット」 (rマニデット」もあり)という発音があるのだから、 rマー

ケテイング」というアクセントがあってしかるべきであるが、『新明解日

本譜アクセント辞典』に柱新しいアクセントとして「マーケテイング」

の平板型が載っている。

英語の強勢の位置をそのまま外来語のアクセントの位置にしたと思わ

れる語は多く、次のようなものである。

(63)英語と同一位置のアクセント
「　　　　　　　　「　　　　　　　~ ∴ I

アクトレス`丘ctress'、インパクトimpact'、ウェイトレス`wAitress二

言チケット(ェ石戸ットもあり) Etiquette㌧コピソード
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(エビフードもあり) `Epis。de'、ごレガント`elegant'、戎イ

・enj。y'、オ二百ラ`aur。ra'、京キシダント(オ妄言タントもあり)

・6xidant'、カLペット(カニマットもあり) `carpet'、膏イダンス

・gdidance'、茄†レ-ジ`c。verage'、訂ラフル`c。l。rful'、訂レッジ
■表

・c。Ilege'、コンサート`c6ncert'、苛ミット`siimmit'、シノニム

・syn。nym、スラブ- `spray¥ソーセージ(ソ=毒しジもあり)
iiii

・S丘usage、苑ット`s。nnet'、盲コ-リップ(チュ=司ップもあり)

・ttilip'、テレビジョン`televisi。n'、了イレット(ト石フットもあり)
「

-I

・t。ilet'、荘ック`t。nic'、下ロツプ(ドロップもあり) `dr。p'、
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　「~'

パラダイス`p丘radise'、-Rズバンド`husband'、パニック(パニッ
iil                          iiiiiiia

クもあり) `p丘nic、パラレル`p丘rallel'、マジネス`b丘siness、フェ

スティバル`festival'、完ニックス`ph6enics'、プ詞ラ

(プロペラ もあり) `pr。peller、ミJ=アム`millennium'、了ッセ-

ジ`message'、-Uトリック(レ丁重,クもあり) `rhet。ric'

上の括弧内の代替アクセントは、 「プロペラ」の平板型を除いて、すべ

て後ろから三つ目のモーラが高ピッチになっている。このパターンが外

来語のアクセントとして最も基本的であることを表わしている(63)の

「スて元L」のアクセント核付与は、語末音節が長母音だからではなく、

英語の長母音の位軍に倣っていると考える。 「ス丁ロー」 `straw'、 「スヲ

リュ-」 `screw　は語末の長母音にアクセントが付いていない。

(63)の語のアクセントに関しては、本書では英語のアクセントの位置

をそのまま外来語のアクセントに適用したと考えているが。だからと言

って、英語の強勢規則が外来語に適用されているということにはならな

い。英語と外来語は章節構造が異なっているからである(62)と(63)の

語は、アクセント位置が語頭にあることから、外来語のアクセントパタ

ーンは強弱型であるとも考えられようが、筆者には明言できない。確か

に2音節語は、英語の名詞と同じく、強弱型が基本形になっている。

71



2.6.7　短躯吾のアクセント

音節の構造やモーラ数だけでは外来語のアクセント位置が決められな

い語も多くある。その最たるものは平板型のアクセントを持つ語である。

(64)平板型アクセント語

アメリカ、アリバイ、アルカリ、アルコール、イタリア、イベント、

エナメル、オルガン、カシミア、ガソリン、カタログ、カトレア、

キャラメル、ギロチン、サッカリン、サドル、ジュラルミン、

ジョギング、スタジオ、スライド、スライディング、ネーミング、

バイパス、ピアノ、ブレンド、 -ディング、ボーリング、ボール、

ミーティング、ミニチュア、ランニング

英語を短縮した形の外来語のアクセントを見てみよう。モーラ数が多

いと平板型になり、モーラ数が少ないと起伏型(頭高型)になる傾向が

ある0　4モーラ短縮語から見てみよう。 4モーラ語は次のように平板型

が多い。

(65) 4モーラ短縮語

イラスト`illustration'、インテリ`intelligent'、イントロ

`introduction'、インフレ`in且ation'、エフエム�",丘equency

modulation'、エンスト`engine stop'、オフレコ`,o鑑the-record'、

コンクリ`concrete'、シーエム`CM, commercial message'、

ノンプロ`non-professional'、ノンポリ`non-political'、ジーパン

jeans pants'、パソコン`personal computer*、バーテン`bartender'、

ハンカチ(ハンカチもあり) `handkerchief、ミスプリ`misprint'、

モノクロ`monochrome'、リ-ビリ`rehabilitation、 7)モコン

remote control'
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4モーラ短縮語でも起伏型を取るものに、 「ラ戻-ト」 `apArtment'、

「ァアンジ」 `arrangement'などがある。英語の強勢の位置と同じ所に

アクセントがある。

4モーラ短縮語は平板型が多いのであるが、 3モーラ語になると平板

型より起伏型が多くなり、 2モーラ語になると起伏型になる。

(66) 3モーラ短縮語

a.平板型:アニメ`animation'∴アルミ`aluminum'、ダイヤ

(荊ヤもあり) `diam。nd'、デフレ`deflation'、パンク`puncture'

b.起伏型:コンビ`c。mbinati。n'、コンパ`c。mpany、コンペ

・c。mpetiti。n'、マンヂcentimeter'、ヲレビ`television `、トイレ

・t。ilet', A-マ`permanent'、前ス`policeman'、マ'1ク
iiiiii:

`microphone'、ロース`roast

(67) 2モーラ短縮語

ァジ`agitati。n'、アマ`amateur¥ヨゴ`egoism 、エロ`erotic'、
~「　　　　　　　　,

マネ`c。nnecti。n'Jlト(ストもあり) `strike'、重(seminar)、
iiiiiiii;

-「　　　　　　　一・「　　　　　-f

デマ`demag。gy'、デモ`demonstration'、テロ`terrorism'、ドル

・d。Ilar'、耳ガ`negative'、ビル`building'、 `ヲロ`professional'、
~~`~1

TT) `millimeter'、メモ`mem。randum'、アポ`lab。rat。ry'、
.　「

iiij

フジ`cash register'、ロケ`location'

窪薗のアクセント規則は、語末から3番目のモーラを含む音節にアク

セント核を付与するものであるが、それは筆者が述べている語末から2

番目の重音節に付与されるか、語末から2番目の音節が軽音節ならば、

その前の音節に付与するものと同じである。英語の名詞の強勢について

は、小林(1996:77)が述べているように、語末の音節が短母音である

場合、語末から2番目の音節が重音節であればそこに強勢が付き(aroma,

arena, cor6na, horison, Minnesota)、語末から2番目の音節が軽音節で
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あれば、その前の語末から3番目の音節に強勢が付く(America,

asp<iragu草,丘sterisk, intere鴫metr6polis)が、これは外来語のアクセン

ト規則と似ている。窪菌と筆者との違いは、音節を数えるかモーラを敬

えるかにあるO

2.7おわりに

外来語は、日本語と英語の両面を兼ね備えた中間言語のようなもので

ある。外来語と言っても日本語なのだから、日本語の音韻規則に従って

いるかと思うとそうでもない。外来語の発音には、正に外来語独自の普

韻規則が働いているのである。

我々の外来語の発音は、時にはあいまいである。我々の生活に日毎、

膨大な量の外来語が入り込んでいることもあろうが、我々自身、定まっ

た規則を持っていないからである。

外来語の発音は常に変化しているO英語らしさへの変化が、今後更に

進むとしても、外来語は日本語であるo英語の音体系に淘汰されること

はない。外来語が、英語らしさを見せながらも、基本的には日本語の普

体系に順じた独自の道を進むのは、今後も変わらないだろう。
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第3章『研究社新英和大辞典』にある日本番の発音

3.1はじめに

本章と次章は、英語辞典の中の日本語が、どのように発音されている

のかを述べるものである。日本語の語嚢が多く載っている辞書は『研究

社新英和大辞典』第5版、第6版(2000、 2002) (以下『研究社』)、 『ジ

ーニアス英和大辞典』 (2001) (以下『ジーニアス』) 、 Webster's ThirdNew

InternationalDictionary (1993) (以下　Webster) 、 The Oxford English

Dictionary, SecondEdition, CD, ver 3 (2002) (以下OED) 、 Longman

Pronunciation Dictionary(2000) (以下LPD) 、 The OxfordDictionary

of Pronunciation for Current English (2001) (以下ODP)などがある

のであるが、本章では『研究社』に載っている語のみ取り上げることに

する。 『研究社』は本国で発行された英和辞典であるので、次章の第4章

では外国で発行された英英辞典に載っている日本語の発音を調べ、両秤

典の違いについて述べてみたい。

本章の目的は、日本語の語嚢が英語の辞書の中ではどのように発音さ

れているのかを調べることにあるが、外国語である日本語の発音が、英

語の発音規則に従ったものであるのか、外国語独自の発音規則によるも

のなのか、発音に日本語の特徴が見られるのか、アメリカ英語とイギリ

ス英語の発音の違いが日本語にどのように表れているのかを見てみたい。

『研究社』第5版の初版が1980年だったから、 2002年3月に刊行さ

れた第6版は22年振りということになる。本章ではまず第5版につい

て述べて、次に第5版と第6版の違いについて述べることにする。

両版に載せてある日本語とその発音を本章未に一括して記載した。米

音を左に、英音を右に書いたが、 『研究社』で米音と英音を区別して記述

していないものは、米音と英音が同じ発音であるとみなし、米音と英普
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の中間にその発音記号を書いている。第5版では発音記号を[ ]で囲

み、第6版では/ /で囲んであるので、本章も両版を区別するために

二つの記号を用いているO通常、単音(phone)は[ ]で表わし、音素

(phoneme)は/ /で表わすのであるが、一部の語を除いて、両版の発

音には単音、音素の違いは見られない。音声記号の使用について、第5

版では、 「現在の言語学では個々の音は[ 】で囲み、音素は/ /で

囲んで示すのが慣行となっている」(p.XVI,2.音素)と[ 】を使用した

理由について述べている。一方、第6版では、 「ある言語において同じ音

とされる「音素」を基にして発音を示す方式は「簡易表記」と呼ばれ、

現在の言語学・音声学では/ /で囲んで示すのが慣例である」 (p. X

iii, 1.米音と英音)と音素表記の趣旨について述べている。しかし、 『研

究社』第6版に載っている/d3叫ou/ 「柔道」、 /kard:ti/ 「空手」の弾音/隻,

t!や、 /bg如ou/ 「イシグロ・カズオ」、 /tempかra/ 「てんぷら」の二重
■

母音/U計/などは簡略記号ではなく精密記号である。両版を比べてみても、

第5版での[ ]記号を第6版で/ !記号に変えた趣旨がはっきり

しない。

3.2音節区分

『研究社』第6版は、第5版全体から見れば、若干の修正が加えられ

たにすぎないものである。従って、まず第5版について述べ、その後で

第5版と第6版との違いについて述べることにする。

3.2.1第5版の音節区分

音節の区切りについて『研究社』第5版には、 「外国語の場合は必ずし

も英語の形によらず、その原語での切り方で示したものがある:

Pi*noc・chio [pintikibu; It. pinokkjo】 n.」由. x凡例1.2)と書かれてある。

これはchioを【kiou]と2音節に発音する英語では、 Pi・noc・chi*Oの

ように区切るべきであるが、イタリア語の発音[kjo]に従ってchioを
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1音節にするというものである。同じようなことが英語辞書の中の日本

語にも見られる　Ryukyu [ri(j)也:kju:] Islands 「琉球諸島」はその発音

からはRy u*kyuと区切るべきであるが、Ryu・kyuと日本語の音節に

区切られている。同様にtokyoite 「東京都民」は、 [t6ukiouait] (米音)、

[taukiauait] (英音)と発音されるので、 to・ky・o・iteと4音節に区分さ

れるはずであるが、 『研究社』ではto・kyo・iteと3音節になっている。

ちなみにWebsterもtokyo/tokio [toukirdu]はto*kyo/to・kioと2音

節に区分されている。また、 『研究社』にはRyu-kyu [rju:kju:]と2音

節区分の発音も記載されているが、 to・kyo・ite　の米音としての

[t6ukjouaIt]という発音は記載されていない。英音として[t9UkjauえIt】

が載っているのだから、米音としての物音の発音[kjou】が辞典に載って

も良いはずである。

日本語の音節区分と発音を次の語で見てみよう。なお、 (lc)の語の

samuraiはLongman Dictionary of Contemporary English(W93) (以

下　LDCE)に載っているものである。

( 1 ) a. ha・ra-ki・ri [hあrakiri] 「腹切り」

b. sa*mu*rai [sa:murai, s盃m(j)urai] 「侍」、 Se・to [seitou, s6tou]

「瀬戸焼」、 su*ki*ya*ki [su:kijd:ki, s占k殖kI] 「すきやき」

c. sam*i*sen [s盃masとn】 「三味線」

(LDCEにsam・u・rai [s盛mural] 「侍」あり)

d. dai・my・o [d左imiou/d丘imjou] 「大名」

英語には、強勢のある音節は重音節(CW, CVC)であり、強勢のない音

節は軽音節(CV)であるという一般的な音節区分の原則がある。上記の

(1)の語が音節区分の原則に従っているかどうか見てみよう(la)は

発音から見るとhar・a-kir・iと区分されるべきであるが、日本語の仮名

区分に従ったものである(1b)はその発音から二通りの音節区分が考え

られるが、日本語の仮名区分を重視したものである。例えば、英語辞香
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では【sd:murai]の発音であればsa*mu*raiと区分し、 [S盛m(j)urai]で

あればsam・u・raiと区分するのが普通である。同様に　se*to　と

su・ki・ya・kiもその右に書いてある発音記号からは、 set*O　と

suk・i・yak・iに区分することも可能なのであるが、日本語のCV音節

に従っている。一方、 (lc)の語は、原語よりもむしろ英語としての音節

区分をしたものであり、このような例は少ない。なお、 LDCEの

samuraiには、 (lc)の発音記号しか書かれていない。また、 raiには強

勢が付いていない(Id)のdai・my・Oは英語の発音による音節区分で

あり、 Ryu・kyu,to・kyo*iteのような原語による音節区分と矛盾するo

更に「大名」には【dえimjou]という発音もあることから、 dai*myoと

綴る方が、他の語との一貫性が見られる。

日本語をヘボン式ローマ字で表わす場合に、 tsu 「ツ」は二つの子音が

連なるが、これら子音群は二つで一つの音素なので、通常tとSが分

離されることはない。

( 2 ) ne*tsu・ke [nets(u)ki] 「根付け」、 zai*ba*tsu [zaibartsh】 「財閥」

netsukeは　ne　に強勢があることから、英語の音節区分に従うと

net・su・keでも良いのであるが、日本語にならいtsuを一つの音節と

している。ところが、 tsuの音節区分に関しては、 『研究社』が一貫性に

欠けることが次の例から分かる。

( 3 ) kat・su・ra [kdctsara]「カツラ[植物1」、 sat・su・ma [sa∋tSd:mg] 「薩

摩焼き」

(2)は日本語から見た音節区分であり、 (3)は発音よりもスペリング

を見て区分しており、英語から見た音節区分である。 「カツラ」は強勢の

ある母音が長母音であるため、 ka*tsu・raと区分するのが妥当のように

思われる。発音と音節区分が一致していないのが英語辞典にある日本請
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の曳象でもあるO

日本語に対する音節区分について結論付けると、原則的に原語(日本

語)の音飾区分に従うものであり、 (Id)のdai*my*Oや(1c)の

sam#i#sen、あるいはtBの子音群を分離する(3)のkat*su#raの

ように英語の規則に従うものは例外的である。

3.2.2　　第5版と第6版の音飾区分

外国語である日本語の書館区分は、原則的に原語、つまり日本語の普

節区分に従っている。日本語の擬音、拙者、促音を一つのモーラとして

区分するのではなく、母音を含む単位を一つの音希として区分している。

同様に二重母音も・つの音飾境界として区分している。

(4)音飾区分

a'.擬音: :由迫sai r盆栽」、塾由・箪迫r真言宗j

b.二重母音:由aha r芸者j、血痕・ku 「俳句」

C.劫音:honl血「班長j、馳・由型r琉球j

d.促音:畠sei r一世」、由壷ke f脚気j

一方、英語辞典に載っている日本語には、日本語のかな文字区分では

なく、英語の音飾区分に従っているものも多い。次の発音記号の【 】

は第5版、 1　7は第6版の菟音であるが、両版とも同じ発音のものは

第6版の発音記号を用いて表わしている。

(5)英語辞典の音飾区分

a.劫音

daiサmyo, dai*mi#o: 【dJimi5u], 【血叫ou] {第5榔r大名」

/diimjou/, /舶叫au/ (第6版)

ry#u:血id:/ r流」 (武道の流派)
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h. <:tsu:>の音隼区分

JU'Jlt su: /dgu:軸tsu:∫ r柔術J , kaも・紬・ra tree:也:毛sara td:I,

Sat・su 'ma: /sasts丘:ma/, /s盛由uma/

cf. ne#tsu*fce, tsu#tsu*ga*muォ串hi 「つつが虫j ,

zai†ba?t和, shi?a†tsu r指圧j

c.その他

samussen: [s盛na由n] (第5版)、触ma盛nl (第6版)

Ya!癖/ja:j邸.r弥生式のj

Gf.晦皐文字　kp'i r鯉I

hasbォ?tai, hasbu*tae地点:b串也Lf 「羽二重j

(5a)は日本語の物音を英語の発音から2音帝に区分したものであるo L

かし、 r大名Jの発音が第6版では/dSimjou/の劫音だけが記載されて

おり、第5版にあった【血midu]という発音は削除されている。第6版

にはその発音とは違ってdai#my*Oと音節区分されているが、発音から

はdai・myoが正しい音節区分になる　dai*myoがないのは、第5版か

ら問題であった。一方、恥kyu 「琉球」は、第5版ではlhO丘:kju:]と

玩frkju:]のようにryuを1音節にする発音と2音節にする発音があ

るが、第6版では/ri(j)ii:kju:/だけであり、潮音を1音節に発音する

的fokju:】は記載されていないn第6版のM(j)fi:kju:/の発音からは、そ

の音節区分がRyサu*kyuとなるべきな甲であるが、原語の区分に従っ

て恥kyuのままである。これは/t6ukiou/がto*kyoと音節区分さ

れているのと同様である。また、第6版に新しく加えられたryu/rifi:/

r流」絃2音飾語であるO　このことから、 1cteimjou/の発音は例外的で

あり、第6版では擁音が消えっっあることを暗示しているように思わ紘

る。

(51がま、英語では子音群を二つの音帝に分けることから, tsuをtと

紺に区分している例であるne'tsu'keT根付け」、tsu't飢i'ga*mu*shi

「つつが虫」、 zai*ba*tsu T財閥Jや第6版で新しく加えられた
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shi*aサtsu I指圧」のように、七と和を分けない語もあり、第5版と

同じく、第6版でも一貫性が見られないO

(5c)のsam#i#senの音節区分は英語の発音に従ったものであり、也

に例が見られない　sa*mu*rai血痕m(j)urJi/ F侍」のようにr三味線」

を日本語の仮名単位に区切れないのは、第6版でも従来の古い音飾区分

を変えられないためであろう(5c)のYa-yoiのようにyoiを1音帝

にするのは、英語の発音に従ったものである。日本語ではko"iのよう

にOとiは別々の音節(棉)とみなされる。しかし、 ko'iは英語辞典

では/kSi/と1音節に発音されるQya*yoiとko*iは音帝の分け方が異

なっているにもかかわらず、両語共oiは/紺と発音されている0 2音

節であれば/ko*i/の発音はflcdui/となるはずである(5c)のr羽二

重」を原語ではhabutaeと読み、 taeは望音節である。ところが英語

辞典ではtaeを/tai/と1音節に発音しているoこれはその発音からの

スペリングがha*bu"taiに変わり、 1音節になったものである。原語通

り　ha*bu*taサeと4音節に区切ると/】迫:b3仏:ilと発音されるはずであ

るO　他の辞典で「羽二重」のスペリングを見てみると、 Websterは

habutaeとhabutaiの二つが記載されているが、 OEDはhabutaiが

主要語であり、代替スペリングとしてhabutaye, habutaeが載ってい

る　ODPのように、発音どおりにhabutai Lか記載されていないもの

もある。同じ現象として、第5版のukiyo-e [u:B:jo(u)(j)&] F浮世絵」

と第6版のukiyo-ye/d:kiou(j)6i/がある。 tNIの発音からIeのスペリ

ングが-yeに変わったものである。

3.3　アクセント付与

「広島」のアクセントはhiroshfmaとhirdshimaの両方あるが、 r長

崎」は由ga8岳kiであって、 na癖sakiというアクセントはない。原語

の発音ではr品キ」とrガ」にアクセントがあるので、日本語への

アクセント付与は、原語のアクセントに従っているとは言えない。どの
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ようなアクセント付与規則は働いているのか見てみよう。

3.3.1第5版のアクセント付与

英語話者にとって外国語である日本語のアクセントが、英語の強勢規

則に順じているか見てみよう。日本語へのアクセント付与を論ずる前に、

まず英語の強勢規則について簡単に述べ、日本語がその規則に順じてい

るか見てみる。英語名詞に主強勢規則を適用したものが、 (6)の語であ

るOなお、 Coは子音がゼロ個以上あることを意味し、 CDま子音がゼロ

個か1個あることを意味し、 C2は子音が2個以上あることを意味する。

(6)英語の強勢
/

a. VC。vcもyc。#: A・mer・i・ca [amerika蝣], as*p丘r*a* gus,

丘s・te・risk, cin・e・ma

/

b. WCoVCO#: a-re-na [ari:na], co・ro・na, ho・n・zon,

Min・ne・so・ta

C.寸C2VC。#: a・gen・da [ad3end9], ap・pen・dix, con・sen・sus,

ノ

sy・nop・sis

ノ

d. WCn#: barォri'cAde [baerakeid], ba*zえar, ma*chine,

mag・a*zme

( 6 )の強勢付与規則はChomsky-Halle(1968:70)(以下SPE)の主強

勢規則(Main Stress Rule)を名詞適用規則に書きなおしたものである

が、 SPEで強勢が付けられる音節もやはり重音節である(6d)の

barricえdeとmagazineは次の交替強勢規則(Alternating Stress Rule)

によって語頭の音節に第1強勢が付与されるので、語末の強勢は第2強

勢となる　barricadeとmagazineには交替強勢規則が随意的に適用さ

れるが、次の(7)の語には必然的に適用される。

(7)交替強勢規則(SPR18)
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1

V　→ [1stress]/　　CoVCoVCO

( 8 ) b丘rricえde-barriC畠de, m毎azine-magazine

( 9 )丘necddte, Mrricane, m急tador, nightingale, p6digrとe

日本語へのアクセント規則も英語の規則に順じたものであるか見てみ

よう。まず、日本語で(8)と(9)の強勢規則が適用されていると思

われる例を次に挙げてみる。

(10)日本語の強勢
′

a. VC。VCもvc。#:丘ke*bi [d:k9/ibi] 「あけび」、

S丘t * su * ma [s免tsumg]
′

b. WCoVCo#: ka-r丘te [karcuti] 「空手」、 Yb・ko*h丘・ma

b'bukahcnma] 「横浜」
′

c. VC2VCo#: ren-ga [r軸ga] 「連歌」、 Shin・gon [jingan]

d.玩C。#: haォbu*t豆[ha:but称

hi*ba・ku・sh丘[hibark亜:] 「被爆者」

(ll)交替強勢規則

ha*bu*t丘i - h丘bu*tえi、 hi*ba*ku*sh畠-hi-b畠・ku*sha

(10)と(ll)のアクセントを見ると、日本語にも英語と同じ強勢規則

が適用されていると思われる。しかし、日本語に適用される強勢規則は

英語と同じものではなく、外国語に適用されるものである。 (lOd)で強勢

が付与され、 (9)で第1強勢が2音節前に移動する規則は、日本語には

適用されていないと考える。英語話者は日本語のスペリングを見て、英

語とは異なるアクセント規則を適用しているのであるが、同時に、重音

節に強勢を付与し、後ろから2番目の音節が強勢を取れない音節であれ

83



ば、その前の音節に強勢を付与するという英語の原則は日本語に対して

も適用している。

本章では日本語へのアクセントは、そのスペリングから予想される普

声に付与していると考える。従って、わずらわしい発音記号を省略して

日本語のスペリング、つまりヘボン式ローマ字にアクセントを付与する

ことにする。日本語では<a>とくo>は短母音であるが、アクセントが

付く場合には[q:】と[ou】に発音されるので、重音節と見なされている。

日本語への強勢規則は、例外も多いが大まかに次のようになる。なお、

<　>はスペリング、つまり書記素を表わしている。

(12)日本語への主強勢規則

a. <W>　と<VN>の音節に強勢を付与する。

b.後ろから2番目の音節に強勢を付与する。

C.後ろから2番目の音節の母音が<a>かくo>でないなら、その

前の音節に強勢を付与する。

(12a)の規則は、スペリングの上での重音節に強勢を付与するというもの

である。一方、 (12b)によって、語末に第1強勢を取る語が少なくなる。

(12b)によって後ろから2番目の音節にアクセントのある語が多くなる

と同時に、これは2音節語の強勢を強弱パターンにするものでもあるO

(12a)と(12b)の規則の間には矛盾する面があるが、そのことについては

後で触れる(12c)は後ろから2番目の音節が<i>,<u>,<e>であれば、

その前の音節が強勢と取るというものである。英語話者はこれらの母普

を強勢の付かない母音と考え、 America [amerikg]やcinema [sinama]

のように後ろから3番目の音節に強勢を付与している。

(12)の規則は(6)の英語の強勢規則に相当するものであるが、更に

第1強勢を付与する(ll)の交替強勢規則が日本語に必要であろうか。

筆者はha*bu*t豆iをh丘buォtえiに、 hi*ba*ku*sh丘をhi-b丘・ku・shえ

に変える規則は日本語には適用されていないと考える。つまり、第1強
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勢は、 2音節前に移動する交替強勢規則によって派生されるのではなく、

(12)の強勢規則で付与されるとする。英語は強勢と弱勢を繰り返しリズ

ムとする言語なので、第1強勢の2音節前あるいは後ろへ第2強勢を付

与することによって、強弱強リズムを形成しているのである。第2強勢

を付与する規則は次のようになる。

(13)第2強勢付与規則

Ⅴ　→ 【2stress】/ CV 【1 stress]

[1 stress】 CV

(12)と(13)の規則が適用される語を見てみよう(14)の【-】は第

2強勢付与規則の適用を表わし、間は音節、間は語境界を意味する。

また、強勢に直接関係のない頭子音は、次の強勢規則では省いてある0

(14)強勢規則の適用
′

a. <W>: ki-bei 「帰米二世」、 Ni・sei 「二世」、 San・sei 「三世」、 Ya・yoi,

Z丘i*ba*tsu　→　Z丘l'ba'ts血
′

<VN>: ki・rin 「願麟」、 pa*chin*ko 「パチンコ」
′

b.<V>-S#:Bun-r丘・ku 「文楽」、 ga-g丘・ku 「雅楽」、 hi-b丘chi 「火

鉢」、 ka*r丘・te、 ki*m.6*no 「着物」、 Iri-an 「(禅宗の)

公案」、 miv丘・do 「帝」、 nun・ch丘・ku 「【沖縄方言]ヌンチヤク」、

sa・t6-n 「悟り」、 Shin・gon、 sho・gun 「将軍」、 taォt丘・mi

「畳」、 tsu*n丘・mi 「津波」、 i・ke・b畠・na - i・ke・b丘・na 「生け

花」、 ka・ke・mo・no - ka・ke・mo・no 「掛け物」、

ka・mi・k丘・ze - kえ・mi・k丘・ze 「神風」、

sha・ku・h丘chi - shえ・ku*h丘chi 「尺八」、

su・ki・yえ・ki → sh ki'y畠.ki、

to・ko・n6・ma - to・ko・n6・ma 「床の間」、

Yo・ko・h丘mabean - Y6-ko-h丘mabean 「[植物]Jtッショ
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ウマメ」

c. V-<V>-S#:丘・ke*bi、 B丘shi・do 「武士道」、 k丘・tsu・ratree、

ne*tsu*ke、 Sえshi'mi 「刺身」、

dai・my・o → d云i・my・6、 hえ・ni*wa - h丘・ni*wえ「埴輪」、

hi-bえ・ku・sha - hi-b丘・ku・shえ、

Ku・r6・shi・0 - Ku・ro・shi・ら「黒潮」、

S丘・mi・sen → S丘・mi's色n、 to・ri・i - t6・ri・i 「鳥居」

(14a)は重音節に強勢が付与される例である。 (14b)は後ろから2番目

の音節に強勢が付与される例である(14c)は後ろから2番目の母音が

<i>, <e>, <u>であれば、その前の音節に強勢が付与される例である。

1音節語(bon「盆」、 g6 「碁」、 t丘i 「鯛」など)と最後の音節が<cv>で

ある2音節語(do*jo 「道場」、 gei・sha 「芸者」、 h丘・bu 「ハブ」、 S云・ke

「酒」、 su'mo 「相撲」など)は、強勢の位置に確論の余地がないので、

(14)には載せていない。

(14a)のSanseiのようにCVCとCVVの音節が連なる2音節語では、

CVVに優先的に強勢が付与されている　Sanseiの発音は[sa:nsei]な

ので、その発音からは超重音節のCWNに強勢が付くはずである。この

ことからも(12)の主強勢規則がスペリ_ングに適用される規則であるこ

とが分かる。 (14a)のz鮎batsuは規則(12b)よりも(12a)を優先したもので

あり、 pachmkoは、 chinが<CVN>であるので規則(12a)を(12c)に優

先した強勢である(14b)のkoan、 shingon、 shogunは語末がCVNの

重音節であるが、強勢は前の音節に付いている。これは2音節語は、請

末がCVVでない限り強弱パターンを取ることを示している。なお、(14a)

のkirmが弱強パターンなのは、 <ki>のくi>が第1強勢の付与され難

い母音だからであろう。この発音が[kairin】であれば、アクセントは

k豆innとなる。

Oxfordに[ku:roji:wo] f黒潮」という発音が載っているが、 『研究社』

では例外であり、 『研究社』では[kurouJiou] 「黒潮」である。 『研究社』
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に載っている(14c)の語は、後ろから2番目の母音は英音の[bu:Ji:d9u]

「武士道」の[i:]以外はすべて短母音である。このことから、 (12b)を

「後ろから2番目の重音節に強勢を付与する」とする方が、英語の強勢

規則と共通性があって好ましいとも言えよう。しかし、 『研究社』にはな

いが、 WebsterやOxfordではうしろから2番目の強勢を取らない<i>

とくu>が長母音に発音される語がある。

(15) netsuke 「根付け」 :研究社【nets(坦)ki], Oxford [n芭ts旦ニkei]

d丘unyo 「大名」 :　研究社[舶Im王6u], Webster [d畠imiiou]

t6rii 「鳥居」 :　　研究社【to:rii:],　Webster [touriii:]

(15)の例は、開音節(CV)が重音節に発音されるという英語の一般的な

原則に適ったものである。特に顕著に表れるのが語末の開音節である。

二つの強勢パターンを取る語も次のように多い。

(16)二つの強勢パターンのある語

a. (12a)と(12b)の適用

bonsえi-bonsai、 Nip*p丘n-Nip*pon 「日本」

b. (12a)と(12c)の適用
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ '

sa・mu・rAi - sa・mu'rえi-sa*mu*raiーS畠　mu・rai

c. (12b)と(12c)の適用

ka*bu#ki-k畠bu-ki 「歌舞伎」、 S丘t*su*ma-s左t*su*ma、

sep・pii・ku-sep・pu・k血「切腹」、 tern・pti・ra-tem・pu・ra

[temp9r9] - tem*pu*rえ[tempara:] 「てんぷら」、

tsfjL・tsu・ga・mil・shi-tsa tsu・ga・mu・shi

ノ

(16a)のbonsaiとNiponの強勢は、語末の音節が重音節であっても、 2

音節名詞では英語のrecordやprojectのように強弱パターンになる傾

向があることを示している(16b)のSえmuraiは、語末がCVV音節であ
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るので、本来ならば語末に第1強勢があるはずである。語末の脚韻(ai)

を強勢の対象からはずすのは、英語の韻律外性(extrametricality)の

考え方に似ているが、これは(12a)の規則よりも(12c)の規則を優先して

いるためである。 S丘muraiやh丘butaiのような3音節語にこの傾向が見

られる。 (12)の三つの規則の適用優先順位は、一般的には(a), (b), (c)で

あるが、語によっては優先順位が変わることがあるということが(16)の

例から分かるであろう。

(16c)の語は、後ろから2番目の母音が<u>のものである。このこと

から(12c)の「…<a>かくo>でなければ、 …」を「…後母音でなければ、

…」と<u>を含む規則に変えた方が良いとする考えもあるであろう。

しかし、後ろから2番目の母音<u>　に全く強勢の付与されない語も

netsuke, h丘butai, hib孟kusha, sえmuraiのようにある。従って、 <u>に

ついては、強勢が付くこともあるということになる。以上のことから強

勢付与の優先順位を示すと、概して次のようになるであろう。

(17)強勢付与の優先順位

W>VN>a,o>u>i,e

(17)の母音の優先順位は、 <e>を除けば音の聞こえ度と一致する。英語の

feed[fi:d]とfood[fu:d]を比べてみると、 【i:]よりも【u:]の方が聞こ

え度が高い　<e>はくu>奉りも聞こえ度が高いにもかかわらず強勢が

付かず、 ak旦bi[d:k9bi:]のようにあいまい母音に発音されている。 『研究

社』には例が少ないのでWebsterの発音を見てみると、 dk皇ki [d:k9ki:]、

S丘S皇bo [sd:sabou] 「佐世保」のように3音節語ではあいまい母音になっ

ている。子音間の後ろから2番目の<e>は、英語話者には/C/ではなく

て、 /I/あるいは/a/と認識されているのであろう。このことから　<e>

は一番強勢の付きにくいスペリングとなっている。なお、聞こえ度の概

念は、 Ladefoged (1975:220)による。
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ここで多少話がそれるが、 (17)の強勢付与の優先順位が、日本語の母

音の聞こえ度と必ずしも一致していないことを述べよう。弘前方言をみ

ながら、音節や母音とアクセントの関係を見ていく。次の(18)は、 2音

節語のアクセント移動を衷わしている。母音に付いている円柱アクセ

ント核を表わす。

(18)弘前方言の2音節語のアクセント

a.W#: b芸r占e - baree Tバレー」、 hawai → haw急i rハワイj、

k孟柁i - karei r嬢」、

b.VN#: n蕊an - mikan rみかん」、孟hn → nishm r軌、

seken - seken咽間j

c. <a>#:嵩ea - as毒「軌、 tma - im芸r今」、 kama → kam亀r鎌」

d.句>#:k益mo - kun毒r雲」、 neko - nek苗「猶」

e.<e>#:芸me - am針雨」、 ㌫e -舶etr汗」、 k急me → kam昌「亀」

£ <i/u>#: ayu T鮎」、 h芸shi r箸」、 hebi 「蛇」、姦u r猿」、品kir堰」、
*

susu 「煤」

(18a,b)は、重音節にアクセントが付与されている例であり、 (12a)の規

則と似ている(18c,d,e)では<a,O,e>のように開口母音にアクセントが

付与され、 (1喝では<1,U>のような閉口母音にはアクセントが付与さ

れないことを示している。母音の開口度と聴覚認知レベルについて、城

坐(1998:79)は、母音の聴覚情報処理には次のような階層差が存在してい

ると述べている。

(19)ア>オ>エ>イ>ウ

(19)の階層は、聞こえ度とほぼ一致するものであるO城生(1998:78)Sこよ

ると、 「ウ」が聴覚印象レベルで最も「暗い、または鈍い音」であり、 「小

さい音」である。そのことから、 aiB旦】哩rum丑`icecream'「アイスクリ
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-ム」のような外来語の挿入母音として、<u>が一番多く選ばれている

と言えようo低ピッチの高母音は、[kusuri]「薬」、[kisen]

。「汽船」のよO
うに、無声子音の間では無声化するが、『研究社』には[netski]「根付

け」、[skijd:ki]「すきやき」のように[u]を発音しない音声表記もある。

英語話者にとっては、無声音の【u]は削除した方が発音しやすいし、無

いように聞こえるのであろう(17)と(19)の階層を比べてみると、英語

辞典の中の日本語の発音は、基本的には英語の発音規則によると言える。

弘前方言の3音節語のアクセントを見てみよう。次のSは語末の音

節を表わす。

(20)弘前方言の3音節語のアクセント

a.W#:ok吉gai-okug蓋i「屋外」、。k古nai-。kun芸i「屋内」、

tatきmae-tatem差。「建て前」、t。議nai-teranai「手

習い」

b.VN#:kag書zen-kagezen「陰膳」、kakezan-kakezan「掛

け算」、suz益ransuzur芸n「すずらん」、tak告an→

taku左n「たくあん」

c.<a,o>S#:芸sahi-a品hi「朝日」、h芸tachi-hatachir二十歳」、

inochi-in吉。hi「命」、iraku-ir左kurイラク」、

jikoku-jikokur時刻」、karasu-karasur烏」、

Sまza。-saz左。「サザエ」、tsもbaki-tsubaki「枯」

d.<i,u>S:ajia「アジア」、左ut。「アウト」、k左ik。「蚕」、1*1
kabut。「兜」、

S芸mika「住処」、zakuro「ざくろ」、

c
e.<V>S#:momiji-momもi「紅葉」、t芸nuki-ta孟ki「狸」

(20a-d)を見る限りでは、 3音節語も2音節語と同じく、開口母音にアク

セントが移動しているのであるが、 (20e)の語では<1,U>の閉口母音に

アクセントが付いている。これは弘前方言には、 3音節以上の語に対し

て、(12b)のように後から2番目の音節にアクセントを付与するという規
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則が働いていると考えられる。もしそうであれば、弘前方言のアクセン

ト付与には、 (12)に挙げた日本語への主強勢規則と同様の規則が適用し

ていることになる。

話を英語辞典の中の日本語の発音に戻そう。規則(12)が適用されず、

例外と思われる語に次のようなものがある。

(21)a.cha*no*y丘→ chえno*yu 「茶の湯」、 u*ki*yo-e - u*ki*yo-e

「浮世絵」

b.Ya*m丘　to-e - Ya*m丘　to一色「大和絵」

c. cho*ro・gi → choTO'gi [tjo:ro(u)gi:] 「[植物]チョロギ」、

ro*ma*ji 「ローマ字」、 W丘・sa*bi 「[植物】ワサビ」

d. itai-itai 「イタイイタイ病」、 siikiyaki [su:kij盃kl](英音)

e.h丘・bu・tai → h豆　buォtえi

(21a)のchえnoyuは「茶の」と「湯」に分けたのであろう。ちなみに

Websterにはch丘noy血とchanoydの二つのパターンがある　ukiyo-e

も「絵」の前にあるハイフンの境界から、二つに分けたと考えられる0

そうすると、今度は(21b)のYam畠to一色の説明が難しくなる。一貫性はな

いが、 Yam豆to一色「大和絵」の方はYamAto 「大和」という既存の固有名

詞があり、それに-e 「絵」が付加して新しい語が形成されたと考える。

(21c)のromajiは英語Romeへの類推であろう　chorogiとW丘sabiは、

原語のアクセントrT,ロギ」、 「ワサビ」に従ったものであろう。
■■■】

(2Id)のitai-itaiとstikiy丘kiは、強弱パターンを取ったものである。ち

なみに、第6版にはsiikiyakiのアクセントしか載っていない(21e)の

h丘・bu・taiは前にも述べたが、語末の重音節に第1強勢を付与してある。

日本語への音節区分は、原則的に仮名文字に従っていると述べたが、

強勢付与も原語のスペリングに対して行なっている。スペリングと言っ

ても、英語話者が文字から認識するのは英語の音声であるので、スペリ

ングと音声とのつながりが問題となる。英語話者が入力とするのは原請
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のスペリングであるので、出力となる音声は、発音の原則に適う限り正

しいものと認識される。次に『研究社』のikebana 「生け花」とsukiyaki

「すき焼き」の発音記号を挙げてみる。

(22) a. ikebana [ikeibd:na], [i:keibd:n9],匝bd:n。日呈kibd:n。]

b. sukiyaki [skijd:ki], [sukijseki], [sらkijcnki] , [su:kijaeki],

lsh:kijd:ki], 【Sむkijd:ki]

上に挙げた発音の他に、 fl:k9bd:na], [i:kibti:n∂]や[skij盛ki], [sh:kij岳ki]

のように、その他いろいろな発音が英語話者によって発せられるであろ

う。それらが英語の規則に適った発音であれば、すべて正しいことにな

る。以上のことから、日本語八の強勢付与と発音は、原語のスペリング

を入力としていると言える。

3.3.2　第5版と第6版のアクセント付与

前節、 3.3.1で、日本語のアクセント付与には、 「日本語への主強勢規

則」と「第2強勢付与規則」が適用されることを述べた。ここに再度挙

げてみる。

(23)=(12)日本語への主強勢規則

a. <W>　と<VN>の音節に強勢を付与する。

b.後ろから2番目の音節に強勢を付与する。

Q・後ろから2番目の音節の母音が<a>かくo>でないなら、その

前の音節に強勢を付与する。

(24)-(13)第2強勢付与規則

Ⅴ　→ 【2stress]! CV [1 stress]

[1 stress】 CV
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上の二つの規則は、 (14)にも挙げてあるが次のように適用される。

(25)強勢規則の適用
/

a. <W>:Ki-bei 「帰米二世」、 Ya・yoi,

Zえi*ba*tsu → zAi*ba*tsh

ノ

<VN> : ki'rin、 pa#chin*ko
′

b. <V>-S#:ga-g丘・ku、 ki*mo*no、

sha・ku・h丘　chi - shえ・ku*hえ　cm

ノ.

c. <V>-<V>-S#:丘・ke・bi、 ne*tsu*ke

hi-bえ　ku・sha -　hi-b畠・ku・sha

(23) - (25)はすでに述べた第5版のものであるが、アクセントの

付与が第5版と第6版で変わった点について述べてみよう。主強勢規則

(23b)は後から2番目の音節にアクセントを付与するものであり、

(23c)は後から番目の音節が高母音の場合は、その前の音節に強勢を

付与するものである(23c)の規則が適用される強勢パターンと適用さ

れない強勢パターンの二つのパターンを持っている語も多い。次の語は、

語末第2音節が高母音のものである。

メ(26)語末第2音節高母音のアクセント

a.ai・ki・do 「合気道」 (第6版)

b.Bu'shi'do (第5版)

Btrshi'do (第6版米音)、 Bu・shi・do (第6版英音)

c.hi*ba*ku*sha (第5版)

hi・ba・kd sha (第6版米音)、 hi-bえ・ku*sha (第6版英音)

d.S畠shi・mi (第5版)

sa*shi*mi (第6版)

e. s」p,*pu*ku-se*p丘ku (第5版)

se*pu*ku (第6版)
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f.A*Mサta 「秋田犬」、トshi*gd*ro rイシダロ・カズオ」、 No・酵chi

「ノダチ・イサム」、 Su*z(i*ki method r鈴木バイオリン教育法」

(以上第6版)

g. Ni*s6i、 San*Sii (第5版)

Nf'sei (第6版米音)、 S丘n*sei (第6版)

(26a)-(26d)の語は、第6版で第1強勢が語末第2音希に付与されるも

のであり、(26i)は第6版に新しく載っている語である。第5版の語で、

iii-
riu未第2.V-
rn節に強勢がある<?>・'まseptikuのみである。(260はr.si--frt..Hi
ではあるが、強勢は語末第2音節にのみ付いている。このことから、第

5版では(23c)の規則が(23b)の規則に優先していたが、第6版では

(23b)が(23c)に優先していると言える(26g)は2音再話であるが、

第6版では(23a)に優先して、英語の2音節名詞強勢パターンを適用して

いる(f6mail,p五紙era,reportなど)0

以上のように第6版では語末第2書庫にアクセントを栂与する語が増

えているのであるが、他の英語辞典のアクセントを見てみよう。

(27) a. OED. h由hido

Webster : b丘shido

ODP: b由hiあく米音)、 bushido (英音)

LPDi ft由hidd (米音) 、 Bushfdo (英音)

b. OED: a豆si

Webster : s丘shimi

ODP: sashfmi (米音) 、白孟Shimi (英音)

LPD : sashfmi

(27)の例から、 OEDと　We緬は第5版のように語末第3音鮪に強勢

を付し、 ODPとLfDは第6版のように語末第2と第3音節に強勢を

付している　ODP (First publ由hed 2001)とLPD (Firsもpublished
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1990)が、 OEDとWebsterに比べれば新しい辞典であるということか

ら、語末第2音節強勢の傾向は、第6版に見られるように増大している

と言える。

語末音節に第1強勢の付与される語が、第6版に三つ見られるo他の

辞典と比べてみよう。

(28)語末音節のアクセント

a. Bti-shi'db

B血　shi*d6

Bd shi*do

b.Ya'mえ　to一色

Ya・ma'to-e

c. zAi*ba*tsu

zai'b畠　tsu

zえi'ba'tsd

(第5版)、 Bu*shi*do (第6版英音)

ODP (英音)、 LDP (英音)、 『ジーニアス』 (英音)

『ジーニアス』 (米音)

(第5版)、

(第6版米音)、 Ya*mえto一色(第6版英音) 「大和絵」

(第5版)、 Zえi*ba*tsd (第6版)、

OED, ODP

『ジーニアス』

(28a)のBushidoのように語末の音節に第1強勢を置く発音は英

音であるが、英音でもBushidoの方が主な発音である　LPDでは、主

要な発音(main pronunciation)と代替発音(alternative pronunciation)

を明記しているので参考になるo他の辞典でも、二つの発音記号が載っ

ている場合には、一般的に最初のものが主な発音であるから、 Bushido

が主なアクセントゼあり、 Bushidoは2番目に聞かれる発音ということ

になる9一方、 『ジーニアス』は、 zaibatsdも含めて、語末に第1強勢

を置く発音だけを記載しているoこの傾向は第6版にも言えるOEDと

oDPはzai'bえtsuが一般的なのか、第6版のZえibatsuが多く聞かれ

るのか筆者には確かなデータがないので分らないが、 zえi*ba*tsuのよう

に語末の音節に第1強勢のある語は例外的であるo

(28b)のYえma*to-eのアクセントは、第6版米音の代替発音であるo

語末の<e> 「絵」に主強勢を付与するのは、 「大和」の「絵」という意
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味だからであって、 也 ki'yo-ye 「浮世絵」、 chえ・no・y丘「茶の湯」と同じ

強勢パターンになるo同様に、 Btishidoも「武士の道」の意味で「道」

が主要形態素だと考えられる。

Ya*m畠.toはOEDとWebsterでは<ma>に強勢が付いているが、

Yえma'toeのように<e>が付加すると、強勢が<ya>に移動してい

る0第5版と第6版の強勢位置の違いを見てみよう(29d,e)の強勢は『研

究社』からのものではない。

(29)リズムの変化

a.u*ki*yo-e (第5版) -凸ki'yo-e (第6版)

b.Ya-ma*t0-6 (第5版) - Yaォma・to・6 - Ya・ma・to-e (第6版)

c.Y6*ko*hえmabean (第5版) - Y6-ko-hえmabean (第6版)
′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

d. Salvation Army → SえIvation Army,

transistor r云dio → trえnsistor r畠dio

e・ Mississippi River - Mississippi River
ノ

(29a,b)の例は、弱強弱強の,パターン(第5版)から、強弱弱強パタ

ーン(第6版)へのリズム変化を表わしている。強弱弱強パターンは全

体から見ると強弱強パターンである。このパターンの変化はより良いリ

ズムへの変化であり、 (29c)の英語の例のように、リズム規則(Rhythm

Rule)(Liberman & Prince 1977, Kiparsky 1979, Hayes 1984, etc.)の適

用されたものである。外来語である日本語に、英語の規則を適用するよ

うになった例であるが、ゆっくり話す場合のが第5版で、速く話す場令

のが第6版のリズムである。普通のスピードで話す際には、 ukiyoeの

<yo>やYamat06の<to>がアクセントのある音節の谷間になる強弱

強リズムよりも、 ukiyoeやYえmatoeのように二つの音節が弱になり、

語全体として強弱強パターンになる方が好リズムなのである。

余談になるが、2002年のサッカーのワールドカップが日本と韓国で開

催されたが、その際、両国名を英語で表わすのはKorea・Japanと
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Japan-Koreaのどちらが韻律上良いのであろうか　Korea-Jap急n

/kari:ad33p盃nOまアクセントのある音節の間に二つの軽音節があり好い

リズムになっている。一方、 Japえn-KoreaM33両nkarira/はアクセント

のある音節の間に一つの軽音節しかなく、句全体としては強弱がはげし

いJapan・Korea M3軸ankarto/も好リズムであるが、 Japan M33p鹿n・/

とはアクセントも発音も変わってしまう　Korea-Jap&nはukiyoeや

Yぇmatoeとリズムが似ている　(29c)の語のアクセントは、 『研究社』
/

ではSalvationArmy, transistor radioであり、リズム規則が適用され

ていない。全体を名詞句と捉えるよりも、二つの語の連続と見なしてい

る。また、 Y6kohamabeanのリズムはMississippiRiverと同じであるo

3.4　発音

英語辞典の中の日本語の発音は、その母音にアクセントがあるかどラ

かによって決まってしまう。大方という意味は、日本語の音節が、 CV

の開音節であるため、強勢のない母音でありながら長母音になることが

あるからである。また、米音と英音の発音にも若干の違いが見られるo

まずどのような発音規則が日本語に適用されているかを調べ、続いて米

音と英昔の発音の違いから両言語の特徴について述べていくo

3.4.1アクセントと発音

アクセントのある母音が、長母音あるいは二重母音に発音され、アク

セントのない母音が短母音に発音され、更にアクセントのある母音でち

子音群の前の母音が短母音に発音されるのは、英語の一般的な規則であ

る(SPEIS)日本語に英語の強勢規則が適用されているのか見てみよ

う。まず最初に、重音節に強勢の付与されている語を挙げよう。例はす

べて第6版からのものである。特に米音、英音の明記のない発音は、米

音、英音の両音に共通のものである。

97



(30)重音節への強勢

a.開音節

Bu・shi・do/bu:jidbu/ (米音)、 Bu*shi*do!叫i‥dau/ (英音)、

ka*bd ki/kaM:ki/、 kA bu'ki /kd:buki:/ (米音)

Sat・su・ma/sastsu:ma/ 「ウンシュウミカン」、

tern・pu・ra /tempかre/ (米音)、 /tempuare/ (英音)

b.閉音節

h6n・cho /hd(:)ntjbu/ (米音) 、 /hontjbu/ (英音)、

in・rou/inrou/ (米音)、 /inrau! (英音) 「印龍」、

ren・ga /r軸ga/、 S丘t・su・ma /s金tsuma/、 tem'pu'ra It芭mpura:/

上の例では、強勢のある母音が長母音に発音され、強勢のない母音は檀

母音に発音されている。第6版でこの傾向の見られる語が、次のように

いくつかある。

(31)非強勢短母音

a.Bush皇do [bu:ji:d9u] (第5版英音) -伽:jidou/ (第6版米音)、

B旦shi*do/buji:dau/ (第6版英音)

b. fujL[f(j)也:d3i:] (第5版) - /fu:d3i/ (第6版) 「富士綿」

C. n旦nchaku 【nu:n鱗:ku:] (第5版) - !nAn騨:ku:/ (第6版)

(31)の例を見る限りでは、第6版では長母音に強勢が付き、短母音

には強勢が付かないように修正されたように思われるが、そのような請

は少なく、ほとんどの語は第6版でも母音の性質は変わっていないoそ

れとは逆に、非強勢母音であるにもかかわらず、第6版で長母音に発普

されるようになった語も次のようにある。

(32)非強勢長母音

a. shing。n [Singan] (第5版米音) - /JSjga(:)n/ <第6版米音)
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b. shog退n L匝gan] (第5版米音) - /jougu:n/ (第6版米音)

匝ugan] (第5版英音) - /jaugurn/ (第6版英音)

c. ts旦n丘mi [tsund:mi] (第5版英音) - /(t)su:nd:mi/ (第6版米音、

英音)

(32)のように癖6版で長母音に修正された語もあり、第6版で母音の

長さについて大幅な修正があったとは言いきれない。外来語に対して、

ある面では強勢のない母音を短母音に発音するという英語の音韻規則を

適用しながら、他の面では母音をはっきりと発音して原語の音韻的特徴

をも表わしている。

第5版と第6版で異なる母音の発音の一つに語末の<i>があるo請

末の<i>は、第5版では一般的に米音は[i]、英音は【I]と区別されて

いたが、第6版では米音、英音共/i/になっている。第6版で英音を/i/

に変えたのは、語末では緊張母音になる英語の規則を適用したためと、

[I]よりも/i/の発音の方が日本語に近いためであろう<1>の発音を『研

究社』と他の辞典で見てみよう。

(33)語末<i>の発音

a. akebi匝‥k。bi] (第5版米音)、匝:kibi] (第5版英音)

/a:kabi/ (第6版米音、英音)

obi [oubi] (第5版米音)、 [3Ubl] (第5版英音)

/oubi/ (第6版米音)、 !aubi/ (第6版米音) 「帯」

b. obi Mubi/ OED, /oubi/ - /oubi/ Webster, /6ubi/ ODP, /Subi/ LPD

(33)の例から、強勢のない語末の<i>は、最近の辞典では[i]と表記さ

れていると言えよう。語末の母音の発音をアクセントのある場合とない

場合で見てみよう。次の語で特に英音の明記のないのは米音であるo
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(34)語末強勢母音

a. <i># - /i:/: choregi /tjorrougi:!、 t6ri皇/taril:/

b. <u># - /u:/: chanoy丘/tja:nouju:/、 ryu /riu:/

c. <e># - /eI/: n痘tsul埴!n芭tsukとI/、血kiyo-y豆/u:kiou(j)ei/

d. <o># - /ou/(米普):Bushi地/bu:jid∂u/,shakud丘/Ja:ku:do/ 「赤銅」

- /au/(英音): Bushid金仏独d3U/、 shakudo牌ku:dSu/

e. <a># - /a:/: h豆niw亘/hcr.niwa:/、 t6mpur盆!t芭mpurci:/

f. <ai># - /aI/: bo鵬ai仙ouns畠I/、 SAmurai /s盛m(j)urえI/
1  P

g. <ei># → /eI/: Igsei /i:sei/、 Kibei /ki:bei/

h. <oi># → /〇i/: Yayoi /ja:pi/

(35)語末非強勢母音

a.<i>#-/i/:k丘m皇/kd:mi/「神」、harakir皇/ha:r9kiri/

b.<u>#-/u:/:bunr&k旦仙unrd:ku:/、shi丘ts旦/jidttsu:/

c.<e>#-/i/-/er/:kえkk皇/k盃ki/-/kd:kei/

S畠k皇/sd:ki/-/sd:kei/(英音)「酒」

d.<o>#-/ou/(米昔)‥dojo/doud3ou/「道場」、inro/i:inrou!

-/au/(英音):dojo/daud.33u/,inro/inraU/

-!a/(米昔):kimono/k9in6un9/(米音に/kamounou/もあ

り)

e.<a>#-/9/:geisji旦/geijo/、ikeb豆na/ike工bd:na/

f.<ai>#-/ai/:bans旦皇/bounsai/,itailt旦皇/f:taii:taI/

′
g.<ei>#→/eI/:Iss皇皇!I:sei/,Nisei/ni:sei/

(34)と(35)のスペリングと発音の関係を見てみると、 (35)のkakk皇

/k魚ki/, sak皇!sd:ki/, kimono /ksmouna/の代替発音を除いて、アクセン

トによって母音の発音が全く異なるのは、 <i>とくa>だけである。こ

の二つの書記素の発音は∴長母音には強勢が付与されるという英語の強

勢規則に順じているが、他の書記素に関しては、長母音や二重母音と強
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勢の関係が明確ではない。これらの長母音や二重母音は、英語の譜桑な

らば当然強勢の付与されるものである(35b)の[u:】は英語の発音に従

ったものであり、語末では(34b)と同じく緊張母音になる。語末の非強勢

母音<u>は[U]や[u]に発音されることはないので、日本語に対して

も[u:】に発音している。英語では語末の[u:]には必然的に強勢が付与さ

れるのに対して、 (35b)のbunrak旦shi丘ts延には強勢が付与されていな

い。このことから日本語の発音については、一概に、英語強勢規則が逮

用されたものだとは言えない。実際次のように、強勢のない<i>とくa>

も語末以外では長母音に発音されている。

(36) <i>　とくa>の非強勢長母音

a. ko旦n /koua:n/ (米音) 、 S旦nsei /sa:ns6i/、 Sashimi /sa:ji:mi/ (米音) 、

Y旦yoi /ja:joi/

b.王ssei /i:sei/, N皇s6i /ni:sei/

日本語の場合、語のスペリング、つまり書記素に強勢が付与され、そ

の強勢によって発音が決められているが、母音の長い短いは(36)の語

のように随意的であるものもある。一方、英語の強勢は、音節構造によ

って決められるので、スペリングに従って強勢を付与する日本語とは逆

である。日本語への強勢と発音はそのスペリングから予想され、英語の

強勢はその発音から予想されるのである。

3.4.2米音と英音

米音と英音の違いを第5版と第6版を比べて見てみよう　<a>が米音

で/a:/に発音され、英音で/把!に発音される語は第5版にもいくつか

あるが、第6版では次の(37a)に見られるように、両音の違いが一層

顕著になっている。しかし、一方では、雨音に違いのない語も多く、 (37b)

(37d)は第5版と第6版の両方に見られる発音であるo
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(37) <a>の発音

a.米音!cL:/、英音/ae/

1)第5版に米音、英音共[可と記載されている語

kamikaze /ka:m3kd:zi/ (米音) 、 /k尭mikd:zi/ (英音)

koan /koua:n/ (米音)、 !kauaen/ (英音)

S旦shimi /sa:罪:mi/ (米音) 、 /saeji:mi/

sh旦kudo/Ja:ku:dou/ (米音)、修ku:d-3u/ (英音) (第6版新出語)

shiatsu /Jidrtsu:/ (米音)、 /jiaetsu:/ (英音) (第6版新出語)

Yam旦tO-e /ja:ma:touei/ (米音) 、 /jasm盃buとI/ (英音)

2)第5版に米音、英音共匝]と記載されている語

harakiri /ha:r9kiri/ (米音) 、 /hおak壬ri/ (英音)

3)第5版も米音[a:]、英音Nと記載されている語

kakem。n。 /ka:kam6unou/(米音)、 !k尭kim9Un9u/ (米音)

b.米音、英音共/a:/の語

akebi /tirkabi/, Bunraku /bunrd:ku:/, ch旦noyu /tja:nouju:/,

habu /hd:bu:/ 「ハブ」 、 habutae /hd:b3tai/, haniwa /hd:niwa:/,

hib旦chi7hibd:tjiA ikeb旦na Akeibd-.na/, kaki /kd:ki/ 「柿」 、

k旦tsura /kd:ts。r9 tri:/, K旦WaS旦ki desease /ka:w3sd:ki dizi:z/

「川崎病」、 mik盈do /makdrdou/、 origami/ら(:)ngd:mi/ 「折り紙」、

r旦ku /rd:ku:/ 「楽焼き」 、 S旦ke /sd:ki/, sh旦kuhachi /ja:kuhd:tji/,

wasabi /wd:sabi/、 Y旦yoi /ja:pi/

C.米音、英音共/a:/と/ae/の語

kakke /kd:ki/ - /k盃kei/, tatami /ta:td:mi/ - /tastd-.mi/、

yagi /jd:gi/ - /jaegi/ 「八木アンテナ」

d.米音、英音共/ae/の語

kara。ke /k叡iouki/ 「カラオケ」 (第6版新出語)、

samisen /s盃masen/, s旦murai /s畠m(j)urai/, S旦tsuma /s創suma/

e.米音!a:/、英音!a:/と/Ze/の語

sukiy旦ki /su:kijd:ki/ (米音) 、 /S血:kijd:ki/ - /sbkijseki/ (英音) 、
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tanka /td:r)k。/ (米音) 、 /td:rjkaI - It軸ka/ (英音、

第5版に!t軸ka/なし) 「短歌」

f.米音/ae/と/a:/、英音/ae/の語

y旦kitori /jaferkitori/ - /ja:kitori/ (米音) 、 /jaekitori/ (英音)

「焼き鳥」 (第6版新出語)

(37a)の例を見ると、米音は/a:/に、英音は/2e/にと区別の方向に

向かっているように思えるが、他の例に見られるように、米音、英音で

区別されない語も多い。 <a'の発音に/α:/が断然多いのは、外国語と

しての日本語に近い発音とみなしているからである。

<0,の語末の発音は(34d)に(35d)挙げたので、語末以外の位置で

の米音と英音の違いを見てみよう。次の発音例はすべて第6版からのち

のであるが、特に明記している以外は第5版と同じであるo

(38) <o>の発音

a.米音/ou/、英音/au/の語

dojo /doud3ou/ (米音) 、 /dァud3au/ (英音)

kakemono /karkamounou/ (米音) 、 /k放imaunau! (英昔)

karaake /k叡i6uki/ (米音) 、 /k金riouki/ (英音)

kimono !kimouna/ (米音) 、 /kimounau/ (英音)

k。an /koua:n/ (米音) 、 /kauaen/ (英昔)

koto /koutou/ (米音)、 !k9Ut9U/ (英音) 「琴」

Noguchi /nougu:tji/ (米音) 、 !n3Ugu:tJi/ (英音)

。bi/oubi/ (米音)、 /aubi/ (英音)

romaji /roum9d.3i/ (米音) 、 /raumad3i/ (英音)

shogun /JSugun/ (米昔)、 /jougir.n/ (英音)

shoji /joud3i/ (米音)、 /J9ud3i/ (英音) 「障子」

tofu /toufu:∫ (米音)、 /taufu:/ (英音) 「豆腐」

tokonoma /toukanoum。/ (米昔) 、 /tsukgnSumg/ (英音)
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ukiy旦-ye /ii:kiou(j)ei/ (米音) 、 /u:kiau(j)ei/ (英音)

Yamato-e /ja:ma:touei/ (米音) 、 /jaemaetauとI/ (英音)

Yokohama bean /jouk。ha:m3 bi:n/ (米音) 、 /J9uk9(u)ha:m9 bf:n/ (莱

音)

b.米音/ou/-/a(:)/、英音/9U/-/o(:)/の語

bonsai/bounsai/伽(:)nsai/ (米音)、 /bonsai/舶unsai/ (英音)

C.米音/a(:)/-/o(:)/、英音/o(:)/の語

Bon/bo(:)n/-/bd(:)n/ (米音、第5版に/bd(:)n/なし)、 /bo(:)n/ (莱

音) 「盆」

hokku /ho(:)ku:/ - /hd(:)ku:/ (米音) 、 /hoku:/ (英音) 「発句」

origami /ら(:)rigd:mi/ - /a(:)ngd:mi/ (米音) 、 /o(:)ngd‥mi/ (英音)

d.米音/a(:)/、英音/〇!の語

honcho /hd(‥)ntjbu/ (米音) 、 /h5n球∋U/ (英音)

Nippon /nipd(:)n/ (米音)、 /nfp〇n/ (英音)

shingon /Jii]ga(:)n/ (米音)、 /fog。n/ (英音)

e.米音、英音共b:/の語

chorogi /tjo:rougi:∫, Fujimori / fu:d3imo:ri/ 「フジモリ(ベル一大統

嶺)」 (第6版新出語)、 satori /sgto:ri/、 torii /to:rii:/,

yakitori /jae:kito:ri/ (第6版新出語) , zori /zo:ri/ 「草履」

(38a)の語のように、 <0,は!ou/と/au!に発音される場合が多いo

(38b)のbonsaiの<o>も/ou/と/30/に発音されているが、閉音節

の母書く。>が/ou/と!。U!に発音されるのは、英語では稀であるo /ou/

と/。。!の発音は、英語の音節構造を無視した日本語のスペリング<o>

に対する発音である。英語ではbone /boun/、 bony /bouni/、 bonus

化ounas/のようにスペリングが<onV>の語は<o>を/ou/と発音す

るが、 bond /T3a(:)nd/ (米音) 、 /bond/ (英音)、 bonfire /bdCOnfaial-/ (米音) 、

/b。n免13/ (英音)、 bonnet /bd(:)nit/ (米音)、 /bonit/ (英音)のように、

スペリングが<。nC>の語は<o>を/ou/や/。U/には発音しないo
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(38b)-(38d)では、米音と英音の違いが/a(:)/とh/にあるが、これ

は英語に対する米音と英音の違いでもある(38e)は<or>の発音である

が、米音と英音が同じである　<or>の発音としてb:r/のみを載せてい

るのは第6版になってからである。第5版では、英音は[o:]のみである

が、米音には次の(39)のように[。:]と【o‥]の二つの発音が記載されて

いた[o:]の発音を第6版から削除したのは、 (39b)の英語の発音にも

同様に見られる。

(39)第5版と第6版の<or>の発音

a.日本語

ch鑑ogi [tjo:ro(u)gi:] - [tJ6:ro(u)gi:] (第5版米昔)

/tjo:ro(u)gi:∫ (第6版)

satori [s3to:ri] - [sgtorri] (第5版米音)、 !satotri/ (第6版)

torii [to:rii:] - [t6:ril:] (第5版米音)、 /to:rii:/ (第6版)

Z班[zo-.ri] - [zo:ri] (第5版米音)、 /zo:ri/ (第6版)

b.英語

door [d〇31-] - [dO3^] (第5版米音)、 /d〇aV (第6版米音)

m旦迫[m。可- 【moa1-・] (第5版米音)、 /m〇計/ (第6版米音)

S也皇【st。al] - [stoa^] (第5版米音)、 /st〇3-/ (第6版米音)

アメリカ英語には【o可の発音は現に存在しているのであるが、それ

を方言あるいは非標準的発音とみなし、第.6版から削除したのであろうo

それと同じ理由で日本語の[o:]の発音も削除したと思われるが、第1

の理由は[01の長母音[o:]の発音は英語話者にとって難しいことにあ

る　doorを[do可と発音する人でも[do:al-]の発音は難しく、二重母

音の[doual-]なら発音できる0

第5版では、無声歯茎破裂音にのみ弾音の発音記号[も】を用いていた

が、第6版では無声音と有声音の両方の弾音/y,/旦/が載っているo 『研

究社』ではたたき音と呼んでいるが、日本語は弾音が一般的であるので、
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本車では弾音と呼ぶ。 『研究社』ではjyと1dIの二つの音声記号を用f

いているが雨音には発音上違いはないので、二つの発音記号柱日本語の

音素の違いを表わすためであるo弾音は米音のみであるが、次のように

非強勢母音の前に起こっているO

(40)弾音

a. Akita hid:塗/ karate /kard:ti/、 koto /k6u無ul, Seto (ware)

/s&tou (wと&)/、 Shinto /Jmt脚f 「神道」 、 Yamato-e fjh:班:tou&/

b. aikido /aiki;dou/、 judo /軸:軽! r柔道」 、 mikado /mikd:dou/, ud0」

枚dou/ rウド」
○

弾音化しない/tlにitai-itai/f:ta去:ta工/ rイタイイタイ軌があるが、

[f:th&rf:th&i]と措気刑こ酎'iされるのであろうO

次に<y>の発音を見てみよう。

(41) <y>の発音

乳頭子音の/jj

sho*yu/J6uju:/楳音) r醤油」、 Ya・yoi/ja:pi/, yen/jJn/ 「円j

h.繊音1音節発音

恥kyu /出血:fcju:/, To 'kyo -ite /t6ukiou急甜

C.くy>の両音節化

Rsru'kyu /rij&kju:/, sho 'yu /j3:軸l (英音)

d. <y>の再音節化

sho*yu /Sra:/ (英音)

e, <y>削除

u * ki * yo-ye fk:lsiou(j)6v

(41a)の<y>は音希頭子音(o舶et)であり、射こ発音される(41蝉ま　軸

音を含む音節<CyV>がiCi-VIと、 2音節に発音されるものであるo
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(41c)のRyukyuとshoyuの発音は、 <y,を二つの音節に結びつけた

ものである　<y>は頭子音では/j/に発音され、核音(nucleus)では/i/

に発音される。

英語は/u/の前に伊を挿入する発音があるが、日本語にも適用され

ている。

(42) /j/挿入

fu'ji [fju:d3i:】 (第5版) 、 ∫ fu:d3i/ (第6版)、 sa・mu・rai/s盛m(j)uraI/、

fu・ton/fju:ta(:)n/ 「布団」 (第6版新出語)

(42)の語は/i/が/u/の前で随意的に挿入されているが、 fujiは第6版

では石/が挿入されないIyの挿入は、例えば英語のfuze /fju:z/や

samuel /s金mjiral/のような語への類推であろうo

Hayes(1989)のモーラ音韻論(moraic phonology)に従い、 /i/に発音さ

れる<y'をモーラとし、日本語のモーラ単位から英語の音節単位を形

成する過程を表わしてみよう(41b)のRyukyuの<ryu>は次のよう

に2音節化(bisyllabification)されるo次の[o]は音節、 [汁】はモーラ

を表わす。

(43)<yu>の2音節化

Ryukyu o

¥LI U

u

八軒
ky u　-　　y u ky u　→ /ritirkju:/

Ryuの<y>は基底形ではモーラであり、 kyuの<y>は頭子音であ

りモーラではない。 Ryuもkyuも日本語では同じ物音でありながら、

kyuが2音節にならないのは、原語の発音を保持しているのであろうo
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第5版には2音節共物音の[rju:kju:]が載っているo /riu:kju:/の発音

から見ると、強勢のある/u:/は単独の音節とみなされるo

(41c)のRyukyuとshoyuの<y>が二つの音節に結びつく両音節

化(ambisyllabi丘cation)はKahn(1976)によって提案されたものである

が、本稿ではモーラ音節論で表示するo

(44) <y>の両音節化

a. Ryukyu

・'Aa

r y u

A
kv u　-

鮪L
y u ky

b. shoyu

LL

廿
a a

y u ky i

LL

u　→

値h
T^コ　サa u ky u　→ /riju:kju:/

oooaa

(¥A(KAi¥

shoyu-shoyu-shoy

i,汁

y u　→ /JSiju:/

(44a)は<yu>の2音節化の後に<y>の両音節化が行なわれたもの

である　Ryukyuの<y>は後ろの音節の頭子音となっているが、 (44b)
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のshoyuの<y>は前の音節とも結びついている　<y>が頭子音にな

るか核音になるかは、母音の前にあるか後ろにあるかによるo

(42)のsamurai /s盃m(j)urえT/はくu>の前に/i/を挿入しているの

で、同様に(41c)のKyu-kyu /riju:kju:/も/i/挿入と考えられようoし

かし、この場合の/j月ま書記素<y>に対応する発音とし、両音節化と

考えるのが妥当であろう。

(41d)のshoyuは、伽:/と発音されているので、 shoy・uと2音節

に分けられる。 sho・yuの<y>を左の音節に移動する再音節化

(resyllabification)は、 Selkirk(1982)によって示されたものであるが、そ

れをモーラ音節論で表わすと次のようになるo

(45)再音節化

shoyu

o

L、 ＼:u i,汁

sh o y u→

雨読
sho y u→sh o y

a

I

LL

I

u → /jom:/

Selkirkの再音節化臥強勢のない音節の頭子音、例えば碑の/j/

を左の音節に移すのであるが、移動先では音節の尾子音(coda)音になる。

(45)のように核音(nucleus) <o>と結びついて二重母音になる例は

Selkirkにはないが、 <y>は尾子音になることはないので、前の母音と

二重母音を形成する以外にない。

3.4.3アクセントのある母音の発音

本章の最後として、これまでのデータと重複するのであるが、まとめ

として『研究社』に載っている日本語の母音の発音を、アクセントがあ

るもの(3.4.3節)とアクセントのないもの(3.4.4節)に分けて、外国
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語である日本語に対する音節と発音の「毅的特徴について見てみよう0

まずアクセントのある母音の発音から見ていく。アクセントは母音に

だけ付与されるのではなく、実際には音節全体が他の音節より卓立して

発音されるのだが、そのピークになるのが核音である母音であるので～

本章ではアクセントのある母音を第1強勢あるいは第2強勢を取る母普

とする。発音記号で、特に英音、米音の記述のないものは、どちらの言

語にも同じ表記の母音である。以下に用いる発音記号は第6版からのち

のであるが、第5版になかったものはその旨明記している。

(46)アクセントのある母音<a>の発音

a. /a.7: ikebi /d:kabi/, c王壇noyu /碑:no叫&/, ga癖ku l野:癖:ku:K第

6版になし), 1壇bu /h丘:bu:/, hJiniw旦/h点:耶fc/,

hibachi触b丘:tji/, hibikus】壇/hibd:坤:/(真書), ikeb孟na

ikebゑna乃:k9ba:na/, 】払ki /kfi:ki/,】臨mi fkaimiJ,

kaznika雄j姐:ma友丘:zi/(英音は/地mskdr zi/ ), karate

/ksrd:ti/? s独e /sd:ki/, sh独uh貞chi /Ja:kuh6:蜂/,嘘nka

舶:顎ks/, ta蛤mi /tetd:mi/} tsul盛mi ltu:血:mi/,

W丘sabi /wfi:s9bi/

h.血/ : Mrakfri/h畠rakiri/(英音、第5版は米音にもあり).

S丘mis由l /S盛masとn/, s畠murai /s盛m(i)urえI/(第5版には

jBd:muKii/もあり), S直也uma /s盛tsuma/

C.血:/ -鹿/: 】壇　/kJM-互丘:kei/

(46)の例から、強勢のある<a>は、ほとんど血こ1に発音されると言っ

ても良い(46b)形/由/の発音は、 sam#i#sen, saも・su*血急のように、

強勢音帝をCVCと捉えているからである(46c)のkafckeと(46b)の

samurai　第5版)には/ae/と血:!の二通りの発音があるが、これは

英語話者が音節をどのように捉えているかによる　kak*keの<a>は、

スペリングからは短母音の　jdにしか発音されないのであるが、
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/ka:kei/という発音がある。子音群を無視してka・keiと考えたのであ

るO 『研究社』には、 hock*ey [hd(:)ki], bot/tem匝C)tam]の表記がある

ことから、 /a/は長母音に発音されると考えるべきであろうoちなみに

oDPには【hdki] (米音)、 [hDki] (英音)と[bddom] (米音)、 [batam] (莱

育)の短母音しか記載されていない。

(47)アクセントのある母音<i>の発音

a. /i:/: itai王tai /f:taii:tai/, kえbuk主/kd:buki:/(米音), tori主/to(:)rii:/,

uk主yo-e /u:ki:jo(u)(j)ei/

b. /I/: nippon /nipan/, Sh壬nto /Jintou/ kir壬n /ki:rfn/, inro [fnrou]

C. /i:/-/i/:主keb丘na /i:keibd:na/-/ikeibti:na/,

sh壬ngon /ji:ngan/-/jingan]

(47)の語で、後から2番目の音節に強勢が付与されているのは2音節語

である。これは、 <i>は強勢の付与され難い母音であることを意味するo

(47)の発音から、強勢のある<i,が開音節であれば!i:/と発音され、

Nip*pon, Shin*toのように<i,が閉音節であれば!I/に発音されてい

ると言える。ところがShingonには/Jirngan/の発音もある　<m>が

!i:nOこ発音されているのは、 kakke同様、閉音節を無視して強勢のある

母音を長母音に発音していると考えるべきであろうoそうすると、強勢

のある母音は、閉音節であっても長母音に発音するという規則が、外国

語である日本語に働いていると言える。大したことではないが、 (47c)

のShingonの<n>が軟口蓋音/g/になっていない　Tanka /tfirglra/,

renga /r軸ga/, pachinko /pstjnjkou/のくn>が旬月こ表記されている

ので、 /jfggan/となるべきであるo

(48)アクセントのある母音<u>の発音

a. /u:/: hibakusha /hi:b9kd・M第6版米音のみ)、適do /d3ii:dou/,

Ryiikyu /ri(j)ti:kju:/, sats亘ma /sa∋tsu:ma/, s由no /sd.:mou/,
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S丘shi /su:ji/ 「寿司」 , ts血tsugam丘shi disease

/(t)su:tsugamu:Ji/,丘do /ii:dou/, Zえibats丘【zaiba:tsu:]

b. /U!: temp亘ra /tempuかra/

C. /u:/ - /u/: B丘shido /b軸dou/ - /burjidou/(第6_版の英音は/U/),

kab丘ki /kab丘:ki/(第5版に[kabuki]あり)

(48)の!u:/と/U/の発音も、語の音節の区分にある(48a)のsatsuma

と(48c) kabukiには、 <u>に強勢が付かない/S盛tsuma/と/kdrbuki/

いう発音もある。強勢のある　<u>は通常/u:/と発音されるのであるが、

(48b)のtempliraには/tempdrra/という発音はない。これは英語では、

<u>がcure /kjuaV, cu・ri・ous /kjuac-riss/, pure /pjua蝣/, pu・ri・ty

/pju計rsti/のように、 /r/の前では弛緩母音に発音されるためである。

Bushido化軸dou/の/U/の発音は、英語のbash*el化亘固/のように

CVC音節とみなした発音である。

(49)アクセントのある母音<e>の発音

a. /」/: n皇tsuke /n芭tsuki/, r皇nga /r軸g∂/, S畠mis金n /ssemasとn/,

S貞n /S芭n/ 「銭」 , S亘ppuku [sepuku:](第6版になし),埴mpura

/tempura/, y豆n /jen/, Zen /z芭n/ 「禅」

b. leil: netsuk金_/n芭tsukei/

C. ′ei/ - /e/: S豆to /seitou/ - /S芭tou/ 「瀬戸焼」

(49)の例から、強勢のある<e>は、 CVCの閉音節では/e/と発音され

ることが分かる　netsukとの語末の<e>が!eI/に発音されるのは、開

音節だからである。一方、 Setoの<e>に二通りの発音があるのは、開

音節とみなすか閉音節とみなすかによる。

短母音の/e/は、第5版では[e】と表記されていたo /e/と/e/は共

に中前舌母音(midfrontvowel)であるが、別々の音素である0両音は

前舌部の高さ、つまり口の開きが異なる音なので、筆者は別の音声記早
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を用いることに賛成であるo　まだ雨音を区別して表記していない辞書が

多いのであるが、これは雨音には、二重母音と短母音という違いがある

ので、同じ音声記号でも問題がないということであろうl&lは無声破

裂音の前では短音化して/elと発音されることがあるO例えばcarnake

放る&m由kf r自動車製造」、 roommate /ru:m由t/ rルームメイト」は普通

のスピードで話すと!kda^m鋤舶:m紺となる。そうするとearmeeh

/k丘aLmとk/ r自動車修理工」 、 mech=mechanic」 、 roomette /ru:m紺「小

部屋」と区別する必要性がでてくる。

日本語の五つ目の母音くo>の発音を見ていこう(50a)の米音と英音

の違いについては前に述べているo

(50)アクセントのある母音<o>の発音

a. /ou/(米音) - /9U/(英音): dSimy& [d&imi6u] - [舶imiSu](第6版は

myoにアクセントなし), d戯o /doud3ou/- /d4u軸u/, go

/g6u/ - /gsu/,

姐kemJmo /ka:kim6unou/放点kim&mau/, ki皿壷no

/kimdunou/ - /kim如nau/, koan /k6ua:n/ - /kauaei琉

ku嘘shi& /kurdujidu/ - /kurSuji&u/,嘘maji /rdumadsi/

fr&tma&yJ, si域i聯ud3i/ - /J3ud3i/,七6fu /七6uh:/ - /t9Ufu:/,

埴ko嘘ma /taukzn6umsf - /tSukanSuma/

b. /o(:)/:も珪n /b5(:)n/

c. /a/; nipp壷n /nip丘d(第5版、 6版米音)

d. /ou/ -ねI: b壷nsai /bdunsai/ - /b丘nsai/(第5版、 6版米音)

e. /3:/ /o:/: eh&ro癖/聯ro/a(u)gi:/ - [騨:ro(o)p:], sa触i /s9t5:ri/ -

[s9t6:ri],嘘r退/t5:ri!:/ - [t6:rii:],嘘ri[z5:ri]-[z6:n]

(以上　第5版米音。第6版にはlo:】なし)

£ /a(:)/ - /a/: Mkku /k5(:)ku:/ - /hdku:/ (第5版、 6版英米音)

(50)の例に見られるように、 <O>は/ou}au/>/o(:)/,/a/, /o:/の4種寮に発

Uifc:



音されている。一般的に、開音節の<o>は米音では/ou/、英音では/au!

であり、閉音節の<o>は米音では/cl/、英音では/〇:/である(50d)の

bonsaiのように、強勢のある<o>は音節構造に関係なく、 【ou]と発音

されるものもある(50e)のchorogi,satoriなどの<o>は、第5版では

/。(:)/と/o:/の二通りの発音があるoしかし、第6版では<or>は/。:r/

と表記されている。

(51)アクセントのある二重母音の発音

a. <ai> /ai/: bons急呈仙ous丘il, daimyo !d丘imiou!, h畠butai /ha:batai/,

haiku /hえiku:/,埴i /tai/, zaibats丘!zaibcr.tsu:/

b. <ei> /ei/ kibei /ki:bei/, nisei /ni:sei/, sans畠!sa:nsei/

led - /i:/: g畠sha /g6ij9/ - /gi:j9/(第5版、 6版共米昔)

C. <01> /〇I/: Yay6i /ja:j5i/

二重母音では、 <ei>が/eI/と/i:/の両方に発音されているが、語末

では/i:/に発音される例は見当たらない(49)の<e>もnetsuk金

/n芭tsukei/, seto/seitou/のように!eI/と発音されることがあり、発音か

らはそのスペリングが分からないことがある。ここでの二重母音は、ス

ペリングからのものであり、発音上の二重母音ではないo

(46) - (50)の例から、強勢のあるCV音節の母音が長母音、あるい

は二重母音に発音されているのが分かる。更に、閉音節の母音を長母普

に発音する例もいくつか見られ、日本語の文字をモーラの開音節と捉え

ている感がある。

3.4.4　アクセントのない母音の発音

アクセントのない母音の発音を見てみよう。英語との大きな違いは、

日本語は強勢がないにもかかわらず、長母音、二重母音に発音されてい

ることである。

114



(52)アクセントのない母音<a>の発音

a. /a:/:細癖ku [酢:gd:ku:】(第6版になし), ko塵n /貼ua:n/(第6版英

音は/kauaen/).喝ns&E /sa:ns&/,

Y&m就o一色/ja:md:tou甜(第6飯米音は! j6:ma:t甜由D, Yaydi

/ja:j5i/,　丘wa /ju:kd:wa:∫ r削り」 ,盛ib如S丘!盛iba:ts丘:I

b. /ae/:鴫t8dma !S紀tS由mai

c. /a/: g毎1迫!g坤/, ikebゑ喝乃:keibd:na/,転b丘ki /kab丘:ki/,

rhg逸/r軸ga/, rdmaji舶umsdsi/,鴫t6ri /s3t5:ri/,

縫mpura舶mpura/, tdkondm盈/tdukanouma/,

W孟鴫bi /w丘:sabi/, YdkoMm盈bdukaha:ma](第5版)

d. /a/ - lih Mra-kiri /h畠rakiri/(第5版の米音には捗金nkiri]もあり)

e. hi - /as/: k基点te Zk9r6:ti/(第5版、 6版英米音) - /feser丘:ti/(第5

版、 6版共英靭

」 /a:/ - fmt - /a/:頓埴mi /tot:也:mi/ - /t紀七丘:mi/触tdmが

(52a)のga癖ku, sansei, Yamato-e, Yayoiの語頭の長母音/a:/は、実

際には第2強勢で発音されていると思われるが、英語辞典には記されて

いないQ k6旦n, Yukiwa, zJib旦buの<a>は、第1強勢の直後でありな

がら/a:/と長母音に発音されているが、一般的に英語には見られない外

来語-の発音である　Mra-Mriをjh畠nkiri/と発音するのは、

hurricaneとかr張り切りj -の類推であろうなどと耳にするが、興味

のあるところである　Oxfordには、 1856年のスペリングとしてhar盈-

fcjriを音位転換したhaii-kuriが載っているOこれはhu野-curryとも

綴られたそうであるQ

(52)の<a>の発音を見る.と、強勢のない母音をあいまい母音biに

発音する英語の規則と、外来語の母音をはっきりと/a:/に発音する規則

が浪じっているのが分かる。
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(53)アクセントのない母音<i>の発音

a. /i:/: k圭rm /ki:nn/, mse /ni:sei/ (cf. kibei lkr.Mi/)

b. Ill: hibakusha /hibd:kujb/(第6版米音になし), h皇bachi /hibd:tji/,

N皇ppon /nipdn/(第5版、 6版共米音)

C. Ill ~ /I/: akeb皇/d:k9bi/ - /dkibi/, bibAch圭/hibd:tjl/ - /hibd:tji/,

kabuki /kabu-.ki/ - /kabir.ki/, MkL[kd:ki] - [k^ki], kえm圭

[kd:mi] - [kd:mi], kuroshio [kur6ujiou] - [kuraujiau1, 6b皇

[oubi] - [aubi], torii [to:rii:] - [to:rii:](第5版米音/i/,

英昔/I/。第6版は英音・米音共/iO

d. /i/ - [i:]: Btish皇db /bujidou/(第5版英音に[bti:Ji:d5u]あり)

e. /a/ ~ /I/: h畠n圭wa !hd:nawa:/ - /hd:niwa:/(第5版、 6版とも米音),

kam皇k丘ze !ka:m9kd:zi(第5版の英音になし)- /ka:mikd:zi/,

kim。n。 /kam6uii9/(第5版の英音になし) - /kimaunsu/,

m皇kえdo /makd:dou/ (第5版の英音になし) - /mikd:d9u/ (第5

版の米音になし), S丘sh圭mi [sdujbmi] (第5版の米音)- [sdrjimi]

(第5版の英音), Sえm主Sとn/S盃m∂Sとn/ (第5版、 6版とも米音)

～/S盛mI壷n!(第5版、 6版とも英音)

(53a)のような2音節語では、語頭のCV音節が長母音に発音されること

が多い。長母音の発音であるから、実際には第2強勢があるのだが、ア

クセント記号は付与されないのが普通である　kib6I /ki:bei/のように

<ki>に強勢が付いているのは、英語の規則に基づくものであるので、

他の語に合わせると/ki:bei/と強勢を付与しない表記になるO

(53c)のような米音!i/、英音〟の違いは、特に語末や第1強勢の後に

起る現象であるが、第6版では雨音の違いがなくなっている(53d)の第

5版英音は、 Bu*shi'doのCV音節をていねいに発音したものであるo

(53c)にならうと/M:jid9U/となる(53e)の語に、強勢のない母音をあ

いまい母音に発音する米音の特徴が見られるo一方、(53b)の語の<i'は

/I/に発音され、あいまい母音に発音されていない(53e)の語との違い
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は見出せないが、あえて述べると、英語のrecord /rik5:rd/, betr&y /bit由/

のように、語頭のIil柱ね/に発音され難いということであろう。

(54)アクセントのない母音<u>の発音

a. /u:/: BuniSk星/bunr丘:ku:/, ga癖kB l酢:g6:ku:](第5版), tabu

!h丘:bu:/, h丘i地jh畠iku:/, hokka fhSkuJ,喝nCh急】由

[nu:ntjS:ku:] (第5版),聯kyil /ri(j)fi:kju:/, s毎puka

[sJpuku:】 (第5版), t6fu [t6血:], t鴫nJmi /(t)su:na:mi/

/(t)sund:mi/(第5版英音はMX盛iyo-さ【u:M:jou(j)&] (第5

版)

b. /u/: B旦ndku /bunrd:ku:/} Mb蛍埴i 【M:butai] (第5版),

hib独立Sha /hib6:坤:/(第6飯米音はAS:/).転げ6shid

/kur6聯uL 8さppuku [sdpuku:] (第5版), shy哩Mchi

/j&kuh丘:埴/

c. /a/: Mb旦也i lh丘ba也d(第6版), Mts丑ura trとe /kdrtsaratri:/,

縫mpura litmpars/(第6版米音は叫

d.旬! fvh n触旦ke /n紬ki/ -/n触uk由f

e. !*/: s.旦ki画ki/skijd:ki/(第5版、 6版英米書き

f. /A/ - /9/: shog旦n Ifiv酢n/ - /j"6ugan/(第6版米音はjuO

g. !A/:喝ncMku /nAn騨:ku:/(第6版)

(54a)の長母音は、ほとんど語末の場合であるO語末以外はkJ/あるいは

/alに発音されるのが普通であるが、語頭の母音をていねいに発音した

のが喝nchaku/nu:n騨:ku:/,壷Myo一色/u:M:jou(j)良/の!u:/であるO語

頭の非強勢母音をIu:Iに発音するのは随意的であるので、/nuntJSrku:/,

/uM:jou(j)由/という発音があっても良い。そうすると、これらの語は実

際には(54a)のtsunamiのように/u:CV…Fと/uCV…/の両方の発音が

あることになる。

3音節aftのOIl'"-zR飾Rの<u>は、(54c)のようにあいまい付音に酎:f・さ

117



れている。これは強勢のある音節の後での非強勢化を表わしているo請

頭の/ts!は発音が難しいので、 (54a)のtsunamiの/t/が米音では発音

されないことがある。しかし、語頭でない/ts/は、 (54d)のnetsukeの

ように/ts/に発音されている。

(54f)のshog旦nや(54g)のn旦nchakuの<u>が/A/ tこ表記されてい

る。まずshogunについて他の辞典を調べてみる。 Websterの音声表記

は伽g。n/であり、 OEDのは/jgugun/であり、 LDCEこは/jaugun/

と/jaugan/の発音記号が載っているoさらに、 ODPには英音として

/jaugAn/と/J9Ug(a)n/が、米音として/jougan/が載っており、 LPD¥こ

ち/jaugAn/と/JSugan/が記載されているo英語の　minim旦m

/minimam/やminus/m丘InaS/のくu>は常に/〇!に発音されているに

もかかわらず、日本語の発音を/〟や/U!で表記しているのは、外国語

の母音をはっきりと発音するねらいがあるo

nunchakuについては、 <nun>が語頭にあるので/nAn/と発音する

のが英語らしい。英語のumbrellaが/瓜nbr芭1。/と発音されるのと同じ

である。しかし、 ODPには/nantjaku/ (米音)と!nAntjaku:/ (英音)が

載っている。 ODPの発音については次章で述べるが、米音に/A/の記号

は用いられていない。

(55)アクセントのない母音の<e>の発音

a. /eI/ - /i/: netsuk皇!n芭tsukei/ - In芭ts(u)ki/

b. HI- [i】‥ karえte /k。rd:ti/ [kgerd:ti](第5版英音)

C. /1/ - [i] - led: k独k皇/kaeki/ - [kaeki] (第5版英音)- /kdrkei/,

sak皇/sd:ki/ - [sd:ki] (第5版英音) - /sd:kei/(第6版英音)

d. /i/ - /3/: ak旦bi /akibi/(英音) - /d:kabi/, kkk皇m6no !kあkimaunau/

/ka:kam6unou/(第6版米音)

e. /ell - /I/ [9]: ik皇bえna /i:keibd:n。/ - /i:kibd:na/ - [i:kafofrna] (第5

版)
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(55)の例から、一般的に語末の<e>は/ei/, HI, /i/(第5版英音)に発音さ

れ、語中の旬>は/dかja/に発音されると言える。例外が(55e)の

A:ke王b丘:na/であるが、これは<ke>をていねいに発音したものである。

ちなみにOxfordの発音記号は、 !iki:b丘:na/とiv.1になっている。

(55a)のnetsukeにfn触uke王Iのように語末のI&Uに第2強勢の付

与されないのが英音であるO米音はIn触U】蛭王/のように第2強勢が付い

ているO第5版には【n6tskei]とfn魚卵k&]があるが、桓I]に第2強

勢が付いていない前者は、 【ul削除により2音希になったためであるQ

第6版では、 2音節語は/n^tski/しか記載されていないO

(56)アクセントのない母音のくo>の発音

a. /ou/(米音)- /au/(英音): ch畠噛丘/tja:noi蹄/ ～ l騨na叫:I,

ch6regi /tS:ro(u)gl:/ /tj5:r9(u)盛:/,

d&imyQ Idiimiou/ - /(Mm齢u/, d6由/doud3ou/ - fdSu&puf,

inre /inrou/ - /in指ォ/, jd血1d^ dou/ - /d3ti:dau/,

姐kemd喝/ka:k9m6unou/触kimaunau/,

kimo喝/kimounou/ - /kirn如nau/, ko也!kdutou/舶utau/
事

mik丘血/mikd:dou/ - /m工k6:cteu/
O

b. /ou/ぬ!:b立nB丘i /bouns丘i/ - /bansJi/ (米音)

c. /a/(米音)- bl(英音): Nipp旦n /n玩n/ - /nip〇n/,

Shfn駈n /fin酢n/ - /jingon/

d. tek蛤】由nるma /taukanduma/

<o>は語末ではほとんどこ重母音に発音されている。英語のhot, ton

のような!CoC/の書館は、通常米音ではぬ/に、英音ではb/に発音

されるが、 (56c)の語がそのような発音になっているo語末や強勢音節間

の非強勢母音が/kimouna/ 「着物」や(56d)の舶U垣n6Um豆/ようにbI

に発音されるのは英語の特徴であるが、くo>をb/に発音する例は少な

い。これは英語話者は、 <o>を/ou/と認識しているためである(56a)
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のdaimyoのmyoに第2強勢が付与されないのは、 2音節語だからで

ある。 3音節に区分されると/d豆imidu/と第2強勢が付与されるo

3.5　おわりに

本章での日本語の発音研究は、 『研究社新英和大辞典』第5版と第6

版に掲載されている語糞に基づいているが、掲載語柔の発音は、長い磨

史のあるWebsterやOEDなどの辞典を参考にしたものであろうOとい

ぅのは、どの語桑が外来語として扱われているかは、英語国の英英辞輿

に載っているかどうかによるからである　WebsterとOEDの発音の違

いを調べるのも、アメリカ発音とイギリス発音の違いが分ると同時に、

どちらが日本語の発音に忠実であるかが分り、意義がある0両辞典を比

べて見よう。どちらかというとOEDの方が原語の発音に忠実であるよ

うに思われる。

(57) Webs ter

a. haori　　　　/Muri:/

b. harakiri　　/hあri:kiri:/

c. kakemono　/kakamounou/

d. kuruma　　/kurgma/

e. romaji　　/roumgc^i:/

OED

/hd:ori/　　　「羽織」

/ha:r9ki:ri:/　　「腹切り」

/kakemorno/　「掛け物」

/kurd:m8/　　　「車」

/ro:mad.3i:/　「ローマ字」

辞典には複数の発音記号が載っているのであるが、 (57)の表記は最初に

記載されているものである。

一つの語に複数の発音がある場合、最初に記載されているのが最も顔

繁に使用されるものであるが、どの発音が年代的に古いのかは、辞典か

らは知る由もない。しかし、例えばki*mo*no 「着物」を初めて外来語

として記載する際には、母音をていねいに発音する/ki:mounou!という

発音が紹介され、やがて外来語が英語の言葉として扱われるようになる
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につれて、強勢のない母音をあいまい母音に発音する/kamouna/が紹

介されるようになったと考えられる。スペリングの変化は、発音の変化

も予想できる。例えばoEDは、 inkyo /II)kJ9U/ 「隠居」は1911年以降

のスペリングであり、それ以前の1871年にinkiyoが書物に記載されて

いることを述べているinkiyoは/Iりkijau/と発音されていたと考えられ

る。

『研究社新英和大辞典』の第5版と第6版を比較しながら、日本語の

発音を見てきた。基本的には両版に大幅な違いは見られないのであるが、

一貫性に欠けていた発音を整理しようという試みは感じられた。しかし、

長い間記載されてきた発音を、現実に合わないからといって削除、修正

するのは容易なことではないのだろう。第6版では、 samurai 「侍」や

tsutsugamusi 「つつが虫」のように、複数の発音例が極端に少なくなっ

ている語があるが、それはアクセントの違いがなくなったためである。

逆にtempura 「てんぷら」のように、第6版で発音例の多くなっている

ものもある。二重母音の発音を加えたためである。しかし、このような

例は稀であり、第5版の発音の多様性は第6版でも変わってはいない0

辞典は、再版によって語数が減るよりも増えるのが常である。 『研究

社』も第6版に多くの日本語が加えられ、削除されたのはgagaku 「雅

楽」だけである。しかし、もっと新語を加えても良かったのではないだ

ろうか。 「ふぐ」、 「下駄」、 「仮名」、 「漢字」、 「ラーメン」など良く使われ

る語が加えられていない。 『研究社』には都市、人名といった固有名詞が

少ない。これは日本で出版されている辞典だからであって、 ODPや

LPDのように最近外国で出版された辞典には固有名詞が多くなってい

Mi
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『研究社新英和大辞典』に載っている日本語の発音記号一覧表

第5版の発音は[ ]で表記し、第6版の発音は/ /で表記しているo

太字は第6版に新出の語であるo米音と英音の中間の発音は、両音に共

通の発音である。

米音　米/英音　　英音

ai・ki・do

Ai*nu

A'ki'ta

a*ke*bi

帽Jffi

bon* sai

[聖u:]
/えinu:/

laikidou]

/aikr. dou/
a

/skfc ta/
*

[d iksbi]

/d :kolli/

[bo(:)n]

仙o(:)n/

仙d (:)n/

[bouns叫

[bans珂

[bounsai]

[bdnsai]

/b ounsえI/

/ba(:)nsえI/

仙ounsai/

/bd(:)nsai/

Bun・ra・ku, bun・ra・ku　　[bunrd:ku:J

佃unrd:ku:/

Bu・shi・do　　[b軸dbul
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laikidau]

/aiki : cbu/

/aki ita/

【d : k工bI]

/d : kib i/

/d:k3bi/

[bon]

/bo(:)n/

[bonsai]

【baunsai]

佃onsai/

/bons ai/

日本語

合気道

アイヌ族

秋田犬

あけび

盆

盆栽

文楽

[bu:Ji:d3u]　　武士道



cha・no・yu

cho・ro・gi

dai*my*O,

P丘:Jidou]

Ib軸dbu/

/bu :jidd u/

[tja:nouju:J

/tja:noujii:/

[tjo:ro(u) gi:]

[tj6:ro(u)gi:J

/tjo:rougi:/

[daimiou]

dai * mi * o　【舶工mjou]

/diimj ou/

do*jo

fu'ji

[doud3ou]

/d6ud.3ou/

Fu'ji'mo'ri　/ fu:d3imo:ri/

/ fu:d3smo:ri/

fu'ton /ffi :ta (:)n/

/buji:dau!

佃軸d5U/

[tja:n3uju:]　茶の湯

/㊥ :n3ujti:/

[tjo:ra(u)gi:] [植物1チヨロギ

/tjo: r9 (u) gi :/

ldえimiau]

ld紬一一jou |

/d&imj au/

[d3ud3au]

/daud.3aU/

[f(j)u:d3i:]

/ m-A^ii

/fju:ta(:)n/

ga# ga*ku, Ga* ga*ku　　[ga:gd:ku:J

第6版になし

gei* sha

go, Go

go'bang

[geijb]

¥&M

/g6lj9/

/gi :j9/

[g6u]

/g6u/

[goub和]

/ goub軸!
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大名

道場

富士綿

/fu:d3imo:ri/フジモリ前ペ

ルー大統債

/fu : t〇n/

/fj ii: ton/

[geij-9]

/ geijW

[g3U]

布団

雅楽

芸者

碁

/g3U/

[gaub軸]　五目ならべ

/gaub和/



ha*bu

ha・bu・tai, ha・bu・tae

hai・ku

ha・ni・wa　　　[hd:niwa:]

[hd : naw叫

/hd rniwa:/

/hd :n9wa:/

ha * ra-ki # ri　　[h尭rakfri]

lh尭riki ri]

/hcu rakiri/

/hとrak王ri/

hi*ba * chi　　　【hibd:輯】

hi*ba*ku*sha

hok・ku

hon・cho

i*ke*ba*na

/hi : b 3k丘:J9/

[ho(:)ku:]

[hdku:]

/ho(:)ku:/

/hd(:)ku:/

[hd ntjbu]

/hd ( :) ntjbu/

[hd:mwa :]

/hd:niwa:/

[hd:bu:】

/hd:bu:/

[hd:butai]

/hd :batえI/

lh丘iku :]

/h丘iku:/

lhおakiri]

/h尭rakiri/

/hま∋rakreri/

[hibd i tji]

/hibd:輯/

[hibd :kuja:j

/hib d r kujb/

[hoku :]

/hoku:/

[ho n tjbu]

/ho ntjb u/

[ikeibdina]

[irkeibdrna]

[i:kabd:ns]

[i:kibd:n3]

/ikeibdrna/

124

[植物]ハブ

羽二重

俳句

埴輪

腹切り

火鉢

被爆者

発句

.mi;艮

生花



m*ro

I'shi'gu'ro

I*shi*ha#ra test

Is*sei

is・sei

i・tai-i・tai

ju'do

ju'deist

JU'jlt'SU

JU'Jut'su

ka・bu・ki

Ka・bu・ki

[inrou]

/inrou/

/ifigOかrou/

[d3u:dou]

/d3叫ou/

ld3丘:douist】

ld3丘:douast]

/d3u : douist/

/d3u:dou9st/

[k9b丘:ki]

[kab uki]

lkd :buki:]

/k9bd:ki/

/ka :b丘:ki/

/kd:buki:/

A:keiba:na/

A:kibd:ng/

[*inraU]

/inrau/

印龍

/ijiguarau/　イW'ロ・カス●オ

[ijihd :r。test】

ii:hd:ratとst/

[i:S珂

[f: sei]

/i:sei/

/irsei/

[i:taii:tai]

/i:taif:tai/

ld3丘:dau]

/d3u:dau/

石原式色盲検査法

一世

イタイイタイ病

柔道

[d3u:cbuist】　　　柔道家

/d3丘.・ctauist/

[d3u:d.3itsu:]

/d.3u:d3itsu:/

[d3u:d3Utsu:]

/d3u:d3Utsu:/

[kabu:ki]

/kob u.-ki/
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柔術

fc fH

歌舞伎



ka・ke・mo・no　[ka:kimounou]

/ka :kamounou/

ka'ki [kd :ki]

kak 'ke　　　【k金ki]

[kd :kei]

ka*mi [kd : mi]

/kd : ki/

/k畠ki/

/kd:kei/

/kd : mi/

ka・mi* ka* ze　【ka:mikd:zi]

[ka:m9kd:zi]

/ka:m3kd:zi/

ka・ra・o・ke

ka・ra・te

/k盆rio uki/

/kとrio uki/

/k金r36 uki/

[kard :吾i]

/k3rd :ti/

ka・ra・te・ist　【kard:tiist]

[kard :吾ia st]

/k9rd :tiist/
°

kat・su・ra tree

Ka・wa・sa・ki disease

Ki-bei, ki'bei

lkあkimsunau】

/kあkimaun〇U/

tkd :k工】

lk盛kI]

【kd rkei]

[kd : m工1

[ka:mikd:zi]

/k金mikd : zi/

/k金makd i zi/

/k金r ia uki/

【kard :ti]

[kaerd :ti]

/kard : ti/

/kserd :ti/

[k9rd : tiist]

[ka2rti : tiist]

/kard :ti工St/

/kasrd :tiist/

[kd:tsgra tri:]

/kd:tsara tri:/

/ka:w3sd:ki dizi:z/

[ki :b 6i]
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掛け物

柿

脚気

「神道の」神

神風

カラオケ

itT

空手家

[植物1カツラ

川崎病

帰米二世



/ki:bei/

ki・mo・no

ki- rin

ko*an

ko*i

ko・jic acid

ko*to

[ki : nn]

/ki:rin/

[kimouna]

[kamo una]

[kimounou]

/kimd ung/

/kamo una/

/kimounou/

/k9m6 unou/

[k6ua:n]

/koua:n/

[koud3ik盛sid]

/ko ud3ik盛sid/

[koutou]

/ko utou/

Ku・ro・shi・o　【kuroujiou]

/kuro ujio u/

mi・ka・do

ne・tsu・ke

[makd :dou】

/mikd rdou/
さ

/makd:dou/
eサ

/n芭tski/

/n芭tsukとI/

[kimaunau]

/kimaun;)U/

/kamgunau/

着物

願麟

[kauarn] (禅宗の)公案

/ka uas n/

[魚類】コイ

[k9ud3ik盛sid]　こうじ酸

/k3ud3ik盃sid/

[kaut∂U]

/kautau/

[kuraujiau]

/ku ra ujia u/

[mikd:dau】

/mikd:daロ/

/makd : dau/

[nets (u) ki]

[netske i】

[netsuk^i]

/n芭tskei/

/llt'tski/

/n芭tsuki/
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琴

黒潮

帝

根付け



/n芭tsuke工/

nin'ia

Nip 'pon　　[niptin]

[nip an]

/n工p 6 (:)n!

/nipa(:)n/

Nip*pon・ese　[nipsnirz]

[nip snii s]

/n主p ani: z/

/nip 9ni: s/

Nip・po・ni・an [nipdunian]

Ni'sei, ni*sei

No・gu・cm

No, no

nun- cha'ku

obi

o・ri*ga・mi

/ni: sei/

/ni:sei/

/nougd :tji/

[n6 u]

/n6u/

匝ubi]

/o ubi/

[5(:)ragd:mi]

[aragd imi]

/ら(:)ngd:mi/

/ら(:)r3gd:mi/

/a(:)rigd :mi/

/a(:)r3gd:mi/

[nip〇n]

/nip〇n/

[nipsnitz]　日本人(の)

/n主p3ni:z/　日本人(の)

/nmd39/

【ni:s珂

[nipounjan]日本人(の)

[nip Sunian]

二世

/ni: sei/

[nu:n騨:ku:]

/n皿騨:ku:∫
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/naugd.:tji/ノグチ・イサム

[na u]　　　　能

/n5U!

ヌンチヤク

[aub i]
帯

/aubi/

[ongd:mi]　折り紙

/ら(:)ngd:mi/

/ら(:)ragd:mi/



pa * chin* ko　[pat血kou]

/p otjig kou/

ra*ku ware

ra'ku

ren・ga

ro * ma * ji　　　【roumadgi]

/roumad3i/

ry*u

Ryu * kyu　　　[nO)也:kju:

Islands　　[rj丘:kju:

sa'ke [sd :ki】

/sd :ki/

sam * i* sen　　[s盛m∂Sとn]

As*111asp n/

sa・mu・rai　[8魚m(j)urai]

【sd:mur珂

ls金m(j)urdi]

[sa:mudIl

San*sei, san'sei

sa・shi・mi　[sdrjbmi]

/sa:Ji:mi/

sa・to・ri　　　[sato:ri]

[patjigkau]　　パチンコ

/p atjig kau/

[rd:ku: w邑at]

/rd :ku:/

LIVll gV-)

/r軸ga/

/rid:/

/riQ)也:kju:/

/S金m(j)urえI/

[scnnsei]

/sa :nsei/

/sd:nsei/
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[rsumac^i]　　ローマ字

/raumad3i/

流(武道の流派)

[n(j)也:kju:]　琉球諸島

[rju:kju:]

〔sd:ki] 酒

/sd:ki/

/sdrkei/

ls盛misen]　　　三味線

/SゑmISとn/

ls盃m O>rai]　　侍

三世

[sd :♪mI]

/sasji : mi/

/s9Ji : mi/

lsato:n】

刺身

悟り



桓at6: ri]

Sat*su*ma

Sat一組・ma

sen

sep *pu*ku

Se*to (ware) 【坤too (wfea-)]

[sJtou-]

/8句ou (wと&)I

/S正tou-∫
▼

shaサku・do　/ja:ku:d6u/

Sha ・ku *ha ・chi除kuhdrtji]

昏hiサa * tsu　　/JSdr由u:I

Shin* gon　　酵1酢nl

Of: ngan]

醜酢(:)*/

/# n酢(:)n/

Shin * to　　　匝Itou]

ifhtou/

sho 'gun,　　06ugAn]

Sho'gun　日石ugan]

伊u gAn/

/jSugu n/

/83七5 : ri/

[8記tS毛: mサ]

ls盛tsuma]

/sagtS盛: mサ/

js盛もsuma/

rs 6n.J

/S丘n/

[sep丘: ku:]

[sepuku:]

/sep点: ku:/

恥kuhd: tji/
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薩摩焼き

(第1の意味)

タンシュウミカン

戟

切腹

[sJitau (wと∂L)】　減)一機

[畠壱teu-]

/8由tau (wと&)i

/8豆tau-/

/j&ku r d&u/　　赤鋸

D&: kuhd:tji]　尺八

/JKfetS u :l　　　　指圧

Ringon]　　　日

Dfc ngon]

/jfyga n/

梯: ngon/

【馳teu]　　　神道

承由り/

腰ugAn]　　　　巨

【Pugan]

/JSugAn/

j35Ugu : n/



sho'ji

/jbugu:n/

[foud3i]

/joud3i/

sho・yu　　　/J6uju:/

su・ki・ya・ki　【skijd:ki】

lsもkij d rki]

[su:kij6:ki]

/S血:kijd :ki/

/sukijd : ki/

/skijd :ki/

su*mo

su・shi

Su・zu・ki

Method

tai

tan・ka

[su:mou]

/su:mou/

lsd :Ji]

/tfi :gka/

ta * ta* mi　　[ta:td:mi]

[taetd : mi]

匝td:mi]

tem*pu*ra

/J9Ug3n/

[J9Ud31]　　障子

/J3ud.3i/

/J3iju:/ 醤油

小iu:/

[sukij金kI]　すき焼き

[su :ki匝kI]

lsBkijd :ki]

/S缶:kijd:ki/

/sukijd:ki/

/sBkij盃ki/

[su:m3u]　　相撲

/sti : mau/

[su :ji] 寿司

/su :Ji/

/saz丘:ki mと03d/　　鈴木バイオリン

教育法

鯛

短歌

/tdrgka/

/t和ka/

[ta:td:mi]

[tastd r mi】

[t3td:mi]

I".
'II.

/ta:td:mi/

/tastd : mi/

/tatd : mi/

[temp gra]

131

てんぷら



[tempara:]

[te mp urs]

/torrii:/

to*fu

/t芭mp ur〇/

/tempura:/

/temp u計ra/

[t6ufu:]

/t6ufu:/

to・ko・no・ma [tbukanouma]

/toukanoumo/

to・kyo・ite　[toukiouえIt]

to・ri・1

tsu・na・mi

/to ukiouえIt/

[to:rii:]

[to :rii:】

[(t)sund:mi】

[(t)su:nd:mi】

/temp ara/

/te mp usre/

[taufu :] 豆腐

/taufu.V

[tSukgnauina】　床の間

/taukanauma/

[t3UkJ9UaIt]東京都民

[tauki∂UえIt]

/tau kiauえIt/

[to:rii:]

[tsund:mi】

鳥w

津波

/(t)su:nd:mi/

/(t) su : n盛mi/

tsu・tsu・ga・mu・shi [(t)sil:tsug。mu:Ji]　[tsurtsug。murfi]つrつが

disease　　　仙:tsugamu:Ji]

[tu:tsugd :muji]

u*do

u*ki*yo-e

u・ki・yo-ye

wa*sa*bi

[丘dou】

m:dou/

[u:ki:jo(u) (j)6i】

/u:kiou(j)ei/

【wd :sabi】

lts血:tsugd:muji]　虫病

/(t) sCi : tsug9m丘:Ji/

ldctau]　　　植物]ウド

/u:d3u/

[u:ki:j9(u)<j)ei]　浮世絵

/u:ki9u(j)ei/　浮世絵

[wd:sabI】　　　ワサビ

/wd:s3bi/
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ya'gi

ya*ki*to#ri　値:kito:ri/

/ja :kito: ri/

Ya * ma * to-e　[ja:md:tou叫

/ja:ma:tov&il

Ya・yoi

yen

Yu・ka・wa

p otential

Yo・ko・ha・ma [joukahdrma bi:n]

bean

/joukaharma bi:n/

zai'ba'tsu

/zaiba:ts血:/

Zen

ZO Tl

LJa :joi]

/JcKJoI/

LJ 6n]

/jen/

Da:gi]　　八木アンテナ

b'盃gI]

値kito:ri/　焼き鳥

[ja:md:t。uei]　大和絵

/j aem魚ta u ei/

弥生式の

円

[ju:kd:wa:]

/ju:kd:wa:/

湯川型

ポテンシャル

b'とuk3(u)hd:m9 bi:n]

八ツショウマメ

/J9uk3(u)hci:ma bi:n/

lzえiba:tsil:]

/Zえ工baetsti :/

[zen]

/Z芭n/

[zo:ri]

/zo: ri/
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第4章　The OxfordDictionary ofPronunciation

血・Current Englishにある日本番の発音

4.1　はじめに

前章では『研究社新英和大辞典』 (以下『研究社』)第5版と第6版に載っ

ている日本語の発音について述べた。この辞典には、日本で発行されている

ためか、原語の発音を維持しようという面が窺われた。原語に近い発音を保

持しながらも、他の面では英語の音韻体系に従っているのは　OEIXThe

Oxford English Dictionaryう　や　Webster (Webster's Third New

International Dictiona功についても同じである。 『研究社』、 OED、

Websterのような古い辞典は、古典的だからといって、これまで記載されて

きた発音を容易に変更、あるいは削除できるものではない。過去の記録とし

て残すことにも、その価値があると思われる。

上記の3大英語辞典ほど過去の発音にとらわれずに、現在英語圏で用いら

れるようになってきた語桑や発音にも注目している辞典が、本章で扱うThe

Oxford Dictionary ofPron uncia tion for Current English (200 1 ) (以下ODD

である。 『研究社』に比べて一つの語に対する代替発音が少ないのは、新しい

辞典であるため、古い不使用の発音を削除し、現在使用されている発音のみ

記載したためであろう。このことについてODPはPrefaceで次のように述

べている。

( 1 ) WeAEE DELIGHTED to offer our models and transcriptions for the

pronunciation of British and American English, in what we

believe to be a new manner for the new millennium. We have

developed our British and American models, not as incremental
.～

improvements upon some prior practice but as the product of our
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long research experience as students of language variation m

Britain and America.... We believe that our wide experience with

variation gives us standing to create pronunciation models which

avoid slavish imitation of the dialects of self-appointed arbiters of

taste or style in language, in favour of patterns which re且ect the

actual speech of real people.　　　　　　(ODP :W)

oDPは上記のように、古い発音ではなく、現在実際に話されているモデ

ルとなるべき発音を載せていると述べているが、話す頻度の少ない日本語の

発音に関しては、従来から既存の辞書に記載されている発音は容易に削除で

きないし、それはODPについても同じであると思われるo

oDPには地域名(Hiroshima, Hokkaido, Kobe) 、人名(Ito, Kurosawa,

Ozawa)、会社名(Daihatsu, Honda, Yamaha)等の固有名詞が多くなって

いる。これは最近の情報化時代を反映するものであり、同じく英語圏で発行

されたOEDやWebsterには見られないものであるoまた、最近発行の『研

究社』第6版に固有名詞が少ないのは、日本で発行された辞典であ。、自国

の固有名詞の記載は不必要だからであるo

4..2　ODPの発音乾草

oDPにはアメリカ英語(American English) (以下米音)とイギリス英語

(British English) (以下英部の発音が載っているo日本語の発音を述べる

前に、 ODPでの米音と英音の違いについて述べようODPで使用している

発音記号は、概して音声的であり、実際に話されているものであると次のよ

うに述べている。

( 2 ) Transcriptions in the text are broadly phonetic. That is, the

transcriptions represent actual pronunciations, often with several

variant forms per headword, not abstract sound units which
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include and hide potential variation. For instance, both

[ru:m-rum] and [rum] are possible pronunciation for room, both

[eks-】 and [egz-] are represented for some words beginning with

ex- + vowel.　　　　　　　　　　　　　　(ODP: x)

( 2 )で述べられている実際の発音(actual speech)の例はroomと

ex・の代替発音であるが、 ODPには他の代替発音の例として、 【r]の挿入

(law P。:(r)]), Mの有声化(better [bedar]), hi脱落(twenty [twenti] →

[tweni]),共鳴音の成節化(button [b叫】, bottle [bDt|])などがある。 /t/の有声

化に関しては、弾音【,]の方がより精密であるが、記号の複雑さを避けたの

であろう。

oDPには実際に話される発音が記載されているといっても発音記号には

制限があるので、簡略表記(broad transcription)にならざるをえないことが

ある。このことについてODPは次のように述べているo

( 3 ) A limited symbol set results in broad transcriptions, and may

suggest de facto phonemicization to some readers, but our

intention is always to indicate actual sounds to be produced.

(ODP. x)

(3)で述べられている音素化(phonemicization)とは、例えば、
/＼′

r音色の[^(doctor [d。k叫),鼻母音の【e](pen 【pen]),声門閉鎖音の[?]

伽ttle [bD?|])のような発音記号を用いていないということであるo但し、英

音ではあるが、フランス語借用語のbonvivant匝vi:v司「美食家、食通」

には鼻母音の記号が用いられている○ 『研究社』には米音、英音共に代替発音

として鼻母音が載っている。

oDPの母音体系について述べよう。まず米音の発音から見ていくo

136



(4)米音の母音(ODP:x)

Front C e ntral B ack

High

Mid

Low

ae

diphthongs: ei, ai, 〇I, au, ou

多くの音声学の研究書は[a]を非円唇低後舌母音(low back unrounded

vowel)と記述してきた。ところがODPでは低中舌母音(low central vowel)

となっている。これは最近の米音に見られる低母音の時計回り移動を反映し

たものであろう(4)には二重母音[aI1, [au】の[a]の位置が書かれていな

いが、 h】が中舌母音であるので、前舌の位置に移動したと考えられる。 [〇】は

IPA (国際音声字画と同様、低め中後舌母音qower-mid back vowel)である

が、高め低後舌母音(upper-low back vowel)と記述している研究書もある。

(4)の米音母音表にはlA]がない[A]は一般的な英語辞典ではh丘t

【hAt1, m6ther [mASar]の強勢母音として示されている。しかし、 ODPでは

中中吉母音(mid central vowel)のla]が用いられ、 P5t1, [m.6ぬr]である。一

般にla]は強勢のない母音の発音であり、 /r/の前の強勢母音はbird 【bard],

certain [s3rtan]のように[3]が用いられることがあるが、 ODPでは強勢

のあるなしに係わらず、 la]が用いられている。

ODPの英音は、イギリスの標準的発音である容認発音田eceived

Pronunciation)に基づいており、次のようである。
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(5)英音の母音(ODP:x)

Front Central Back

High 1:

I

e a

Mid

e

Low a

u:

A　　　　　〇:

a:　D

diphthongs: ei, ai, 〇i, au, 9U

英音の母音の数が米音よ。一つ多いが、米音に二重母音のla]を加えると

両音共、同じ12種の母音になるo母音の数は同じでも米音と英音には大き

な違いがある。一つには、英音には長母音が四つ(i:, u:, o:, a:)あるo二つ

には、米音にないlA]と[D]がある。 [D]は低後舌円唇母制ow back

rounded vowel)であり、米音の[a]Iこ対応するo米音hot 【hat]が英音では

[hot]と発音される0両音の発音の最大の相違は円唇性にあるo英語は後舌

性が強い程円唇性が強いので、 【a], [a:], 【D]の三つの母音は、後ろの母音ほ

ど円唇性が強いことになる。

米音と英音の違いの三つ目蔽~~英膏にはb]と[as]がないo米音のboat

[bout]は英音では[beut]と発音され、米音のcat [kaet]は英音では匝at]

と発音されている。米音の[8B]が【C]に近くなり、英音の【ee]が[a=こ

近くなっていることについて、 『研究社』第6版には次のように書かれてい

る。

(6)米音では【ae]は最近かなり大きな変動が起こっているo一つは【Eel

が二重母音化して!Ca/のようになること、もう一つは舌の位置が高

くなって上の/e/に接近して両者の区別が暖味となる傾向であるoこ

のためto gather /tag金8a-/とtogether /tageSal-/などがしばしば同
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じ発音に聞こえる。いっぽう英音では逆に舌の位置が低くなって

【a】に近づく傾向がある。

(『研究社』第6版:xiii)

『研究社』では英音も従来どおり!ee/で示しているが、 ODPは【a]で示

している。最近の傾向をいち早く取り入れた発音記号であろ。

米音と英音の違いの四つ目は、 la]と[q]の位置が米軍と違うことであるo

英音では、 la]は高め中中古母音(upper-mid central vowel)であり、 【q:】は

中舌と後舌の中間の位置にある。更に、 la]とlA]は共に中舌母音であるが、

高めの【a]と低めのlA]に分けられているo一方、米音ではこれら二つの

音声は区別されずに【∂]と記載されている。

英音の母音表には、 [i:]は記載されているがHがないoしかし、 funny

l血i],very [veri]の語末の発音はHとなっているoこのことを音素表記と

音声表記の面から述べよう[」mi], [veri]のli]は、音声表記であり、音素

表記である弛緩母音の/I/が語末で緊張母音li]に発音されたものであるo

しかし、 /I/は長母音の[i:]には発音されていない　agree 【9gri:], trustee

[trAsti:]の語末は長母音Mに発音されるが、その音素は緊張母音の!Uで

あって/I/ではない。英音の母音表は、音素表記よりはむしろ音声表記であ

るため/i/が書かれていない。英音で実際に話される高前舌母音(high front

vowel)は、 [i:], [n, Mの三つであるIllは語中では臥語末では臥/i/は語中、

語末共[i:]と発音される。

米音と英音を比較すると次のようになる。

(7)母音の発音

1.米音　　　　　　　　　　2.英音

a. [i] m出t【mit], si鐙p[slip]　　a. [i:] m皇皇t【mi:t], si鐙P[sli:p]

sleepy[slipij, very[veri]　b. [i] sleepy[sli:pi] , very[vJri]

b. [i] c_ity[siti], fill[:丘1]　　　　C. [I]左の米音に同じ

c. [el] great[greit】, rain[rein]　d. [ei]左の米音に同じ
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d. [e] p豊t[pet], step[step]

b皇邑r[b&(9)r] , stare tste (a)r]

e. [ae] ca畔set], ham【haem]

旦免er匝fter] ,

鴫mp le 【saemp al]

f. [u] food[fud], boomPDum]

g. [u] foet[fut], cook恥kl

h. [ou] boat【bout], toe[tou]

i. [o] door[d。(9)r] , sh2rttfo(9)rt]

j. [O, a] bought[bot, bat],鴫野

ls〇, sa], dog[d〇g, dag],

song【Sor) > sag]

k. 【a] hQt[hat], ox[aks]

father [fdSar] , c.旦坤qr]

1. [9] bird[bard] , stir[st9r]

h如[h9t] ,包nny [foni]

m. [ai] nice [nais] , t圭dettaid]

n. [oi] toy[t。I1, emploslsmpbi]

0. 【au] h鎚se[haus],鎚t【aut]

e.[e]　左の米音に同じ

f. [e:] bear[be:(r)],staretste:(r)J

g. 【a] C旦t匝t], h逸m恥am]

h. [a, a:] after[a鮎(r), a:鮎(r)],

S旦mple【sampl, sa:mpl]

[u:]蝕d[fu:d] , boom【bum]

j.M　左の米昔に同じ

k. [9U】 boat【b9Ut],也[tau】

l. [o‥] door[do:(r)], short[fo:t]

bought[b〇:t] ; s旦望ls〇:(r)l

m. [d] dog[dDg], sQng[sor)]

hot[hDt], ox【Dks】

n. [a:]蜘her[fa:59(r)], c旦r[ka:(r)]

O. [a:] bird匝:d], st;皇r[st9:(r)]

p. [a] hut[liAt]過nny匝ni]

q. [ai] n皇eejnAis1, tide[tAid]

r.[oi]左の米音に同じ

S.【aul　左の米音に同じ

(5)の英音の母音表にはb]と【e]の長母音がないのであるが、 (7)

ではbear |be:(r)], stir [ste:(r)]と長母音[e:], M*号記載されている。 [e:], M

とM, Mの違いは、 M, [a:] ¥ま、 door [d〇:(r)], bought [bo:t], father [fa:39(r)],

car [ka:(r)]のように必ずしも血/が後続していないが、 【e:1と[9:]のうし

ろには必ず音素/r/があることであるo

4.3　アクセント付与

oDPのアクセントマークは『研究社』のとは異なっている。例えば、
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丘necdoteはanecdote, m;独azmeはmaga-zine, k;amikAzeは

kami'kaze 「神風」、 rhとnは'ra^en 「ラーメン」のように第1強勢【1]と

第2強勢日を音節の前に示しているoしかし、本章では二つのアクセント

記号を用いるのはわずらわしいので、前章と同じく母音の上にマークを付け

てアクセントを表わすことにする。

前章で『研究社』に載っている日本語への主強勢規則を挙げたので、本章

では繰り返さない。 ODPでもやはり主強勢付与がスペリング、つまり書記

素と音節構造によっている。第1強勢の付与される母音と、付与されない母

音の発音が次の(8)語のように同じであることから、音節構造のみで強勢

が強勢が付与されていないことが明らかであるo英語のように音節の重さに

ょってのみ強勢が決められるのではなく、高母音か非高母音かも大いに関与

しているのである。次の(8)では、左の語は下線部の母音が第1強勢を取る

が、右の語には第1強勢が付与されていない。なお、 ODPには日本語の意

味は載っていないので、筆者が付けたものであるo

(8) a. <ai> : bonsai [ban由] 「盆栽」、 send迫[S芭ndai] 「仙台」

b. <u> : toffl [toufii] 「豆腐」、 r油蝉dku] 「楽、楽焼」

c. <。> : kim益。匝imaunau] 「着物」、 shikfiku [jiikauku:] 「四国」

bushid帥ujidau] 「武士道」 、 mik丘do [mikti-.dsu】 「帝」

前章で、 『研究社』第6版では後ろから2番目の高母音音節にアクセント

の付与される語が第5版より増えたことを述べたが、 ODPにはその傾向が

更に強く現れている。後ろから2番目の音節が高母音である語のアクセント

を見てみよう。

(9)語末第2音節高母音のアクセント

a. VcnV# : aikido 「合気道」、 AMta 「秋田犬」、 Arita 「有田焼」、 aztiki
I=i

ヽ

「ぁずき」、 Fujitsu 「富士通」、 Ishigiiro 「イシグロ」、

jujitsu-j埴tsu 「柔術」、 kabtiki 「歌舞伎」、 K&goshima 「鹿
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児島」、Matsui「松井」、matsuri「祭り」、Mitsubishi「三

菱」、mizdna「水菜」、ninjuts血「忍術」、Noguchi「ノグチ」、

suzuki「鈴木」Tsushima「対馬」、yakiiza「やくざ」、

yokozuna「横綱」

′b.VC。VC。V#:h丘butai「羽二重」、netsuke「根付け」、S孟misとn「三味

線」、S畠murえi「侍」

′′c.VCnV#-VCnVCnV#:bushfdo(
y。サ"*w。*^-u英音)～bdshido(米音)、

Hiroshima-Hiroshima「広島」、

Mえtsushita(英音)～Mえtsdshita(米音)「松下」、

sashimi(米音)～S畠shimi(英音)「刺身」、

satstima(米、英音)～S丘tsuma(米音)「薩摩焼」、

seppdku(米、英音)-seppuku(米音)「切腹」

アクセントが語末第2音節に付与される語が多くなってきているが、一方で

は(9b)に挙げた語のように、依然として古いアクセントパターンを維持し

ているものもある(9c)のように二つのアクセントパターンを取る語も、い

ずれは一つのパターンに統一されるのであろう。しかし、現在のように、後

ろから2番目の音節に強勢を付与する規則と、後ろから2番目の音節が高母

音であればその前の音節に強勢を付与する規則が存在している限り、二つの

パターンを持ち続けるであろう　Oxford, Webster, 『研究社』第5版に比べ

ればかなり語末第2音節にアクセントを付与する方向に向かっており、 ODP

には(9b)と(9c)に挙げた語以外に語末第2音節に第1強勢を取らない語は次

のように数えるしかない。

(10) a.語末強勢語

えikido (米音) (他にaikido (米、英音)あり)、

bushido (英音) (他にbushidb (米音) ,bushido (英音)あり)、

bonsえi (米音) (他にbonsai (米)、 b6nsai英音)あり)、

jMok丘(米音) 「柔道家」 (他にjiidokえ(米音)、 jtidoka (英音)あり)、

142



faton (英音) 「布団」 (他に鮎bn (米音)、 fi&ton (英音)あり)、

gaijm r外人」、 nisei (米音) 「二軌(英音はnisei)、 t弧ukiyo-e

「浮世絵」

b.語頭強勢語

romaji rローマ字」、 SMkoku (英音) (米音はShik6ka)、

slibaru (米、英音) (英音にSubえruもあり)

前章でも述べたが、 (10a)のbons畠i, nisei, gaijinの語末の第1強勢は、重

音節(W,VC)だからであり、 ukiyo-eの語末の第1強勢は「浮世の絵」と

いう意味で「絵」が主要部であるからであるo語末の音節が二つの形態秦の

主要部としてみなされる語は他にaikido, bushid6,judok拍号あるoつまり、

「合気の道」、 「武士の道」、 「柔道の達人」のように二つの形態素から成り立つ

語と考えるものであるo一方、 judo r柔道」、 kendo 「剣道」の<o>には強

勢がない。これら2音節語は二つの形態素には分けられていないoまた

ぇikidoやbilshidoのような3音節語は、強弱強の好リズムパターンであるo

説明の難しいのが-の語末に付く第1強勢であるo参考までにaikido,

bushido, tofuのアクセントを他の辞典で見てみよう　LPDはLongman

pronunciationDictionary, 『ジーニアス』は『ジーニアス英和大辞典』であ

る。

(ll) a. akido: aikfdo OED, aikid6 『研究社』第5版、 aiMdo 『研究社』第6

版)、 aikido LPD米、英音、 aiMdo LPD米音、 Aikido LPD

英音、 aikido 『ジーニアス』

b. bushido: btishido OED, biishido Webster, Biishido 『研究社』第

5版、 6版米音、 Bushido - Bushid6 『研究社』第6版英音、

Btishido LPD米音、 Bushido - Bushid6 LPD英音、

Btishid6- Bushido 『ジーニアス』米音、 Bushido 『ジーニアス』

英音

;. tofu: tofu. OED, tofu Webster, tofu. 『研究社』 , t6fu LPD,
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t6免『ジーニアス』

他の辞典を見てもaikido, bushidoのアクセントは流動的であるが、語末

第1強勢は主要なパターンではない0 -は他の辞典にはなく、例外的なア

クセントであることが分かる　ODPを見てもmgu 「ふぐ」、 jtiku 「塾」な

ど語末の<u>にはアクセントが付いていない。

(10b)の語は後ろから2音節の母音が<a>とくo>であるにもかかわら

ず、 3音節語の語頭に第1強勢が付いているr6majiのアクセントについ

ては前章でも述べたが、 Romeへの類推であろう。 Shikoku, S血ruは

OED, Webster, 『研究社』、 『ジーニアス』には載っていないが、ムPDでは

shikoku、 S丘baruのアクセントがついているo語頭へのアクセントは例外

的であり、今後3音節の語頭にアクセントの付く語が増えていくのかは明ら

かでない。

oDPにある日本語の語乗数からすると、第1強勢が付与される規則の適

用は、語末第2音節への付与が断然多く、以下は次のような順位になる。

(12)主強勢規則の適用順位

1.後ろから2番目の音節に強勢を付与する0

2.後ろから2番目の音節が<a>かくo>でないなら、その前の音節に

強勢を付加する。

3.語末の'W'と<VN>の音節に強勢を付与する。

(bons丘i, gaijm, nis&の3語)

4.語の主要な形態素に強勢を付与するo

(aikid6, bushido, ukiyo-eの3語)

5. 3音節語の語頭に強勢を付与するo

(rdmaji, Shfkoku, S丘baruの3語)

6.語末に強勢を付与するo (t姐の1語)

(10a)の語を見ると、一見米音の方が語末に第1強勢を置くように思われ
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るが、必ずしもそうではなく、はっきりした違いとは言えない0両音の違い

は、第1弓贈よ。はむしろ第2強勢の付与にあるo前章で述べたように、第

2強勢は第1強勢の位置によって決められるoまず最初に、第1強勢の前に

第2強勢の付与される語を見てみようo

(13)語頭への第2強勢付与

a.第1強勢直前の母音への付与

bons丘i (米音) 、 at6n[fu:t6n](英音)、 gaigin (英音) 、 gbb紬g【gaub的1

(英音) 「碁盤」 、 mえtstiri[mゐtstiri] (米音) 、 Matstishita[mゐtsujida],

tb缶[toumj

b.第1強勢より2音節前の母音への付与

ぇikido (米音)、 bitshido (英音)、 F&jiy丘ma 「富士山」、 hara-kfri

r腹切り」、 hiragえna 「ひらがな」、 ITirohlto 「裕仁」、 Hiroshima,

ikeb丘na r生け花」、 Ishiguro, kakemono 「掛け物」、 kえmiMze 「神風」、
ヽ

kえra6ke rカラオケ」、 kcitakana 「カタカナ」、 Kawas&ki 「川崎」、

Ktimamoto r熊本」 、 Kuros急wa 「黒揮」 、 Matsushita, Mえtsuyえma

r松山」、 MeijiT6nno r明治天皇」、 Mitsubishi, Nagasaki 「長崎」、

orig丘mi r折り紙」、 shakuMchi 「尺八」、 S血kiyaki 「すき焼き」、

sdmit6mo r住友」、 teriyiki 「てりやき」、 T6kug&wa 「徳川」、

YぇmaHi6to 「山本」、 Yokoh丘ma 「横浜」、 yokozuna

c.第1強勢より3音節前の母音への付与

血kiyo-e

cf. ukiy0-6 OED, ukfy0-とWebster, ukiyo-e 『研究社』第5版、

dkiy0-6 『研究社』第6版、 ukiy0-と『ジーニアス』

(13a)のように直前の音節に第2強勢が付与されるのは、その音節が重音節

であるのが普通であるoところがmえtstiriとMatsushitaの<a>には、短

母音Nこ発音されているにもかかわらず強勢が付与されているo日本語の

<a>に強勢を付与するのは、はっき。と強く発音するためであるo一方、英
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語のmagnetic [maegn紬k], Manh紬an [masnh盃tn]の[ae]こは第2強勢

が付与されていない。日本語の発音と違って、強勢のある音節の前の母音は

Macdonald [makddnsld], machine [majfri]のように暖味母音のla]に発音

されることもあり、非強勢音節と認識されているo

(13b)の語のように2音節前の母音に強勢を付与するのは、強弱強のリズ

ムを作るためである。強勢の付与される母音は、地ra-kiri ¥hえrskiri],

hirag丘na匝agdna】 Kiiros畠wa匝9SQW9]のように長母音や二重母音で

なくても良い。第1強勢の2音節前には必然的に第2強勢が付与されるのが

英語である。ところが原語の発音の影響を受け、第2強勢を付与しない語が

ぁる。 「すき焼き」は原語では【sukijaki]と発音され、 /su/の仙は無声音

になる。通常無声母音にアクセントは付かないので、 ODPでは【sukijdki]

と表記されている。これは英音であるが、この場合英語話者は如]を発音し

ていないと思われる。もしそうであれば、 【skijdki]と表記するのが正しいo

英語話者は通常[sukijdki]とは発音しないし、発音がむずかしいo辞典の記

載どおりlu]を発音しているのであれば、英語にはリズムがあるので

[sukijdki]と強弱強リズムで発音するはずであるO

無声母音にアクセントの付かない例として、良く「三越」が引用されるo

[mitsukoji]は母音が無声化するために、第2音節は低く発音されるが、

[mitsubiji] 「三菱」はh]が有声音であるので高く発音されるというもので

ある。これは「すき焼き」の発音と共通している。

(13c)の油iy0-6のアクセントについては前章で述べたが、 ukiy0-6の弱強

弱強パターンよりも強弱強パターンを取ったものであるo英語にも

ぇristocratic (米、英音) - aristocratic (英音)、 Ticonderoga (米、英音)

Ticonderoga (英音)の二つの強勢パターンがあるのと同様である0

第2強勢の付与される語を見てきたが、第1強勢の前に第1強勢の付与さ

れる語がある。

(14)語頭への第1強勢付与

Ishigdro (米音) 、 K毎oshfma (米、英音) 、 Meiji Tenno[meiid3i t芭nou]
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(米音)、 sh丘kuh云chi (米音)

(14)の4音節語は、強弱強パターンであるが、語頭の母音に第1強勢が付い

ている。英語のdisaffected (米音)やn6ninvolvement (米音)のように

接頭辞に第1強勢の付いた語と同じパターンである。第1強勢二つで強弱強

リズムを作るのは米音の特徴であり、英音では通常第2強勢と第1強勢の強

弱強パターンとなる(14)の例でK&goshimaだけが英音のアクセントにもな

っている。米音への類推であろう。 (14)の語は英音ではIshiguro, Mとiji

Tenno, shakuh丘chiのアクセントとなる。

第2強勢が第1強勢のうしろに付加される語を見てみよう。 ODPでは米

音にのみ見られるパターンであり、英音では第1強勢母音の後の母音が強勢

を取ることはない。例えば、 mandatory [m盛ndat5ri] (米音) 、 【mえndata(r)i]

(英音)とIibrary [laibreri] (米音)、 【臨b(ra)ri] (英音)を見ても、英音に

は第2強勢が付いていない。これは日本語に対しても同じであり、次の語の

ように第1強勢のうしろに第2強勢が付与されるのは米音である。

(15)語末への第2強勢付与(米音)

a.第1強勢直後の母音への付与

bonsえi, dojo 「道場」、私tbn、 g6ta 「下駄」、 h丘ikh 「俳句」、 Hokk;丘idb

「北海道」、 H6nsha 「本州」、 Ishiguro, It6 「伊藤」、 k&nban 「看板」、

k6an 「公案」、 ky6to 「京都」、 MとijiT6nno, niiij地色「忍術」 , Nippon

「日本」、 Nissえn 「日産」、 r畠m色n 「ラーメン」 Sdkえi 「境」、 SencM, shiAts血

「指圧」、 Shikokも, Tokyo 「東京」、 Yえybi 「弥生」

b.第1強勢より2音節うしろの母音への付与

b丘shido, h丘butai, happi-coat 「はっぴ」 、 j丘dokえ、 S丘misとn, S丘murai,

s6ppuku, Stibaru 「スバル」、 t6rii 「鳥居」、 Ydmaha 「ヤマハ」

(15a)の語で、なぜ第2強勢が語末に付くのか判断できない語があるo前章

から再三述べているが、二重母音(<ai>, <oi>)や閉音節(<on>, an>)し'のよ

147



ぅにこっのモーラから成り立っている音節には強勢が付与され易いo実際

oDPではryokan r旅館」以外は、すべての重音節に強勢が付いている。
に強勢が付くが、 basho 「場

所」、 fiigu, kえna rかな」の語末になぜ付かないかであるo一般性のある規則

を見つけるのはむずかしいo

(15b)の第2強勢は強弱強リズムを保つためであるODPでは第1強勢

の2音節前には第2強勢が必然的に付与されるが、 2音節うしろの音節は必

ずしも強勢を取らない。次の語がそうである。

問題は、 (15a)の語には語末の<o>,<u>,<a>

(16) a. Hiroshima, Matstishita satsuma, tempura 「てんぷら」

b.romaj呈

(16a)の譜の第1強勢の次には<無声子音+高母音>の音節が来ているが、

音節自体が短く聞こえるため語末の音節が第1強勢に近く感じられるのであ

ろう。しかし、 (15b)のbtishido, seppukuには<無声子音+高母音>の次の

音節に強勢があるので、決めつけることはできない。 (16b)のr6majiは語

末が<i>なので強勢の付かないのが普通である。 (15b)のt6r迫の語末に強

勢が付くのは、その前の<i>と区別するためであろう。英音の[to:rii:]の

発音であれば、強勢の付与がなくてもtIlと[i:]区別されるが、米音では

[torii]であり同じ音声のli]が二つ並んでいるo語末に強勢を付与してリズ

ムを作っているのである。

4..4　発音

4.4.1欣入のr

『研究社』にはないが、 α炉の英音では随意的に語末にlr]を挿入する

語がある。この[r] ¥ま本来あやはずのないものであり、余剰的に添加された

ものであるODPではこれを散人(かんにゆう)のr (intrusive r)t-呼んでい

るが、剰音のr(excrescentr)とも呼ばれているo滅入のrについてODP
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は次のように述べている。

(17) Intrusive <r> is a `linking <r> which is unhistorical and which is

therefore not supported by orthography. For example, law in the

phrase law and orderis in BR frequently [b:r] (i.e.恥r an(d) 〇:do]).

Long condemned by teachers ofpronunciations, this is nevertheless a

firmly established feature of today's mainstream RP: it is indicated in

transcriptions by means of a convention similar to that for linking

<r>, that is by parentheses, so that 7awas transcribed [b:(r)], but with

[r] italicized.　　　　　　　　　　　　ォ>DP. X ll)

(17)に述べられているように、朕人のrは次の母音で始まる語に結びつく

連結の役割をなしているが、語源的に裏付けされていないので、綴り字には

表れていない。 RPではr挿入が主流であり、 Iawandorderは恥ran(d)

○:da]と発音される。 orderの語末の<r>は次に母音で始まる語が来ていな

いので発音されない　ODPでは1awの故人のrをイタリックで|b:(i)

と表わし、 orderの語末の<r>は元来綴り字にあるので[o:d9(r)]と普通の

活字で表わして、二つを区別しているo

語末でHが発音されるかどうかは、次のように語末音節の母音によるo

次の語はODPの英音である。

(18)語末のlr]

a. [9]: dilemma [dil芭m。(r)], extra [6kstra(i)L idea laklkwL

India [mdi9(r)] , Korea匝9ri9(-r)J

[o:]: draw [fro:(r)], saw [s〇:ォ]

[a:]: schwa ffwa: (r)], spa [spa:(r)J

b. [9:]: confer臣。nfg:(r)], transfer [transf9:(r)J

[e:]: air [e:(r)] (米音は[e(9)r]) ,bare [be:(r)] (米音は[be(9)r])

c. [i:]: agree [agri:], pea [pi:]
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[i] : ability [abiliti], ginea [gini]

[i] : reply [ripMi], Monday巨nAndei]

[u:]: bamboo [bえmbti:], shampoo [fampu:]

(18a,b)のように、語末の再ま非高母音の後ろに来ているo従って、英音で

は尾子音のMは中母音と低母音の後ろにのみ生ずることになる(18a)の

lrHま故人のrであり、 (18b)のlr]は歴史的に存在するrである。蔵人の

自ま語末母音[9], [or], [a:]に添加されているが、 (18b)の[a:]とMも中

母音なのでlr]の挿入があってもおかしくない。しかし、 Nと【e:]の発音

は綴り字<r>の前にしか生じないので、俵人のrが適用されたとは考えな

い。 RP話者は、 【spa:r]andhealthの発音からは、 [spa:r]がsp云「温泉」

なのかspar 「スパーリング」なのか分らないのであるo

(18c)は語末母音が高母音であるためrが挿入されない例であるが、英語

では高母音が核音である音節ではrが尾子音になることはない。綴り字では

souvenirやsureは高母音であるが、発音は[sil:vani9(r)], [匝(r)/jb:(r)]で

ありlr]の直前は高母音ではない。シュワ-[a]が挿入されているoこのこと

は、 RP話者が尾子音のrを認識するのは、音節のスペリングよりも発音に

よってであると言えよう。

rの挿入は日本語借用語にも同様に見られる。

(19)蔵人のr

a. [a]: Akita [a:ki:t9(r)], geisha [geija(r)] 「芸者」 , hiragana Piir9gd:na(r)],

ikebana [ikibd:n9(r)], ninja [nind.3a(r)] 「忍者」

b. [a:]: Yamaha Jj丘maha:(r)]

高母音以外に語末に来る母音は、日本語ではla]と[a:]だけであり、そ

の書記素は<a>である。日本語へのr挿入は語末が<a>の場合であるが、

RP話者はスペリングよりも発音に対してrを挿入していると考える。日本

語に英語の発音規則を適用した例である。
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4.4.2米音と英音の強勢母音

日本語の書記素に対する発音を米音と英音を比較しながら見ていこうoま

ずアクセントのある母音を見てみる。

(20) <i>の強勢母音

a.[i]米音、 [i:]英音

ai'kf'do 【aikidou] (米音)、 [Ai*M:*d9u] (英音)、 Arita, Ito,

K独oshfma, Nfsei, Tsush王ma

b.[i]米音、英音共

Fu-jit-ォsu [fu'd3壬tォsu] (米音)、 [fu:-d3it-su:] (英音)、

gai'jm,王sh*i'gti'ro [if'i*gti*r6u] (米音)、 [tf-I一軍ua・rau]

(英音)、 Ju*j王t* su, nm-ja, N王p・pon, Nis・san, pa・ch;王n*ko 「/け

ンコ」 ,Sh王n*to 「神道」

c[i]米音、 lI]英音

Mitsubishi [mit・su・bf・ji] (米音) 、 [mitォsu*bij"*i] (英音)

d.日米音、巨:1英音

Hirohito匝・ou'hichou] (米音)、匝3ォhi:*t9U] (英音)

ァクセントのある<i>は開音節にあれば(20a)の語のように緊張母音[i(0]

に発音され、閉音節であれば(20b)の語のように弛緩母音lZ]に発音される。

(20c)の米昔、英音の発音の違いから、 <sh>は特に英音では尾子音になる

性質があるのが分る。英音ではIshigtiroもMitsubishiも<ish>はM

⊂I

と発音されるが、米音にはMとlinの二つの発音が見られ、一貫性がな

い(20d)の発音の違いも音節構造の違いによるものである。 <t>を間と

有声音に発音する米音臥ld]を尾子音化したと考えられるoこれは`t'の

発音によってthirteen [95r*tfn]とthirty [63rd-i]に音節区分することと

同じである。この音節区分n lpdのものであるが、強勢のある音節にその

直後の頭子音を移動して重音節にするやり方は、前章で述べたSelkirk
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(1982)の再音節化である。

(21) <a>の強勢母音

a. [a]米音、 [a:]英音

hi-b丘chi P19-bd-tji] (米音)、 [hi・ba:・tji] (英音) 「火鉢」、

hiragana, k|・ke・mo・no, raku, ramen, Sakai, s丘ke 「酒」 、

sh皇・ ka 「釈迦」 , sMkuh星chi, shi釦su,縫ri頭ki,ーTbkugawa

b.[ae]米音、 [a]英音

Mpォpi[h尭P'i] (米音)、 [Mp-i] (英音)、 kak・e・m6・no

匝金k・9・m6u・nou】 (米音のみ)、 M亘t*su*shi*ta, sam#i*sen,

S丘m・u・rai, San・yo 「三洋」、 shi*亘t*su [fr丘t-su:] (英音のみ)

c.[a]米音、 【a]英音

Daih畠tsu [dai*hdt*su] (米音)、 [dM*h乏t-su:] (英音) 「ダイハツ」、

nunchaku [nan'tj&k'u] (米音)、 [ilmi・tj%k・u:] (英音) 「ヌンチヤク」、

shi丘tsu [ji*dt*s可(米音)_、 [jivd:-tsu:] (英音)

(21a)の強勢音節は開音節であり、 (21b)の強勢音節は閉音節である。 (21b)の

kakemonoゐ匝k]が閉音節になるのは、無声破裂音Pi]を尾子音に移動

したためである(21c)のshiatsuの<at>の音節区分は、米音の方が<t>と

<S>の間に音節境界を置く傾向が強いことを示している。

(22) <u>の強勢母音

a. [u]米音、 [u:]英音

a・z丘ki[g・zti・ki] (米音)、 [3*Z丘>ki] (英音)、包gu 「ふぐ」 ,Firji

「富士」 , futon, kab丘ki, mats;丘ri [mあts血i] (米音) 、 [matsu:ri] (英

音)、 ry丘「流」

b.[u]米音、英音共

j丘k*u [d3uk*u] (米音)、 [d3占k-u:] (英音) 「塾」、馳r*o*s丘・wa

C.[9]米音、 lA]英音
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nin*j丘t*su [nin・d.39t*s血] (米音)、 [nin#d3At*su:] (英音)

d.[u]米音、 [u:]英音

S包kiy丘ki [sもk'i*jd*ki] (米音)、 [su:*ki*jd:#ki] (英音)

e.[u]米昔、 lu]英音

b珪shi#d叩ti-Ji-dou] (米音)、地sh*i*do[b輸I・dsu】 (英音)

(22a)の緊張母音は開音節の発音であり、 (22b)の弛緩母音は閉音節の発音

である(22b)のKurosawaの<u>が【U]に発音されるのは、英語で昼

cure [垣u(a)r]とくu>の前の母音は常に弛緩母音に発音されるからであるo

(22a)のmatsuriは英語ならば[mあtsu(3)ri]と発音されるであろう。(22a)

の発音は日本語に近くなるようにていねいに発音したものである。 (22c)の

ninjutsu昼、中中舌母音の米音と英音の違いを反映している(22d,e)は、

これまでも述べたようにPi]やU]は尾子音になり易いことを表わしてい

る。

(23) <o>の強勢母音

a. [ou]米音、 [au】-英音

d金jo [d6u*d3du] (米音) 、 [dau・d3au】 (英音)、 kakem6no, kara6ke,

kimono, K壷be r神戸」 koto 「琴」 , Ky釦O, rQnin 「浪人」 , sMgun

「将軍」

b.[a]米音、 [D]英音

ban・sai [ban・sal] (米音)、 [bon'SAi] (英音)、 h6n*cho 「堆長」 ,

H6n*da 「ホンダ」 ,H6n*shu(cf.免ton)

C[3]米音、英音共

Na・goy・a [n9・goi・9] (米音)、 [n9・goi・9(r)] (英音) 「名古屋」

<o>は米音では[ou]に、英音では[9U]になるのが圧倒的に多い(23b)の

[a]と[D]の発音は、尾子音<n>の前にある。この発音はcf. (confer) <D

批on [f(j)titan] (米音)、′ [fョii:tDn] (英音)のようにアクセントには関輝が

153



ない。 (23c)の<y>の前の[3]は、 1音節内の<oy>を[01]と発音してい

るのであり、前章で述べた再音節化が適用されているo

Nagoyaの発音は次のように派生される。

(2 4) Nagoyaの再音節化

a a a

n a g o y

∴
n a g oy a

:::享.～.

~ヰ　　n a

→ [nggoia]

∴
g o y a　→

書記素そのものが二重母音に発音されるのは<ai>, <ei>, <oi>の三つで

ぁり、アクセントに関係なくそれぞれ【ai/M], [ei], [di]と発音されるo

(25)二重母音

a.[ai]米音、lN]英音

aikfd。[aikid。u](米音)、[Alkirdau](英音)・Ai:

:nu「アイヌ族」,bon由一

°▼′gajjin,

地主ku,Hokkaido,s丘mu由i

b.【eI】米音、英音共

geisha[geijb](米音)、【geij9(r)](英音)、M由iTenno,nfsei

c.[011米音、英音共

k由LkSil「鮒」、YtIさ,01
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(25a)の[ai]と[AI]の違いは、例えば英語のniceが[nais】 (米音)と

[nAis] (英昔)に発音されるのと同じである。

4.4.3　米音と英音の非強勢母音

第3章では強勢のない音節にも長母音や二重母音がある例を多く見てきたo

これは借用語の母音をはっきりと発音するためであり、英語には通常見られ

ない発音である　ODPではどのような語に強勢のない長母音と二重母音が

現れるのか見てみよう。 (5)と(6)の母音表や(7)の発音例で見てきた

ように、長母音は英音にしか聞かれない。

(26)　語頭の非強勢長母音と二重母音

a.<a> : A虹ta kki:ta(r)] (英音) (米音は【a])

yaktiza施k丘・Mr)} (英音) (米音は[a]) 「やくざ」

zaz6n [zaizen] (英音) (米音は【dp 「座禅」

b. <u> : Fujitsu匝d3壬tsu:] (英音) (米音は[fa])

c. <o> : Nog丘chi [noiJgutji] (米音) (英音は[no])

oz丘wa [olizdwa] (米音) (英音は[D]) 「小沢」

Osaka [ousdk。】 (米音) 、 [9Usd:k9(r)] (英音) 「大阪」

d. <ai> : aikfdo [aikidou] (米音)、 [i¥ikf:d9U] (英音)

Daihえtsu [daihatsu] (米音) 、 [由h草tsu:] (英音)

gaijm [gaid3in] (米音) 、 [鎚d3in] - [gAld3in] (英音)

zaibえtsu [zaibdtsu] (米音)、 [zAib丘tsu:] (英音) 「財閥」

e. <ei> : Meiji T6nno [melld.3i t亘n6u] (米音) (英音は恥とid.31 tenau】)

原語(日本語)のスペリングが長母音・二重母音である場合に臥借用語

の発音も二重母音に発音される。 NoguchiとOzawaの<o>は原語では

「ォ」と発音されることから、英音では短母音の[D]に発音されるが、Osaka

のく.>は原語では「オオ」と発音されることかち、英昔でも[9U]と二重母
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音に発音されている。次に語中の非強勢母音を見てみようo

(27)語中の非強勢長母音と二重母音

a. <u> : shakuhえchi的虹hd:tji] - Oakuhatji] (英音) (米音は[ku])

b. <。> : Hir。hit。画royhfdou] (米音)メ(英音は巨a])

jtidoka [d3iidouka] (米音)、 [d3u:由由ォ]- (英音)

血kiyo-」匝kijoujei] (米音) 、 [ilrkij由6i] (英音)

ukiyo-eのくo>が英音でも[9U]と二重母音なのは、ukiyoを1語と見な

しているからであろう[urkijgu]という発音があっても、語末をあいまい母

音に発音する[u:kija]は借用語には存在しないo

最後に、語末の非強勢母音を見てみよう。

(28)語末の非強勢長母音と二重母音

a. <u> : Daih;丘tsu [dAiha也」 (英音) (米音は【su.])

Fujitsu [fu:d3itsu:] (英音) (米音は【su.])

桝Slm匝Id鹿] (英音) (米昔はffu]> 「九州」

nunchaku [nAn騨由;】 (英音) (米音は匝u])

Subaru [s丘:ba£由】 (英音) (米昔は【vti¥)

b. <o> : aikido [aikfdou] (米音)、 [Alkf:由U] (英音)

k6ndo匝芭n血功(米音)、匝芭n由坦】 (英音) 「剣道」

sllmo 【sd韮坦坦] (米音)、 [srfi:韮鎚] (英音) 「相撲」

d6jo [dSu蜘】 (英音) (米音は[d36u] )

Tokyo [tguk由] C(英音) (米音は[60] )

c. <e> : K6be匝5ub出]～固ubi] (英音) (米音は[bi] )

S独e [sa』王】 [sd:ki] (英音) (米音は[ki])

d. <ai> : b6nsai画n出] (英音) (米音は[sal])

h丘butai [hd:bu出】 (英音) (米音は[tai])

S丘murai [s丘m(j)uEAi] (英音) (米音は[rai])
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e. <ei> : nisei [ni:sei] (英音) (米音は[nisei])

(28a)の語末の<u>は英昔が長母音に、米音が短母音である。同じ高母音で

も、 <i>については、 『研究社』第6版同様、米音・英音とも緊張短母音のli]

である。語末の開音節の<o>はアクセントに関係なく、米音はbuト英音

はbu】であるが、 ODP¥Z唯一の例外として-] (米音) 「場所」があるo

(28c)の語は、米語では語末の二重母音に第2強勢が付くが、英音では第1強

勢の後ろには第2強勢が付かないことを表わしている(28e)は米音と英音で

アクセントの違うものである。

原語に近い発音を記述するのが辞書の基本的考えであ・。 、緊張母音や二重

母音で記述し、借用語の母音をはっきりと発音させている。語末の開音節で

は特に顕著に見られるのであるが・これは英語の発音でもあるo英語は基本

的に、アクセントに関係なく語末の母音は緊張母音か長母音か二重母音であ

り、それ以外はあいまい母音のla]だけが可能である。次の英語の発音記号

はODPからのものである。

(29)英語の語末の非強勢母音

a.緊張母音

[i/i:] : committee匝amidi] (米音) 、匝9mfti:] (英音)

W　丘ndy匝血di] (米音)、匝丘ndi] (英音)

[u/u:] :丘rgue [tirgju] (米音) 、 [d:gju:] (英音)

[ei] : birthday [ba:9dei] (英音) (米音は[bgrBdei])

[ou] : follow [fdlou】 (米音)、 [fDlau] (英音)

b.長母音

[o:] : seesaw [si:s〇:(r)] (英音) (米音は匝う】)

[a:] : caviare [kavia:(r)] (英音) (米音は匝vi&r])

c.二重母音

[ai/Ai] :えIibi [al- (英音)- (米音は匝bbai])

[au] : eyebrow [Aibrau】 (英音) (米音は【Sibrau])
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[oi] : cowboy匝aub。I] (英音) (米音は固ubうI])

す.あいまい母音

[a] : sofa [so嘩】 (米音)、 [s9ufo(r)] (英音)

oDPの日本語の発音は、英語らしい発音と日本語らしい発音が混在して

いるのであるが、原則としては英語の発音規則に順じているo特にそれが見

られるのが語末の開音節の母音であり、日本語の強勢のない<a'は例外な

く[9] ¥こ発音され、強勢のある<a>は例外なくlG]に発音されているo

(30)語末の<a>の発音

a.強勢母音lG]

g6ta [g瑚(米音) `(英音'はfe6rte(r)])

judoka [d^iidoukot】 (米音) (英音は[d3ii:d3Uka(r)]

b.非強勢母音la]

k丘na固ns] (米音)、固:ii9(r)] (英音) 「かな」

t丘nka [tdgka] (米音)、陶ka(r)] (英音) 「短歌」

yoga |j6ug3] (米音)、 [J9Ug9(r)] (英音) 「ヨガ」

語末の<a>の発音に関して『研究社』とODPの違いは、 『研究社』では

強勢が付く語が多い。

4.4.4　<Vr>の発音

強勢高母音CD <i>とくu>の次に<r>のある<Vr>の発音は、一般的に

米音では間と短母音であり、英音では匝r]と二重母音になる。これは

英語の発音であるが、日本語にも同様の発音がなされる語があるe英語と日

本語の発音が同じ語と異なる語を見てみよう。

(31) <ir>の発音

a.英語: [ir] (米音)、 [iar] (英音)
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dJary [diri] (米音)、 [diari] (英音)、

j6eringly [d3irirjli] (米音) 、 【d3壬arirjli] (英音)

b.日本語: M (米音)、 [I9r] (英音)

hira-g丘na ¥h主ragdna] (米音) 、~画9ragd:na(r)] (英音) 、

Kfrin画nn] (米音)、匝iarin] (英音)

C.日本語[ir](米音、英音共)

hえra-kiriロ1bkm] (米音) 、 Par。km] (英音) 、 hira-g丘na, Hirohito,

H主ro shfma

(31c)の語が英語であれば、英音では[iar]と発音されるはずであるo冒

本語に近づけた<cv>音節の発音となっている。

(32) <ur>の発音

a.英語: [ur]米音、 [uer]英音

curable [kjurobal] (米音) 、 [kjuarabl] (英音) 、

C血10US匝juriss] (米音)、 [kjuarias】 (英音)

b.日本語: [ur]米音、 [uar]英音

tempura [tempura] (米音)、 [tempu9r8(r)] (英音)

c. [ur]米音、英音共

K辿o*s豆・wa匝占rasdwa] (米音)、匝rssd:wa(r)] (英昔)

d. [ur]米昔、 [uar]英音

主shi・由・£o由ig血6u] (米音)、 [Iflg占arau] (英音)

e. [ur]米音、 [u:r]英音

mat's丘蝣ri [mあtstiri] (米音) 、 [mats丘:ri] (英音)

」 [ar]米音、 [ur/9r]英音

S畠ふ・旦・由i ls畠rn9rai] (米音)、匝mO")urAi] (英音)、

tern・pu・ra [tempare] (米音) 、 [temp(a)r3(r)] (英音)

(32f)だけが<ur>のくu>にアクセントがない語である<ur>のくu>が
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弛緩母音lu]に発音される(32c)の語ではH-は尾子音とみなされ、緊

張母音[u/u:]や二重母音[ue]と発音される(32d,e)の語ではHはうし

ろの音節の頭子音とみなされる。日本語についてはそれで良いのであるが、

英語の場合は、奉書が弛緩母音であり、英音が二重母音であるので、 【r]が

尾子音か頭子音か決めるのは簡単ではない。実際、 (32a)のcurableと

curi。usにしても、次の(33)のように音節の区切りは辞書によって異なっ

ている。 LDC五日まLongman Dictionary of Contemporary English (1990)

である。

(33) a. ctir*aォble: 『研究社』、 Webster,LPD, 『ジーニアス』

b. cd ra-ble: LDCE

c. cur・i・ous: LPD

d. cu*ri*ous: 『研究社』、 Webster, LDCE, 『ジーニアス』

LDCEはcurableとcuriousのcu-カ亨Pqua]と二重母音に発音されるた

めCV.で音節区分し、 LPDは米音ではcur-が[kjur]であり、 <u>は基,

底形が短母音とみなされるのでcur-で区分している。一方『研究社』、

脆'bster, 『ジーニアス』はcurableをcur-, curiousをcu・で音節区分し

ている。これはcurableの-ableを接尾辞とみなしているからであるoこ

のように<cur>の発音が同じにもかかわらず、辞典によっては音節区分に

違いがある。

非高母音の次に<r>が来る発音を見てみよう。

(34) <or>の発音

a.英語[o(a)r] (米音)、 [o:r] (英音)

t6re [to(a)r] (米音)、 [t5:(r)] (英音)、

torment [tormとnt] (米音)、 [torment] (英音)

b.日本語: [or] (米音)、 [o:r] (英音)

sat6ri [s9tori] (米音)、 [s9to:ri] (英音) 「悟り`」、
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torii [torii] (米音)、 [torni:] (英音) 、

zori [zori] (米音)、 [z5:ri] (英音) 「草履」

C.英語: [or] (米音)、 [or] (英音)

6rigin [5r9d.39n] (米音) 、 【昌ndgON (英音)、

son6rity [sQnoradi] (米音) 、 [s9n6riti] (英音)

d.日本語: [or] (米音)、 [or] (英音)

origtimi [5r9gdmi] (米音)、 [bngd:mi] (英音)、

z6ri [zori] (米音)、匝EDri] (英音)

(34)の例は米音、英音間での<or>の発音の違いを表わしているo英語の発

音がそのまま日本語に適用されている(34a)のtore [t5(a)r] (米音)のシュ

ワ-挿入は<r>が語末の場合である。

(35) <ar>の発音

a.英語: [ar]米音、 [a:r]英音

faraw丘y [fargwei] (米音) 、 [fa:rawei] (英音) 、

c&rpet 【kdrpat】 (米音)、固:rpit] (英音)

b.日本語: [ar]米音、 [a:r]英音

N丘ra [ndrg] (米音)、 End:ra(r)] (英音) 「奈良」

C.英語: 【er]米音、 [ar]英音

carry匝M] (米音)、固rii] (英音)、

marry [meri] (米音)、 lm丘rii] (英音)

d.日本語: 【er]米音、 【ar]英音

hara-kiri Plbkiri] (米音) 、匝rakiri] (英音)

6.英語: [or]米音、英音共

around [9r;紬nd] , arrest [ar芭st】

f.日本語: 【ar]米音、英音共

Arfta [9rfda] (米音)、 [9ri:t9(r)] (英音)、

kar丘te匝ddi] (米音)、匝d:ti] (英音) 「空手」、

161



S丘baru [s丘bar血】 (米音) 、 [sd:b〇ru:] (英音)

(35d)のhえra-kiriには他に米音として匝ak叫も参るが、匝】は[her]

への母音調和であろう　<ar>も日本語の.スペリシグが英語めスペリングに

対応し、英語と日本語の発音が同じになっているo

oDPによると、米音ではmarry, merry,Maryが共に[meri]と発音さ

れるが、英音ではmarryは匝ari], merryは[meri],Maryは匝:ri]と

それぞれ発音が異なっているMaryは仮名で「メアリー」と書くように、 『研

究社』の発音では/m色計甜(米音)、 /m芭9ri/ (英音)となっているo

(36) <er>の発音

a.英語: 【er]米音、英音共

fgrry [fJri]

b.日本語: [er]米音、英音共

teriyえki [t」rijdki] (米音) 、 [terijdrki] (英音)

ここで<Vr>の発音を取り上げたのは、 /r/の前での母音は、その発音が

多様化しているからであるhurry [hari] (米音) 、 [hAri] (英音)やworry[w9n]

(米音)、 [wAri] (英音)のように、強勢母音が中中舌母音になることは日本

語の発音にはない。日本語の発音は、基本的に五つであると認識されている

ためである。

4.5　おわりに

辞典の発音記号をどの程度信じればよいのか、どの辞典の発音記号が正し

いのか、という疑問は、辞典に多く接すればするなど増すe辞典に書かれて

いるものは絶対的なものであり、事実を的確に伝えているという考えは誰し

も持っている。だから、二つの辞典が異なる記述、説明をしているのに出会

った場合、我々は一方を捨て、他方を取るという気にはなれない。二つを比
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ベて幣両者の違いについて考えてみるであろう0
第3章と第4章では、 『研究社』とODPを使用した0両辞典の違いは我々

の想像以上のものであったo別の辞典を使うと、また別の顔が現れるであろ

ぅ。辞典はそれなりに整った顔をしていて、独自の特徴を出そうとしているo

辞典の色々な顔に魅せられて発音記号の研究を続けていくと、何章になるの

だろうか。
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乃e OxfordDictionary ofPronunciation for Current Englishに載っている

日本語の発音記号一覧表

ddo

Ainu

Akita

Ari ta

azuki

b asho

b onsai

米昔

[aikfdou]

[a ikido u]

[i mxi]

[akida]

[3rid9]

la z丘ki]

[Mjb]

[bd fou]

[bdnsai]

[bans叫

b u shido　　　[Mjidd u]

D aihatsu　　　[daihdtsu]

dojo　　　　　【doud36u]

E do　　　　　[fdou]

[芭dou]

lq)丘gu]

P d3i]

[fud3 itsu]

Fujiyama n d3 ij d m9j

futon　　　　[f(j) uta n]

gaij m

geisha

[gaid3壬n]

[g& fa]

104

英音

[Aikf: d3U]

[Ainu :]

[a :kf:te(i)J

[a ri :t3 (r)]

laz丘:ki]

tlJ帥U】

[b DnsAi】

匝uJ!:d9U]

p軸d9U]

[cLuh丘tsu:]

[d3u d33 U]

[e dau]

[fii :gu:]

[免:d3i]

日本語

合気道

アイヌ族

秋田犬

有田焼

あずき

場所(相撲)

盆栽

武士道'

ダイハツ

道場

江戸

[fu:d3itsu:】　　富士通

[fu :d3ijd :m9(r)]　富士山

[f(j)ti :tDn]

【巧)也:tDn]

[gAi d3 in]

[gAid3i n]

[gei f3 (r)]

布団

外人

芸者



geta

gob ang

hab utai

haiku

happi

happi-coat

hara - kiri

hib achi

hiragana

Hirohito

Hiro shima

Hokkaido

hokku

ho ncho

-　Honda

Honshu

ikeb ana

Ishiguro
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匝制

Irot&

[goubdrj]

Pdb ata i]

P丘iku]

P盛p i]

P盛p ikd ut]

Dと指kiri]

[M l・Jke ril

[habdtji]

画伯gti na]

[hirou hidou】

Qiiro坤fdou]

[hiro岬ma]

[hiro u jis nia]

[hak丘ido u]

P5k血】

[htikul

[hd n(t)jbu]

[hd ncte]

[M nju]

[ikgb d ng]

[ijigiiro u]

[geit〇ca

[gaub的】

[hd rbutAi】

[M :b9tAi]

恥血ku :]

lhapi

I hapikJut1

mえr9Mri]

[hib d rtji]

[habd rtji]

固r9gd :naォ]

[hi3r9gd :n9(r)]

固rg hr.tau]

[hirDJim9(r)]

pIr的m3(r)]

画r辞m3 (r)]

[hDkAidgu]

恥Dku:J

[埴ntfau]

piD nda (r)]

[hD nju:]

匪ibti :na(r)]

llk占bd :ns(r)]

P :ke工bd :n9(r)]

[ij i gua rau]

俳句

はっぴ

はっぴ

腹切り

火鉢

ひらがな

裕仁(昭和天皇)

広島

北海道

発句

班長

ホンダ

本州

生け花

イげロ(カス○オ)



j ujitsu

jujutsu

juku

kab uki

Kago shima

kake mono

kamikaze

kan.'i

kanb an

kanj i

Kano

karaoke

karate

katakana

Kawasaki

ken

kendo

kimono

[ijigiiro u】

[idou】

ld3丘dou]

[c^Mouka】

ld3血do ukd]

ld3血d3itsu]

ld3色d.3itsu]

[d3uku]

rldltiki I

ft a goffillal

匝&ka m6 unou]

匝金kamo u nou]

匝ci makd zi]

匝d ngj

匝dnban]

匝d nd3i]

匝ti nou]

臣とrio uki]

匝orddi]

匝a dakdna】

匝awa sdki]

[ken

匪色ndou]

匝amo unou]

【垣mouna]

ll': t9U]

[d3ii : d9u]

ld3丘:d9uk9 (r)J

ld3血:d3itsu:]

[d3u : d3A.tsir.J

[d3uku :]

匪abu :ki]

匝毎9JT: m9 (r)j

[姐tkimsuふau]

匝a tkgmSunau]

担えmikd :zi]

匝えmskti izi]

匪d :na(r)]

匝丘血b an]

匪丘nd3i]

匝d :n9U]

担えriau ki]

匝ar99uki]

匝9rd :ti]

匪atakd :na(r)]

担えwasd :ki]

匝a :w9sd :ki]

[kawa*aki1

匹en]

固ndau]

匪im9U n9U]

[ka mGUnaU]
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(石黒一雄)

伊藤(博文)

柔道

柔道家

柔術

柔術

塾

神風

かな

看板

漢字

狩野

カラオケ

空手

カタカナ

川崎



Kinki

Kirm

koan

Kob e

koi

koto

Kumamoto

Kuro sawa

Kyoto

Kyushu

Matsui

matsun

Matsushita

Matsuyama

Meiji Tenno

mikado

Mitsubishi

mizuna

Nagas aki

Nagoya

[玩ki]

[larml

匝ouan]

匝o ubi]

匝〇I]

[k6 udou】

匝am9m6u dou]

匝丘mamo u dou]

師ra sdwa]

匝i(j) 6 u dou]

匝i(j)6 ut6u]

匝ij u fu]

[msetstii]

lmあtsti ri]

lmあt sujid.9]

[m&tsaj d ma]

[meiid3i t亘nb u】

[meiid3i t芭n6 u]

[mgkd dou]

[mitsub iji]

[mazti na]

[na gasdki]

[na go i3]

Ikll1ki I

匹iarin]

匝au an]

匝9 Ubi]

匝sub ei]

lk tlI]

固utau]

匝色:m9m9Ut9Uj

匹もr9 sd :w9 (r)]

匝I9Ut9U】

匝ifi tfu:]

口前:Ju:]

[matsd:i]

[mats丘:ri]

lmえtsujT : t9 (r)J

lmえtsujti rmaO)]

lmats9jd :ma(r)]

lmとidgi t芭nau]

[mikch dau]

lmakd : d9U]

[mitsub iji]

[mitsab iji]

[mizii :n9(r)]

[mazd :n9(r)]

lna gasd :ki]

[n9 g5ia (r)j
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近畿

麟麟

(禅宗の)公案

神戸、

fjlli

琴

熊本

黒揮(明)

京都

九州

松井(須磨子?)

祭り

松下

松山

明治天皇

帝

三菱

水菜

長崎

&?1星



Nara

netsuke

nmja

mnj utsu

Ninte ndo

Nippon

Nipponese

nisei

Niss an

no, Noh

No guchi

nunchaku

obi

ori gami

Osaka

Ozawa

p achinko

raku

rame n

romaji

ronm

ryokan
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[nd ra]

[nets (u) ki]

[nmd39]

[nind^stsu]

[nint芭ndou]

[nip an]

[nip ani z]

[nis ei]

[nisoL n]

[nou]

[nou gutjl]

[nant担ku]

[o ubi]

[ora gdmi]

[ou sdka]

[ou zdwa]

[pgtjirj kou】

[rd ku]

[rtim& n]

[r6 um9 d3i]

[r6 u n9n]

[ri6 uk9 n]

[nd :r9(r)]

ln芭ts (u) ki]

[nmd33 (i)]

[nmd3Atsu :j

[nint芭ndau]

[nip on]

[nipanf:z]

[ni :sei]

[ni san]

[nou|

[nD gti :tJi]

[n9 gti :tji]

[nAntj a ku :]

[9ub i]

- [らrigcnmi]

lBrsgd rmi]

[9Usd :k9(r)J

[d z& :wa(M

[pat血ksu]

[rd :ku:J

[rd tmen]

[rauma d3 i]

[r3uni n]

[riS uka n]

[ri^ukan]

[il(i :]

[sd :kAi]

[sd :ki]

[sakei]

奈良

旧fflfi

忍者

忍術

任天堂

日本

日本人(の)

二世

日産

能

ノグチ(イサム)

ヌンチヤク

帯

折り紙

大阪

小沢(征爾)

パチンコ

楽焼

ラーメン

ローマ字

浪人

旅館

(何々)疏

堺

酒



samisen

samurai

S anyo

S app oro

sasr

s atori

s atsuma

Se ndai

seppuku

S haka

shakuhachi

shiatsu

S hikoku

S hinto

Sho gun

shogunate

shoyu

Soto
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ls免ma s e n]

ls畠mara i]

[ssenj ou]

[s9p oro u】

[saji mi]

[satori]

[saetsdma]

【さ;btsoliw |

[sendai]

[sep uk血】

[S3p丘k血]

U6 k9]

[陸ka]

匝kuhdtji]

LTifit由]

[fako uk叫

Obkdk叫

[fm (t) ou]

炉ug9n]

炉u ganat]

炉uganeit】

防"ju]

[s6udou】

ls丘misen]

ls五m(j) urAi]

匝m(j)3rAi】

[sa nJ9U】

[s9p o :r9U]

[saj imi]

[s9to :ri]

[satsd :m3 (r)]

ls芭ndAi]

[sepd:ku:】

匝ア9(r)]

除ku:hd :tji]

[j a kuh丘tji]

[fid :tsu:]

UIえtsu:]

折:k9Uku:J

Lfi nt叫

匝u gAn]

炉u g(a) n]

[JSu ga ne it]

炉ugりeit]

炉u ganat]

附U印3t

匝uju:J

炉utsu]

三味線

侍

三洋

札幌

束甲

悟り

薩摩焼き

釈迦

尺八

指圧

四国

将軍職

醤油

曹洞宗



Sub aru

sul

S umitomo

su mo

sushi

S uzuki

tanka

tatami

tempura

te nno

te riys

tofu

Togo

Toj o

Toku gawa

Tokyo
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ls丘b grti]

[sukij dki]

ls色m9t6 u mou]

[su mou]

[suji]

[S9 Z丘ki]

[tdg ka]

[tgtd mi]

[tempura]

[t^ mp ara]

lt芭nou]

ltとrij d ki]

[to u ffi]

[t6 ugou]

[t6ud3o u]

[td uku gdwg]

[toukibu]

[s(i :b9ru:]　　スバル

[subd :ru:j

[s9bd :ru:J

[sd:kijd:ki]　すき焼き

[sokijd rki]

ls血:kij丘ki]

[sbkijえki]

匝tmitQUmau】　住友

トu:llwu ]

ls丘:Ji]

[suz丘:ki]

[S3Zd :ki]

[t^ k9(r)]

[td :i] k9(r)]

[tatti mi]

短歌

壁

[tatd :mi]

[ta :td :mi]

[tempu3ra(r)]てんぷら

[tgmp (9)r9(ij]

[tfi nau]　　　天皇

[tJrijd:ki]　　てりやき

[tJrajd :ki]

ltとrlj丘ki]

ltとrgj a ki]

[t&jfu:]

[t9U g9U]

豆腐

東郷(茂徳)

[tァud3su]　　東条(英樹)

[t9ukugd :w9 (r)]　徳川

[t9Ukl9U]　　　東京



torn

t sunami

Tsushima

ukiyo-e

Yagi antenna

yakuz a

Yamaha

Yamamoto

Yayoi

yen

yo ga

Yokohama

yoko zuna

zaib atsu

zazen

Zen

zori

[torii]

[(t) sund mij

[(t)su ima】

[u kij ouj ei]

tjagi ant芭na]

tj akii z9]

fj d maha]

bamGmoudou]

t) 6jうI]

tj en]

[j6uga]

tjdukahdms]

tjdukaz丘na]

[z aib d tsu]

[zaz芭n】

[z fe n]

[zori]

[to:ni:J

[(t)sund :mij

[(t) suj! : m9 (r)]

[ii :krjauj6i]

Ej6gi 9nt芭naCfl

[ja :M :z9(r)]

bak丘:z9 (r)]

口五m9ha : (r)J

b'えma mautau]

tJ6 :J〇I]

Ben]

BSuga(r)】

|J9Uk9hd :in9(r)]

[J3uk9zti :n9(r)]

[zAib丘tsu:J

[za:zJn]

[zJn]

[zo : ri]

[z o ri]

鳥居

津波

m.¥与

浮世絵

八木アンテナ

やくざ

ヤマハ

山本(五十六)

弥生

円

ヨガ

横浜

横綱

財閥

座禅

禅

草履
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おわりに

「はしがきjにも書いてあるが、本書の目的は日英両言語の特徴が、どの

ように借用語に反映しえいるのか、そして借用語には言語の普遍性がどのよ

ぅな形で見られるのかにありたo本書を終えるに当たり、借用語の特徴と普

遍性についてまとめて見よう。

まず、英語から日本語へ取り入れられた借用語を述べようO外来語の促音

には二つの作業が必要である。一つは子音挿入であり、もう一つ按杜音挿入

である。子音挿入は英語の/CVα音節を保持するためであるが、同じ/CVα

音節でもmight/ma王tJには子音を付加しないが、 mat如t/はm8触「マ

ッ白と重子音になる。重子音の前が短母音でなければならないのは、日本

語のみならず言語に一般的に見られる環象であるe ~更に、子音の連結をさけ

る母音挿入についても、最も中立的なrウ」の挿入が多いのであるが、その

現象はレナケル語にも見られる。英語でも叫n ln馳叫, cashes触Z]

のシュワ-挿入も-、それが最も舌の移動や唇の開きのなや、中立的な母音だか

らであるOこのように子音重複を避けるた桝こ最も自然な母音を挿入するの

も言語に一般的な現象であるO

日本語のアクセント臥その語に固有のものであり、その位置は予測でき

ない。一方外来語のアクセンは予測できるものが多いo外来語の音節体系

は日本語に順じたものであるが、アクセント付与については英語のように重

音節か軽音節かが大いに関与しているo重曹蔀にアクセントが付与されると

いうのは、重い音のかたまりが感じ取れるからである凸

第2章では日本語のアクセン柁無声音化について多く論じたeこれi璃

雑な日本語の発音規則に対し、いかに外来語のアク壱ントがいかに単純であ

るかを述べるためである。外来畠は日本語め一部であるが、別の言語の様相

を備えているのである。

第3章と第4章で臥英語に入った日本語の特徴について述べたo日本語
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の中の外来語の音体系が日本語に順じているのであるから、英語の中の日本

語が英語の音体系に噛じているのは理に適っているOEDからの例を挙げ

ると、陣k3-ma]f床の間j渦-z&na]T横軌のように、強勢のな

い母音をシュワ-の[3]こ発音してや、るoこの場合日本語の母音がはっきり

しftv¥一方で軌倍用語に日本語の特徴も見られる8日本語は基本的には

/cv7の開音節であるので、アクセントに離なく強勢母音のよう閥音する、

語があるOこれもOEDからの例であるが、Pd:紳u]r武士道」,Pa触tai]

r羽二重」,恥;M:ei-nlr柿右衛門jは母音をはっきりと発音しているO

借用語の発音に一貫性が欠けているケ--良く見られるが、それだけ借用

語のスペリングから発音を引き出すには多様性がある0倍用語として捉える

のか、英語として捉えるのかによって発音の異なるものもあるOEDで胤

は[tiifi-JGと発音されるが、rウルシオールjは[9rfi:jl喝であるO

英語に入った日本語のアクセント規則乳量音節にアクセントを付与する

という英語の規則に膜じているように思えるが、そうで絃なく、本論文では

外来語のアクセント付与に贈遍的な原則があるとするoその例として魂

j-
一蝣I言壱幸予ここ、<.-'--.-さくぐ^n-i-^i朋…喜「:I:ナン注高二::=ニ-I;～-一・>

母国語話者は倍用語を母語の発音規則を適用していると感じているだろうo

しかし実際に臥そこには借用語に独自の普遍性が潜んでいるのである0人

同言語とはそのようなものであるo
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